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　ランチタイムのカフェはにぎやかだ。

　午前中、新入社員研修の講師として支社に出向いていた川かわ村むら華か奈なは、ひとりで窓際のカウンター席に座って黙々とサンドイッチを食べていた。

　ライ麦パンに挟まれたビーフパストラミとレタス、それにバジルを利かせたソースの組み合わせが絶妙で、味わっているうちに初めて講師を務めた緊張からくる疲労感が和らいでいく。

（はぁ、おいしい。これで午後からもがんばれる）

　華奈は左手を頬ほおに当てて、うっとりと息を吐いた。

　その背後のテーブル席では、華奈と同じく家具・インテリア雑貨の輸入販売会社『フィーカ』に勤める女性社員たちが、恋愛話で大いに盛り上がっている。

「ここだけの話にしてね……。法務部の松まつ浦うらさんが一いち之の瀬せ部長に告白したんだって！」

「えー、ほんとに？　どうなったの？」

「それがなんと！　振られたんだって！」

「嘘ぉ！　〝来る者拒まず、去る者追わず〟って噂の一之瀬部長に？」

「あれだけの超絶イケメンなら選びたい放題でしょ。松浦さんは真面目そうだし、付き合ったら重そうだから振ったんじゃない？」

「そうかぁ～。でも、一之瀬部長って本当にイケメンだもんねぇ。あの大人の色気と余裕！　あーっ、一度でいいから付き合ってみたいなぁ」

「特定の彼女、いないみたいだよね。独身主義者って噂もあるし、『遊びでいいから』って言ったら抱いてくれるかもよ？」

「きゃ～！　これぞ〝大人の関係〟!?」

　聞こうとしなくても、彼女たちのはしゃいだ声は華奈の耳に届いてくる。華奈はホットコーヒーを飲みながら、噂の的になっている一之瀬颯そう真まのことを思い浮かべた。

　颯真は、華奈が配属されている貿易管理部の上のフロアにある総合販売部の部長だ。

　三十三歳の若さで異例の出世を果たした彼は、女性社員たちが大騒ぎしている通りのイケメン。一八〇センチを超える長身で、無造作に整えられた少し長めの濃い茶髪とくっきりした二重、すっと通った鼻筋、そして形のいい唇が甘い雰囲気で、女性社員の間では〝恋人にしたい男性ナンバーワン〟とささやかれている。

（だけど、〝結婚したい男性ナンバーワン〟じゃないんだよねぇ……）

　華奈は、恋愛に関して派手な噂のある彼が苦手だった。

「でも、私たちみたいな平凡女子じゃダメだよ」

　颯真の噂話はまだ続いている。

「やっぱり貿易管理部の川村主任くらいでないと、一之瀬部長には相手にされないんじゃない？」

　突然自分の名前を出されて、華奈はあやうくコーヒーを噴き出しそうになった。

（な、なんでここで私の名前が出てくるの!?）

　華奈はペーパーナプキンを取って口元を拭った。

　華奈がまさかこんなに近くにいるとは思っていないのだろう。女性社員たちは、今度は華奈を話題にし始める。

「川村さんってさ、この四月から主任に昇進したけど、確か入社五年目なんだよね？」

「そうそう！　二十六歳で役職に就くってすごいよね。やっぱデキる女は違うんだ」

「シュッとしてて身長一七〇センチくらいはありそうだし、髪も艶つや々つやでさ！　どこのシャンプー使ってるんだろう？」

「きっと海外ブランドの高級シャンプーだよ。長い横文字で、私たちが読めないような」

　華奈は緩くカールさせたセミロングヘアの毛先に指を巻きつけた。蜂蜜のような艶のある明るい栗色で、中学生の時は校則違反を疑われて苦労したが、完全に地毛である。

（普通にドラッグストアで売ってるシャンプーなんだけどなぁ……）

「あれだけ人目を惹くと、モテるだろうね」

「うんうん、恋愛経験豊富そう！」

「絶対遊んでるよね」

　きゃははは、という笑い声が響き、華奈は顔をしかめた。

（私ってそんなふうに見えるんだ……）

　華奈は窓ガラスに映る自分の顔を眺めて、肩を落とした。

　はっきりとした二重と形のいい鼻、ぽってり気味の唇は、フルメイクをするとなぜか派手に見られてしまう。それが嫌で、いつも必要最低限のメイクしかしない。服装はといえば、今日はシンプルなボウタイブラウスに黒のクロップドパンツを合わせている。足元は履き慣れた黒の七センチヒールだ。

　恋愛経験は豊富どころか、学生時代に一度、手痛い失恋をしたことがあるだけ。そのときの経験のせいで、しばらくは恋をすることに臆おく病びょうになってしまった。

（でも、今はステキな彼氏がいるからいいんだもん）

　華奈は貿易管理部の上司で、五歳年上の課長・佐さ脇わき秀しゅう一いち郎ろうの顔を思い浮かべる。浮いた噂などひとつもない堅実な男性だ。

（金曜日のデートが楽しみだな。なんてったって私の誕生日だし！）

　思わず幸せな気持ちになり、頬を緩めた。
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　待ちに待った金曜日。仕事のあと、華奈は秀一郎と待ち合わせてフレンチレストランでディナーを堪能した。いつものデートとは違って、食事のあとはバーに誘われた。

（誕生日のサプライズかな？）

　なにか特別なことを考えてくれているのかもしれない、と思うと、華奈の胸は高鳴る。

　そうして秀一郎に連れていかれたのは、レストランやショップがたくさん入る海沿いの商業施設から離れたところにある店だった。レンガ壁の落ち着いた外観をしていて、隠れ家的な雰囲気だ。

　重厚な扉を開けて入った店内は、羽は目め板いた張ばりの黒壁に、アンティーク調のランプ型の照明が洒落ている。

　華奈は秀一郎とカウンター席に並んで座った。

「ステキなお店ですね」

　華奈はふわふわした気分で秀一郎に微笑みかけた。

「そうだね」

　秀一郎は言って、おもむろにグレーのスーツの胸ポケットに手を入れた。そうして取り出した黒色の小箱を華奈の目の前に置く。

「二十七歳の誕生日おめでとう。付き合って半年になるしな。もうそろそろいいかと思ったんだ」

（こ、これってプロポーズ!?）

　秀一郎の言葉を聞いて、華奈は嬉しさのあまりはしゃいだ声を上げそうになるのを、ぐっとこらえた。

「あ、ありがとうございます」

　華奈ははにかみながら、小箱に手を伸ばした。柔らかなベルベットの生地が指先に吸いつき、喜びに手が震えそうになる。

　右側に座っている秀一郎にチラリと視線を向けると、彼は開けていいよ、と言うように小さくうなずいた。

　有名大学を卒業してフィーカに入社した彼は、三十一歳で貿易管理部の課長を務めるエリートだ。縁ふちの細いメガネをかけていて、少し神経質そうにも見えるが、それは彼が真面目な性格だからこそ。

　華奈から連絡しなければ、彼からメールやメッセージが来ないのが玉に瑕きずだけど、仕事熱心で忙しい男性なら、それも仕方ないことだと思っていた。本当にこれがプロポーズであれば返事はイエスだ。秀一郎のことは好きだし、堅実な彼は結婚相手として申し分ない。

　華奈自身も仕事にやりがいを感じているし、昇進を果たしたばかりで人生はまさに順じゅん風ぷう満まん帆ぱん。目の前に広がる未来は輝いて見えた。

　覚悟を決めるように静かに深呼吸をして、華奈はゆっくりと蓋を開けた。直後、目を丸くする。

「これって……」

　現れたのは、ペアシェイプと呼ばれる洋ナシ型のダイヤモンドのネックレス。てっきりエンゲージリングをもらえるものだと期待していた華奈は、拍子抜けした。

「四月の誕生石はダイヤモンドなんだってな」

　秀一郎に言われて、華奈は笑顔を作る。

「あ、はい。すごく嬉しいです。とってもキレイ」

　華奈はペンダントトップを指にのせた。ティアドロップとも呼ばれるその石は、カウンターの控えめな照明を浴びて、キラキラと濡れたような光を放つ。

「気に入ってくれてよかった。それ、手て切ぎれ品ひんな」

「え？」

　華奈はまばたきをして秀一郎を見た。彼は真顔だ。

「今、なんて言いました？」

（手切れ品って言った？　まさか、ね）

　華奈の心の問いかけに、秀一郎は淡々とした口調で答える。

「手切れ品、って言ったんだ」

「え、ちょ、ちょっと待ってください。手切れってどういうことですか？」

　この状況で別れを切り出される意味がまったくわからない。戸惑いと焦りに突き動かされ、華奈は秀一郎の左腕に右手を伸ばした。そのとたん、秀一郎がさっと手を払った。

「華奈は付き合うには最高の女だと思う。スラッとしてて見た目は悪くないし、俺の話をすごく興味を持って聞いてくれるしな――」

　秀一郎の表情も口調も冷たい。

「だけど、結婚相手には向いていない」

「な、ど、どうして」

　秀一郎は一六八センチある華奈の全身をさっと見た。今着ているオフホワイトのタイトワンピースは、髪の色によく映えるので、華奈はとても気に入っていた。

　だが、秀一郎はそうではないらしい。

「外見も中身も派手すぎるんだよ」

　彼は嫌けん悪お感かんもあらわにつぶやいた。

「え？」

「それに、付き合っていることは秘密にしようって俺が言ったからって、男とふたりきりで飲みに行くような女を嫁になんかできない。信用できない」

「ちょっと待ってください、私、そんなことしてません！」

　まったく身に覚えがないことを言われて、華奈の声が高くなった。

「なに言ってるんだ。ちょうど二週間前の金曜日だ。俺は、おまえが同期の男とふたりで居酒屋から出てくるのをこの目で見た」

　華奈は慌てて釈明する。

「えっ、それは誤解ですっ。あれは同期会だったんです！」

　それは本当のことだった。フィーカに同期として入社した社員は、華奈を含めて全国に三十人いた。そのうち大おお阪さか本社に配属された六人はとくに仲がよく、年に数回、同期会を開いている。

　秀一郎はふんと鼻を鳴らした。

「なるほど、ふたりきりの同期会だったってわけか」

「違います。お店の中にはほかの同期が四人いました」

「だとしても、帰りはふたりきりになったってことだろ。おまえはそいつに肩を抱かれたまま、タクシー乗り場に向かってたな。あのあとどこへ行ったんだか」

　華奈はどう説明しようかと考え込んだ。その同期は恋人に振られたばかりだった。飲みすぎてひどく酔っ払い、華奈を元カノだと思い込んで離してくれないので、仕方なく華奈がタクシー乗り場まで連れていったのだ。『なんで一緒に乗ってくれないんだよ』とさんざん絡まれて大変だった。

「彼が飲みすぎてしまったから、タクシー乗り場まで送っただけです。私はそのあと電車で帰りました」

「どうだかな」

　秀一郎の表情からは疑いの色が消えない。

「どうして信じてくれないんですか？」

　華奈は悲しくなって、訴えるように秀一郎を見た。

「俺との始まり方を考えたら、一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。やっぱりおまえは軽い女だった」

「そんな……」

　華奈はショックのあまり言葉を失った。

　半年前、一緒に残業をして、華奈をねぎらうために秀一郎が食事に連れていってくれた。そのとき雰囲気が盛り上がって、彼に口説かれるまま一夜を過ごし、ふたりの関係が始まった。だが、華奈は秀一郎のことを仕事のできる上司だと尊敬し、憧れてもいたから、そんな彼に求められてすごく嬉しかったのだ。

　それなのに、その始まり自体をなじられるなんて。

「やっぱり付き合う女と結婚する女は別だよ。華奈みたいに派手で目立つ女じゃなく、控えめで俺を立ててくれるような女でなきゃ。なんてったって俺はフィーカの幹部候補だからな」

　秀一郎の口調に嘲あざけりすら感じられて、華奈はうつむくしかなかった。

　大学生になって本格的にメイクを覚えてから、派手に見られるようになった。

　外見につられてぐいぐい口説いてくるような男子学生は苦手だった。だから、秀一郎の前に付き合ったことがあるのは、大学時代の同級生ひとりだ。それなのに、まさか秀一郎に『軽い女』と思われていたとは。

（秀一郎さんは……同じ部署の上司だし、ちゃんと私の仕事や中身を見てくれていたと思ってたのに……）

　華奈は下唇をきつく噛みしめた。そうしないと声を上げて泣いてしまいそうだった。

　目の端に、秀一郎がバーテンダーに会計を頼む姿が映った。支払いを済ませると、秀一郎がスツールから立ち上がる。

「会社ではこれまで通りでいましょう」

　華奈の耳元で、秀一郎が敬語で言った。言葉よりも口調の冷たさに心が凍りつきそうだ。それなのに目にじわじわと熱いものが込み上げてきて、華奈はそれを見られないように顔を背けた。

「それじゃあな」

　秀一郎の靴音が遠ざかり、やがて店の扉の閉まる音がした。その瞬間、華奈の目から涙が溢れ、カウンターにポタポタと落ちた。

「……っ」

　嗚お咽えつが漏れそうになり、華奈は左手を口に押し当てた。これ以上涙がこぼれないように、手にぐっと力を込める。

（秀一郎さんは、私が私だから好きになってくれたんじゃなかったの……？）

　信頼していた相手からのあまりにひどい別れの言葉。もうこれ以上声を抑えられそうにない。

「ふ……」

　思わずしゃくり上げそうになったとき、カウンターの上にコトリ、とグラスが置かれた。底が丸く膨らんだカクテルグラスの中を、淡い乳にゅう白はく色しょくの液体が満たしていて、縁には塩が塗られている。

（こんなの、私、頼んでない）

　驚いて顔を上げると、

「あちらのお客さまからです」

　バーテンダーが、左手でカウンターの奥を示した。ゆっくり顔を動かした華奈は、右端に座っている男性を見て、目を見開いた。

「い、一之瀬部長！」

　左手を軽く挙げたその男性は、〝恋人にしたい男性ナンバーワン〟の一之瀬颯真部長だった。細身の黒いスーツがスラリとした長身によく似合っていて、落ち着いた雰囲気漂うバーでひとり、ゆったりとグラスを傾ける姿は、映画のワンシーンのようだ。

（な、なんでこんなところに一之瀬部長が？）

　苦手な上司の存在に気づき、華奈の顔が引きつった。だが、彼がカクテルを奢おごってくれていることは間違いない。

　華奈はぎこちなく笑顔を作り、颯真に小さく会釈をした。

（こういう場合は……ありがたくいただくべきだよね）

　華奈は目の前のコースターに鎮ちん座ざしているカクテルを見た。秀一郎とのディナーで赤ワインを一杯、バーに来てモヒートを一杯飲んでいるが、こんなひどい気分のときなら、いくらでも飲めそうだ。

　華奈はグラスを取り上げた。テキーラの甘い香りがして、一口飲むとグラスの縁の塩のしょっぱさと柑かん橘きつ系けいの爽やかな味が口に広がった。

（マルガリータだ）

　アメリカ人のバーテンダーが、事故で亡くした恋人を偲しのんで作ったと言われるカクテルだけに、胸にじーんと染み込んでくるような味わいだ。

（ってことは……やっぱり見られてたんだ。惨みじめな失恋シーンを、よりによって一之瀬部長に見られてたなんて……最悪）

　頭を抱えたい衝動をどうにか抑え込んで、華奈はカクテルを口に含んだ。一刻も早くこの場から消えてしまいたい。その思いのままに、グラスを空にする。

「お会計をお願いします」

　華奈がバーテンダーに言うと、彼は営業スマイルを浮かべた。

「先ほどのお連れの男性がご一緒に精算されました」

　バーテンダーの言葉に、華奈の頬がカァッと熱くなる。

（こ、この人も私が振られた現場を見てたんだよねっ）

　華奈は恥ずかしくてたまらなくなり、カウンターの下のバッグを手にして、席を立った。

「どうもありがとうございました」

　颯真に一礼してそのまま立ち去ろうとしたが、「お客さま、お忘れ物です」と止められる。

　振り返ると、バーテンダーが片手でカウンターの上の黒い小箱を示していた。

「あ、ど、どうも」

　華奈はそれをさっと取り上げると、そそくさと出口を目指した。
















第二章　衝動に従った結果













　店の外に出た華奈は、閉まった扉に背中を預けた。

（もう最低、最悪。消えてなくなりたい……）

　周囲には人影がなく、誰にも見られていない安あん堵どから、再び涙がこぼれる。右手で涙を拭ったが、その手にネックレス入りの小箱を握っていることに気づいた。

「手切れ品だなんて、あんまりだよ」

　やるせない気持ちのまま歩き出すと、ふっと潮の香りがした。近くに丸い大理石を敷き詰めた人工のビーチがあったことを思い出す。華奈は海を目指して歩き出した。

　ビーチまで来ると、近くにある商業施設の照明が歩道を明るく照らしていた。だがそこを抜けると、再開発の進んでいないエリアが広がっている。華奈はビーチへと続くコンクリートの階段を上った。

　四月上旬の夜のビーチに人影はなく、頭上に星がいくつか瞬いているだけで、どこか物寂しい。海では黒い波がゆっくりとうねっていて、ずっと向こうの対岸に目線を移すと、工場地帯と船の明かりが見えた。

　華奈は手の中の小箱を見つめた。目にじわじわと熱いものがにじんできて、ぼやけて見えた。

『この前は書類のサンプルを作ってくれてありがとう。わかりやすいってクライアントに好評だった。キミは本当に気が利くな』

　付き合うことになった夜、秀一郎はそう華奈に言ってくれた。憧れの上司に褒められ、食事とお酒を奢られ……夜道で彼に手を握られて『このあとも一緒に過ごせるか』と尋ねられたとき、華奈は緊張と不安から脚が震えてたまらなかった。

　それでも、今まで避けてきた恋愛にもう一度向き合ってみたいと思ったのは、促されるまま彼の誘いに応じたのは、ずっと秀一郎が好きだったからだ。

　それなのに、秀一郎は華奈を『軽い女』だと言った。付き合っていた半年間、いや、華奈が貿易管理部に異動になってからの三年間、いったい彼は自分のなにを見てきたのだろう。

　華奈にとって大切だった半年間の関係を、こんなふうに終わらせられるなんて。そう思うと悲しくてたまらず、心がぐちゃぐちゃに乱れる。

　華奈は階段を下りてビーチに一歩踏み出した。だが、ヒールでは足が取られて丸石の上を歩くのは難しい。

　華奈はヒールを揃えて脱ぎ、横にバッグを置いた。ストッキングだけになった足で、そっとビーチに下りる。丸い石に足の裏を刺激され、華奈は「痛たた」とつぶやきながら、渚なぎさに向かった。

　波打ち際に立って小箱を握った手を胸に当てる。目をつぶって、寄せては返す波の音に耳を傾けた。そうして静かな音を聞いていれば、少しは心が落ち着くのではと思ったが、そんなことはなかった。それどころか、最後に聞いた、よそよそしい秀一郎の言葉が耳に蘇ってくる。

『会社ではこれまで通りでいましょう』

（そんなの無理！）

　華奈は思わずネックレスの小箱を握った手を振りかぶっていた。気づいたときには箱は弧を描いて宙を飛び、パシャッと小さな水みず音おとを立てて海の中に消えた。

「あぁっ」

　華奈は悲鳴を上げた。秀一郎にとっては、あれは華奈との関係を終わらせるための手切れ品なのかもしれないが、華奈にとっては悲しくとも思い出の品なのだ。

（なんてことをしちゃったんだろう）

　華奈はとっさに海に向かって足を踏み出した。海水は冷たくて鳥肌が立つが、そんなことには構わず、歩を進める。

（確か……あの辺……）

　華奈は小箱が落ちた辺りを目指して進んだ。そこはちょうど膝ひざ下くらいの深さで、華奈はワンピースの裾をまくろうとした。そのとき、背後から波を蹴り立てる音が聞こえてくる。

「なにやってるっ！」

　振り返る間もなく男性の怒鳴り声がして、いきなり後ろから抱きすくめられた。

「えっ」

　海の真ん中で知らない男性に抱きつかれた！

　華奈は恐怖とパニックで、胸の前で交差している男性の腕に爪を立てる。

「いやっ、離してっ！」

　華奈の抵抗を受けて、背後の男性は抱きしめる腕にますます力を込める。

「佐脇なんかのために死ぬな！」

　耳元で男性に言われて、華奈はその言葉に違和感を覚えた。

（佐脇？）

　聞き覚えのある名前に、聞き覚えのある声。

　華奈は男性の腕を掴んだまま、首を捻ひねって背後を見た。肩のすぐ上に、必死の形ぎょう相そうをした颯真の顔があって、驚きと安堵に包まれる。

「川村主任、キミはまだ若い。あんな……キミのことをなにもわかっていない男に振られたぐらいで、人生を終わらせるんじゃない」

　身体からだに回された颯真の腕に力が込められ、痛いくらいだ。

（『人生を終わらせる』って……もしかして、死のうとしてると思われた？）

「あ、あの」

　華奈は颯真の腕を軽く叩く。

「部長、私――」

「キミがいなくなるなんて、フィーカにとって大きな損失だ」

「そう言っていただけるのは嬉しいですが、あの、これはですね――」

「それだけじゃない。日本が、いや世界がキミという大きな財産を失う」

「いや、さすがにそれは」

　言いすぎですよ、と口を開きかけた華奈に、颯真の声が重なる。

「なにより俺が困る」

　きっぱりと言われたその言葉に、華奈の心臓が大きく跳ねた。

「あ、いえ……」

　華奈はドギマギしながら言葉を続ける。

「別に死のうとしてたわけじゃなくて、探し物をしてたんです」

「え？　探し物？」

　颯真の声が怪け訝げんそうになって、腕の力が緩んだ。

「はい」

　華奈は緩んだ腕の中で反転して、彼を見上げる。

「実は……課長から手切れの品としてネックレスをもらったんですけど……それを思わず海に投げてしまったんです。でも……やっぱり捨てたくないって思ってしまって……。それで探そうとしてたんです」

「本当に探そうとしてただけ？」

　颯真が心配そうな顔で華奈を見た。眉間にわずかにしわが寄っていて、目も細められている。

（さっきの必死な顔といい、一之瀬部長ってこんな表情もするんだ）

　何事にも動じない大人の男性だ、という彼のイメージがほんの少し崩れた。

「はい」

「本当に？」

「本当です」

　念を押すように尋ねられ、華奈はしっかりとうなずいた。それを見て、彼はようやく華奈の身体に回していた腕を解く。

「そうだったのか。驚いた。でも、俺の勘違いだったようでよかった」

　颯真の表情がホッとしたように緩み、本気で心配してくれていたのだとわかった。

「部長はどうしてここに？」

　颯真は左手で前髪をくしゃりと掻かき上げた。

「涙ぐみながら、フラフラとバーを出ていったキミが気になって、俺もすぐに店を出たんだ。そうしたら駅とは逆方向に海に歩いていくから、ますます心配になってここまでついて来てしまったんだ」

「それで海に入ってくださったんですか？」

「案の定というか、階段に靴が揃えて脱いであったから、これはマズイと思ってね」

　華奈は颯真の足元を見た。スーツのズボンのまま海水に浸かっていて、華奈が抵抗したせいで上着も少し濡れている。

「私が海にネックレスを投げたせいで、申し訳ありません」

　華奈は頭を下げた。

「俺のまったくの勘違いだったんだから、謝ることはないよ。キミを失いたくない、と思ったら、無我夢中だったんだ」

　そう言って颯真は海を見ると「探すのを手伝う」と、ジャケットの袖を肘の上まで折り返した。

「もういいです！　それはますます申し訳ないです」

「どうして？　ここまで濡れたら一緒だ」

　颯真はシャツの袖のボタンを外しながら問う。

「で、ネックレスを探せばいいんだな？」

「あ、いえ。小さな箱です。このくらいの」

　華奈は両手で箱の大きさを示した。

「なるほど。箱の方がネックレスよりも見つけやすそうだ」

「……すみません」

「気にするな」

　颯真は笑顔を向けて水中に手を入れた。

　上司にだけ探させるわけにいかない。華奈も急いで海の中を手探りする。

「この辺りで間違いないのか？」

　颯真が手を動かしながら言った。

「はい、たぶん……」

　だが、今まで探して見つからなかったのだ。華奈は少しずつ場所を移動した。そうしてしばらく探したが、やっぱり見つからない。華奈は半ばやけになりながら、がむしゃらに両手を動かし始めた。その必死の様子を見て、颯真も場所を移動しながら探し続ける。

　直後、彼が小さく声を発した。

「あっ！」

「えっ？」

　颯真がなにかを掴んだまま身体を起こした。

「ありました？」

　華奈は歩きにくい海の中を彼の方へと急ぐ。

「よかっ――」

　た、と言いかけたとき、足がもつれて転びそうになった。

「きゃあっ」

「おっと」

　とっさに颯真が腕を伸ばして華奈を抱き留めた。

「す、すみません」

　華奈は慌てて身体を離そうとした。颯真が華奈の両の二の腕を掴んで支える。

「大丈夫か？」

「あ、はい……」

「それらしいものが手に触れたんだ」

　颯真は左手で華奈を支えたまま、右手を開いたが、彼の手のひらにのっていたのは四角い石だった。

「あ……」

　華奈は小さく肩を落とした。

「すまない」

　颯真はすぐさま腰をかがめて水中に手を入れた。

「キミをますます落胆させてしまった」

　颯真が左手で額を拭い、腕を伝った滴しずくが海へと落ちる。自分以上に必死になって探してくれている上司の姿を見ているうちに、華奈はさまざまな思いが込み上げ、目頭が熱くなってきた。

「もう……いいです」

　華奈はひっく、としゃくり上げた。

「大丈夫だ。俺が見つかるまで探してやる」

　颯真は言いながら、懸命に海中を探り続ける。

「いいえ、ほんとにもういいんです……」

　華奈の目からポロポロ涙がこぼれた。

「見つからないのは……きっと、もう秀一郎さんの心が私に戻ってこないってことだから……あ、あきら、諦めま……」

　す、と言う代わりに、華奈の口から嗚咽が漏れた。颯真がサッと身体を起こして、華奈の右肩に手をかけた。

「川村主任……」

　いたわるように声をかけられ、華奈は泣くのをこらえようと、歯を食いしばった。

　颯真は華奈をそっと引き寄せ、胸に抱く。

「気持ちを閉じ込めないで、泣きたいだけ泣けばいい。その方がきっと楽になる」

　優しい言葉についにこらえきれなくなって、華奈はわあぁっと声を上げて泣き出した。

　颯真の手が慰めるように華奈の背中をゆっくりと上下する。

　胸を貸してくれているのは上のフロアの部長だとか、一部始終を知られてしまっただとか、無ぶ様ざまに泣いているだとか……。そんなことを忘れて、ただ華奈は気持ちに押されるままに涙を流した。

　泣いて泣いて、声が枯れそうになって、華奈は手の甲で涙を拭った。それでも雫しずくがこぼれて、華奈は手のひらで目元をこする。

「お、おかしいですよね。そろそろ涙がなくなるはずなんですけど」

　颯真は華奈をギュッと抱いて、髪に頬を押しつけた。

「信じて心を預けていた相手が、本当の自分の姿を見てくれていたんじゃないって知るのは……ほんと、きついよな」

　颯真が低い声で言った。やり場のなかった思いを彼が代弁してくれたようで、華奈の頬を新たな涙がゆるゆると伝った。穏やかに流れる涙を拭って、華奈は顔を上げた。すぐ目の前に悲しげな表情をした颯真の顔がある。まるで華奈と同じ悲しみを感じているかのようだ。

（私のために……？）

　あのままひとりでネックレスを探していたら、どうなっていただろうか。見つからないものを必死で探して、戻ってこないものを望みなく求め続けて。最後は途方に暮れていただろう。

　颯真の存在を心強く感じ、華奈は乱れていた気持ちを落ち着かせるように、深く長く息を吐き出した。そうして彼を見る。

「いろいろと……ありがとうございました」

　颯真は華奈の目を覗き込む。

「完全に大丈夫ってわけではなさそうだけど……少しは落ち着いたのかな」

「はい」

　颯真が腕を解き、華奈は彼から離れたが、その瞬間、大変なことに気づいてしまった。

　ネックレスを必死で探したせいか、右手の袖はいつの間にかずり落ちて海水を吸い、じっとりと肌に張りついていた。おまけに裾からも滴がボタボタと落ちている。颯真はと言えば、華奈を助けようと飛び込んできてくれたときのままだから、スーツのパンツが膝の辺りまで濡れていた。

「あー……はは、どうしましょうね？」

　華奈は情けない気持ちでつぶやいた。濡れた服では電車にも、タクシーにだって乗れない。自分だけではなく、上司にまで迷惑をかけてしまった。

「提案なんだが……」

　颯真が口を開き、華奈はゆっくりと彼を見た。

「ここから歩いて七、八分くらいのところに俺の部屋がある。シャワーを浴びて着替えて、明日、アルコールが抜けてからキミを車で送るというのがベストな解決策だと思うんだ」

　華奈は商業施設の方へ顔を向けた。着替えを買おうにもファッションフロアの明かりは消えていて、もう閉店しているのだとわかる。

　ただ緊急事態だとしても、仕事上の関わりしかない上司の部屋に行ってもいいものか。

　華奈はチラリと颯真の顔を見た。

「キミをこのままひとりにしておけない」

　彼のその言葉は、彼のまなざし同様、真剣そのものだった。

　同じ会社の部下を心配しての言葉なのだろう。それでも、大好きだった人にあんなふうに捨てられた自分に、優しく手を差し伸べてくれる人がいる。ズタズタに傷ついた心には、それだけで嬉しかった。

「ありがとう……ございます」

　颯真の左手が促すように華奈の肩に触れた。華奈は彼と一緒に浜辺に戻る。彼が大急ぎで海に入ってくれたことを示すように、革靴が乱雑に脱ぎ捨てられていた。颯真がそれに足を入れるのを見ながら、華奈も自分のパンプスの方へ向かおうとする。

　そのとき海風が吹き抜け、

「っくしゅん」

　思わず両手で自分の身体を抱きしめると、肩にふわりとジャケットがかけられた。

「海水浴をするには早すぎたな」

　颯真がいたずらっぽく笑った。ジャケットはとても暖かいが、そうすれば颯真がワイシャツ一枚になってしまう。

「部長が冷えてしまいます」

　華奈が脱ごうとする手を、颯真はやんわりと押さえて止めた。

「俺はそんなにヤワじゃないよ」

「でも」

「つべこべ言わない」

　颯真が言ったかと思うと、華奈の背中と膝裏に彼の手が回され、横抱きにふわりと抱き上げられた。

「ぶ、部長!?」

　慌てる華奈のすぐ目の前に、少し怒ったような颯真の顔がある。

「裸足はだしじゃ足が痛いだろ。大人しくしてろ」

　確かに箱を海に投げる前、ビーチを歩いてそう思ったことを思い出した。

「でもっ、私、重いんですっ」

「俺はそんなにヤワじゃないと言っただろ」

　強い口調で言われて、華奈は恐縮して肩を丸めた。颯真は華奈を階段へと運び、ゆっくりと下ろす。

「ありがとうございます」

　華奈は颯真に支えられながらパンプスに足を入れた。

「濡れていて気持ち悪いだろうけど、少し我慢して」

　颯真が階段を一段上って、左手を差し出した。

　華奈はその手と颯真の顔を交互に見る。

「ほら」

　促すように言われ、華奈はおずおずと右手を颯真の手にのせた。

「ありがとうございます」




　颯真の自宅は、ビーチにほど近い十五階建てのマンションだった。海側のバルコニーが広く取られているのは、その展望を楽しむためだろう。

　彼がオートロックを解除し、自動ドアからエントランスに入った。エレベーターで最上階まで上がる。

「どうぞ」

　角部屋のドアを開けられ、華奈はおずおずと足を踏み入れた。白いタイル張りの玄関でパンプスを脱ごうとして、足が濡れていることを思い出した。

　華奈が立ったままなので、颯真は怪訝そうになる。

「どうした？」

「足が濡れてて……廊下を汚してしまいます」

「ああ、俺も同じだから気にするな」

　颯真はクスリと笑って靴を脱いだ。

「じゃ、じゃあ、あの、お邪魔します」

　華奈はパンプスを脱いで、遠慮がちに廊下に足を下ろした。

「バスルームはこっちだ」

　颯真が廊下の右手を示した。彼に続いて入ると、そこは白い洗面台と大きな鏡のある脱衣所だった。奥の磨りガラスのドアの向こうがバスルームらしい。

「ここにタオルとバスローブがあるから使って」

　颯真が言って、脱衣所にある背の高い棚を軽く叩いた。

「ありがとうございます。あの、でも、部長からどうぞ」

「なに言ってる。レディ・ファーストだよ」

「でも、部長の部屋ですから」

　華奈が恐縮して言うと、颯真が小さく息を吐いた。

「風邪を引いたらどうするんだ」

「それは部長も同じです」

「強情だな。上司の厚意は素直に受け取れ」

「今は就業時間外です」

　颯真は腕を組んで華奈をじぃっと見た。その視線があまりに真っ直ぐなので、華奈は彼の視線から逃れるようにまばたきをした。

　颯真がゆっくりと口を開く。

「それなら……一緒に浴びる？」

「えっ」

　驚いて華奈が颯真を見返すと、彼は片方の口角を小さく上げて、笑みをこぼした。腕を伸ばして、華奈のすぐ横にある壁に左手をつく。

「今日は……キミの意外な一面をたくさん見たよ」

「えっ……あー……」

　華奈はバツが悪い思いで視線を落とした。バーで秀一郎に振られたところから始まって、海で大泣きしているところまで、確かに散々な姿をさらしてしまった。

「ほんと……みっともないですよね」

「そんなことは思っていない」

　颯真が右手を伸ばして、華奈の頬にそっと触れた。華奈はビクリと肩を震わせる。

「仕事をそつなくこなすしっかりした女性だと思ってたから……キミの泣き顔は、意外だった」

　彼の手が頬から顎あごへと滑り下り、そっと持ち上げられた。華奈のすぐ目の前に、颯真の顔がある。少し眉を寄せて……苦しそうにも悩んでいるようにも見える。

　この表情こそ意外だ。

「キミのそばにいてやりたいと思ったんだ」

　颯真の二重の瞳に強い意志が宿っていて、華奈はドキリとした。彼が顔を傾け、華奈の左の耳たぶに唇を寄せる。

「泣き顔以外のキミの顔を……キミのいろんな顔を……もっと見たい」

　首筋に彼の熱い息がかかって、華奈は身体を硬くした。

（それって……やっぱり……）

　華奈はドギマギしながら左側を見た。目を伏せた端整な颯真の顔がすぐそばにあって、心臓が飛び跳ねる。

（ど、ど、どうしよう。失恋したばっかりなのに……。ほかの男性とこんなことしたら、本当に秀一郎さんに『派手』で『軽い女』だって思われちゃう）

　考えた直後、苦い笑みがこぼれた。秀一郎は華奈のことを本当にそう思っていたのだ。

「俺ならキミを慰めてやれる」

　颯真の低い声が耳に響いて背筋がゾクリとし、華奈は視線をそらした。どう答えていいかわからず、逆に彼に質問をする。

「どうして、私、なんですか？　だって部長なら、私じゃなくても」

「キミがいいんだ」

　颯真の唇が軽く頬に触れて、華奈は小さく肩を震わせた。

「ど……して」

　問いかける声までも震えてしまう。

「キミだからだよ」

　諭すようにゆっくりと言われ、華奈が颯真を見ると、彼と視線が絡まった。会社では見たことのない、誘うような熱っぽいまなざしに、心臓はもうバクバクと鳴っている。

「わ、私だから……？」

「そうだ」

　颯真がうなずいた。

　秀一郎曰いわく、華奈は『結婚相手には向いていない』のだそうだ。結婚して家族が増えて幸せな家庭を築く……そんな平凡な夢を見ていたのに、秀一郎に完全否定された。

（部長も私が恋愛経験豊富だって思っているんだろうか）

　そんな思いが脳のう裏りをかすめた。

「幻げん滅めつ、しちゃうかもしれませんよ」

　華奈はささやくようにつぶやいた。

「俺を見くびるなよ」

「そんな……こと」

　この大人の色気に、どう抗えというのか。

　不安な気持ちのまま彼を見上げると、彼が眉をわずかに寄せた。

「ちょっと困ったような……かわいい顔だ」

　艶めいた声でささやかれ、彼が華奈に感じている熱情が伝わってくる。彼にとって特別な存在になったような気さえする。

　戸惑いながら見つめ返す華奈の唇に、彼の唇がそっと重なった。

　柔らかく少し冷たい唇が、華奈の唇をついばんで離れた。

　優しいけれど名残惜しくなる、そんなキスだ。

（甘えたいって思うのは……ダメなことなのかな）

　弱っている心が、切に支えを求めていた。頼らせてくれるのなら、すがりたい。甘えさせてほしい。今は、とても。

　華奈はおずおずと手を伸ばして、颯真のシャツの袖をキュッと握った。

　颯真の顔が近づき、華奈の唇に再びキスが落とされる。

　さっきよりも強く触れた唇は、華奈の唇を甘く貪むさぼる。自分に向けて注がれる情欲に、知らず知らず身体が熱を帯びる。それは冷えきって凍えていた心に、ほんの少し温もりをもたらした。

　華奈の髪を梳すくようにして彼の手が後頭部に回された。華奈は彼のシャツの背中にしがみつく。

　静かな部屋に、艶めいた吐と息いきと衣擦れの音だけが聞こえる。

「……部長」

　溺れそうなキスの合間につぶやくと、甘い吐息交じりの声で彼が言った。

「ふたりきりのときは名前で呼んでくれ」

　颯真が華奈の髪を掻き上げ、首筋に口づけた。さっきは冷たいと感じた彼の唇だったが、いつの間にかとろけるほどに熱くなっていた――。
















第三章　生まれたのは高鳴りか後悔か













　目覚める前の浅い眠りの中を、華奈はふわふわと漂っていた。もう少しこのまどろみの中にいたい。そう思ったが、優しく髪に触れられる感覚に気づき、ゆっくりと目を開けた。直後、目の前に上のフロアの部長の顔があってギョッとする。

「一之瀬部長……っ！」

「名前で呼べって言っただろ」

　颯真が言いながら左肘をベッドについて頬を支えた。彼の長めの前髪が額の上で乱れていて、それを物もの憂うげに掻き上げる。落ちてきた髪の間から、寝起きのとろりとしたまなざしで見つめられ、それがやけに色っぽくてドキリとした。

　颯真は右手を伸ばして、華奈の髪に手て櫛ぐしを通した。その手が華奈の耳たぶに触れ、首筋へとゆっくりと降りていく。華奈の柔らかな素肌に彼の逞たくましい身体が覆い被さり、彼と一夜を過ごしたことを瞬時に思い出した。

　身体に残る気だるさは、彼と過ごした甘く熱い夜の名残りだ。

　華奈は顔が赤くなるのを感じた。

（そうだった。私、部長と……）

　なんてことをしてしまったのだろう、という思いと、彼のおかげで秀一郎のことを思い出さずに朝を迎えられたのだという気持ちが交こう錯さくした。

「今日が土曜日でよかったな」

　颯真がつぶやいて顔を左側に向けた。その視線を追うと、サイドボードに置かれた時計が九時半を指しているのが見えた。

「あ、ほんとですね……」

　華奈は気持ちを落ち着かせようと、ほうっと息を吐いた。颯真が華奈の右手に左手を重ねて、シーツに押しつける。熱情がくすぶる瞳で見つめられ、華奈の心臓が鼓動を速めた。

「ぶ、部長」

　首筋にキスが落とされ、華奈の肩がビクリと震えた。

「名前で呼べって」

　少し拗すねたように言われて、華奈はとっさに謝る。

「ご、ごめんなさい」

「昨日の夜みたいに呼んでよ」

　颯真が甘く低い声でささやき、華奈の額にコツンと額を当てた。昨日、彼の腕の中で乱れながら何度も名前を呼んだことを思い出し、華奈は顔が熱くなる。

「颯真……さん」

　照れながら言うと、颯真が目元を緩めた。

「華奈のその声で呼ばれると、ぞくぞくするな」

　颯真が片方の口角を引き上げて笑った。部長のその表情もぞくぞくします、と言おうとしたが、それより早く彼のキスで唇を塞がれた。彼のキスは、ほかのことを考える余裕を華奈から消し去ってしまった。




　そうしてベッドの中で濃密な時間をたっぷり過ごしてから、華奈は彼にダンガリーシャツを着せられた。そうしてダイニングとキッチンを隔てるカウンターの前のスツールにちょこんと座らされる。颯真の部屋は１ＬＤＫになっていて、広いリビングが海に面していた。顔を左に向けると窓ガラス越しに水平線が見える。

　颯真はＴシャツにチノパンという格好で、キッチンで卵を割り始めた。その手際のよさに感心しているうちに、彼はフライパンにバターを溶かして、卵を流し入れた。ジュワッと小気味いい音がして、バターの濃厚な香りが漂ってくる。

　颯真は菜さい箸ばしで卵を軽くかき混ぜ、茹でたほうれん草とベーコンをのせると、フライパンを揺すって形を整えた。

　華奈の隣でトースターがチンと音を立て、クロワッサンが焼き上がる。

　颯真はふたつの白い大皿にオムレツとリーフレタス、焼いたソーセージをのせ、クロワッサンを添えて、カウンターに置いた。コーヒーメーカーのサーバーを取り上げて、カップにコーヒーを注ぐ。

「砂糖とミルクは？」

　颯真に訊かれて、華奈は首を横に振る。

「どっちもいらないです」

「華奈はブラック派なのか」

「颯真さんは？」

「俺もだ」

　颯真は答えながら、華奈の隣のスツールに腰を下ろした。

「意外と俺たちは共通項が多いな」

「そうですか？」

　首を傾げる華奈の前に、颯真はコーヒーカップを置いた。

「ああ。同じように感じ合える」

　颯真が耳元でささやいた。それは、ベッドでのことを言っているのだろうか……？

　茹でダコのように赤くなった華奈の顔を見て、颯真はクスリと笑った。

「話はこのぐらいにして、どうぞ召し上がれ」

　華奈は咳払いをして「いただきます」と手を合わせ、フォークとナイフを取った。

　オムレツにナイフを入れると、卵がふわっと崩れ、温かな湯気が上る。口に入れるとバターの風味が生きたオムレツが、ほろりととろけた。

「おいしい……」

　華奈はほうっと息を吐いた。

「口に合ってよかったよ」

　颯真が言って、ソーセージをかじった。

　彼がブランチを作ってくれると言ったときは驚いたが、料理をする様子から慣れているのだろうな、とわかった。

（そういえば秀一郎さんは一度も手料理を作ってくれたこと、なかったな……）

　華奈が料理を作って片づけをしていても、手伝うそぶりすら見せなかった。別れ際の言葉からしても、秀一郎は古風な考え方の持ち主だったのかもしれない。

「こら」

　頬を軽くつままれて、華奈は我に返った。颯真が不満そうな表情で華奈の目を覗き込んでいる。

「俺と一緒にいるのに、ほかのことを考えていただろ？」

　独占欲のにじんだ言葉にドギマギして、華奈は頬を赤くした。

（つ、付き合ってるわけじゃないのに、部長ってばこんなセリフをすらすら言えちゃうんだ）

　そう考えてハッとする。

　カクテルを奢られて、海で助けられて、シャワーを浴びる順番でもめて、キスをされて、あげく一緒に浴びることになった。

　これを流されたと言わずして、なにを流されたと言うんだろう。

（昨日の失恋で、箍たがが外れちゃったのかなぁ……。もう自分で自分がわからないよ）

　華奈はため息とともに、上司手作りのオムレツを呑み込んだ。




　食後の片づけは華奈が「やります」と申し出た。洗剤を泡立てたスポンジで食器を洗っていると、颯真がカウンターに頬杖をしながら微笑む。

「魅惑的な光景だな」

「へっ」

　颯真の声に驚いて、華奈の口から変な声が飛び出した。

「その反応も新鮮だ」

　颯真はスツールから立ち上がって、華奈の隣に立った。華奈は皿やコーヒーカップをすすいで水切りカゴに入れた。華奈は颯真がそれを拭くのを手伝うのかと思ったのに、彼は華奈を後ろからふわりと抱きしめる。

「ひゃあっ！」

　彼の大きな手のひらがシャツを滑り下りて太ももに直に触れ、華奈は思わず声を上げた。颯真は笑みを含んだ声でささやく。

「俺のシャツを着てキッチンに立つなんて、誘ってるとしか思えないな」

「いえっ、そんな、まさか！　服は部長が貸してくれただけで、片づけは完全なるお礼ですっ」

　華奈は慌てて左手を彼の胸に当て、彼を押しやろうとした。

「冗談だ」

　颯真はクスッと笑って身体を離し、華奈はホッと肩の力を抜いた。華奈は思いっきり動揺したのに、彼の方はまったく余裕の表情だ。

「落ち着いたら、車で家まで送っていくよ。ワンピースはまだ濡れていて着られないし、俺のスウェットを貸そう」

「お願いします」

　華奈はできるだけ平静を装って動揺を隠し、ぺこりと頭を下げた。




　食後にもう一杯コーヒーを飲んだあと、華奈はマンションの駐車場に案内された。黒のＳＵＶに乗り込んで彼がエンジンをかけたとたん、スピーカーから低音量でしっとりとしたジャズが流れ出す。

「あ、この曲」

　聴き覚えのある曲だ。

　颯真が少し嬉しそうな表情になって華奈を見る。

「華奈も知ってる？」

「いいえ……。タイトルとかも知らないんですけど、昨日、バーでもかかってたなって思って」

　秀一郎とバーに入ったときに流れていて、胸に染み込む甘いテナーサックスの音色をいいな、と思ったのだ。

「そうだったのか。俺が入ったときには違う曲が流れてたな。あのバー、酒もうまいけど、音楽の趣味もいいからよく行くんだ」

「そうなんですね」

　隠れ家的なバーだと思ったが、だからといって完全に会社の人間に会わないというわけではないようだ。

「ＢＧＭ、変えた方がいいね」

　気を遣ったのか、颯真がオーディオに手を伸ばしたので、華奈は止めようとしてとっさに右手を伸ばした。

「あのっ」

　その手が颯真の左手に触れてしまい、慌てて引っ込める。

「あ、いえ、変えなくて大丈夫です」

「本当に？」

「はい」

　とてもいい曲だから、嫌いにならないよう、できれば秀一郎との嫌な思い出と切り離してしまいたい。

　そんなことを考えながら、華奈はシートベルトを締めた。

「それじゃ、出発するよ」

　颯真は言って、ゆっくりとアクセルを踏んだ。車は滑るように走り出し、マンションの駐車場を出た。

　土曜日の昼過ぎだが、湾岸通りは交通量が少ない。

「意外と空いてるんですね」

　華奈はフロントガラスの向こうを見ながら言った。前方には数台の乗用車が走っているだけだ。

「そうだな。でも、もう一本海側の通りはアウトレットモールがあるから、混んでるだろうけど」

　颯真の言葉が消えると、車内にはジャズの曲が聞こえるだけになった。次の曲は少し明るい曲で、伸びやかなトランペットの音色が心地よい。

　華奈は音楽に浸りながらサイドウィンドウの外を見た。車は今、橋に入り海上を走っている。眼下に見える紺こん碧ぺきの海は穏やかで、春の温かな日差しを受けて、水面で光がキラキラと踊っている。

（キレイ……）

　のどかな光景を見ていると、昨日の嵐のような出来事が、まるで嘘だったかのように思えてくる。

（でも……私が秀一郎さんに振られたのは事実で……部長と一夜を過ごしたことも紛れもない事実なんだ）

　華奈は颯真に気づかれないように、静かにため息をついた。

（「好き」の言葉も「付き合おう」の言葉もなく今まで来ちゃったけど、これってやっぱりこれで終わりってことだよね……？）

　正直なところ、颯真の腕に抱かれていると、悲しいことを思い出すヒマなどなかった。そのくらい、昨夜の彼は情熱的だったのだ。余裕をなくした彼に切羽詰まった表情で見下ろされたときのことを思い出し、背筋にしびれるような感覚が走る。

　このまま身体の関係を続けて彼に溺れていけば、惨めな失恋など跡形もなく忘れることができるかもしれない。だけど、心を伴わない関係にきっと未来はない。秀一郎に言われたように、また『付き合うには最高の女』になってしまうだけだろう。

　だが、冷えた華奈の身体を温め、傷ついた心をいたわってくれた彼の優しさに救われたのは事実だ。そのことを思い出すと、胸がギュウッと締めつけられる。

（ダメだよ、部長は来る者拒まず、去る者追わずの独身主義者で、私と共通項が多いって思ってるんだから）

　自分で自分の気持ちを戒める。

（キミとはこれっきりだから、とか、月曜日からもこれまで通りでいよう、とか言われても、動揺しちゃダメ）

　そう思ったとき、運転席から声が聞こえてくる。

「昨日のことだけど――」

（きたっ！）

　華奈は心の中で身構えながら颯真を見た。傷つく言葉をこれ以上聞きたくなくて先手を打つ。

「大丈夫ですから、私」

「本当に？」

「はい」

「そうか……。忘れてくれるのなら、その方がいい」

　その言葉に、華奈は胸がズキンと痛んだ。

（なかったことにしよう、ときましたか……）

　いくら流された一夜の関係で、先などないのだとしても、慰められ、甘えた記憶は残しておきたかったのに。

「わかりました」

　華奈は低い声で言って唇を引き結び、また窓の外に視線を戻した。




　それから三十分ほどして、華奈が暮らすマンションに到着する。

「お世話になりました。服は洗ってお返しします」

　華奈は颯真ではなく、カーナビの液晶を見ながら言った。

「気にしないで、そのまま返してくれればいい」

「いいえ、洗ってお返しします。いろいろとありがとうございました」

　華奈はシートベルトを外し、助手席のドアを開けた。外に出たとき、颯真が運転席から身を乗り出して、華奈にメモ用紙を渡した。

「それ、俺の携帯番号。必要になったらいつでも連絡して」

　手の中の十一桁けたの番号を眺めながら、華奈は居たたまれない気持ちになる。

　必要なときに身体を重ねる。そういう付き合い方が〝大人の関係〟なのだとしたら、私には無理だ、と思った。華奈は無言で一礼し、ドアを閉めた。そうして颯真の車を振り返ることなく、マンションのエントランスに入った。
















第四章　憂鬱すぎる月曜日













　週が明けた月曜日の朝、華奈は憂鬱だった。オフィス街に入るとフィーカの本社があるガラス張りの近代的なビルが見えてきて、ますます足取りが重くなる。

　ほかのフロアに入る企業の社員たちと一緒に自動ドアからエントランスに入ったとき、エレベーターを待つ人の中に、ネイビーのスーツを着た秀一郎の後ろ姿を見つけた。

（わ……）

　華奈は歩調を緩め、身を隠すように白い壁に飾られた絵画に近づいた。そのとき、後ろから明るい声が飛んでくる。

「あ、華奈さん！　おはようございま～すっ」

　振り返ると、同じ貿易管理部の三年後輩である相あい原はら麻ま衣いがいた。第三者がいる場面ではちゃんと〝川村主任〟と呼ぶが、普段は〝華奈さん〟と呼んで懐いてくれているかわいい後輩だ。

「あ、麻衣ちゃん、おはよう」

「エレベーター、来ましたよ」

　麻衣が二基あるエレベーターの右側を示した。

「あ、う、うん、そうだね」

　麻衣に腕を引っ張られ、華奈は仕方なく歩き出した。麻衣が秀一郎に気づいて声を上げる。

「あ、佐脇課長！　おはようございま～す！」

　麻衣の声を聞いて穏やかな笑顔で振り返った秀一郎だったが、麻衣の隣に華奈の姿を見つけて、一瞬表情が固まった。だが、すぐに表情を和らげる。

「おはよう」

　そんな秀一郎の変化に気づくことなく、麻衣は華奈とともにエレベーターに乗り込んだ。九人乗りのエレベーターに定員が乗り込んだが、混んでいるおかげで秀一郎の隣にならずに済んだ。

　内心ホッとする華奈に、麻衣がニコニコしながら話しかける。

「今日もいいお天気ですね～。おしゃれが楽しくなっちゃいますね」

「そ、うだね」

　華奈は麻衣が春らしい淡いピンク色のシフォンブラウスを着ていることに気づいた。一度喉を湿らせてから、口を開く。

「それ、かわいいね。春らしくてステキ。麻衣ちゃん、ピンクが似合うね」

「わー、ありがとうございます～！　実はこれ、彼氏と一緒にお店に行って買ったんです！」

　麻衣は嬉しそうに身をよじらせた。柔らかくパーマをかけたセミロングヘアが肩で揺れて愛らしい。

　そんなことを思ってぼんやりしていたからか、麻衣の言葉を聞き逃してしまった。

「……ですか？」

「え？」

「もぅ、華奈さんったらぼんやりしちゃって。彼氏のことでも考えてたんですね～？」

「え、まさか」

　華奈は慌てて話題を戻す。

「それより、今なんて言ったの？」

「えーと、さっきはですね、華奈さんは彼氏と一緒に買い物に行ったりしないんですかって訊いたんです」

「あー……」

　華奈は視線をそらした。

『同じ部署の上司と部下という関係だから、付き合っていることは内緒にしよう』

　そう秀一郎に言われたので、彼との関係はみんなには秘密だった。だが、同期や後輩には話の流れから、『彼氏がいる』ということだけは伝えていた。

　静かなエレベーター内には秀一郎がいて、きっと彼にもこの会話は聞こえているはずだ。麻衣にどう答えようかと迷っているうちに、エレベーターは八階に到着した。

　秀一郎が先に降り、華奈と麻衣が続く。

「私、ドリンク買ってきます～」

　麻衣が言って、自動販売機コーナーに向かった。残された華奈が気まずい思いで歩き出そうとしたとき、秀一郎が華奈に近づき、低い声で尋ねる。

「俺のこと、相原さんに話してたのか？」

「いいえ！」

　華奈が首を振ると彼はふいっと目をそらす。

「同じエレベーターに乗っているのに、相原さん、相当思わせぶりだったぞ」

「私は誰にも話していません。私の言葉なんて信じられないかもしれませんが」

　華奈はせめてものプライドで、できるだけ冷めたふうを装い、貿易管理部のオフィスに入った。

　窓を背にしたデスクにはすでに貿易管理部の青あお柳やぎ部長が座っていて、華奈は「おはようございます」と声をかけた。部長の隣の席が秀一郎のデスクで、部長と秀一郎の前に、それぞれ四つのデスクがふたつずつ向き合う形で置かれている。華奈の席があるのは秀一郎の前のシマで、彼からちょうど斜め前の位置になる。

　付き合っている間、この距離でときどき目が合ったときに、秘密めいた笑みを交わすことがあった。その幸せだった時間を思い出し、華奈は首を軽く横に振って、ノートパソコンの電源ボタンを押した。

　月曜日の最初の仕事は、毎回同じだ。世界中の取引先から送られてきた英文メールを開封し、優先順位に応じて対応する。

　とはいうものの、メールのやりとりをするのは、華奈たちと同じく貿易事務を担当する外国人の社員たちだ。長くやりとりしていると親しくなる人たちも出てきて、メールの文末にプライベートな話題が書かれていることもある。

『夏に彼と日本に旅行に行くことになったの。おすすめの観光地があったら教えてちょうだい』

　トルコの貿易事務担当者からのメールを読んで、華奈は口元をほころばせた。本文は、先週末に発注した、キリムと呼ばれる平織りの織り物で作られたランチマット類についての返信なのだが、同じ年頃の女性として、その文章からにじみ出た幸福感がうらやましい。

「はぁ」

　知らず知らずため息をついてしまう。

「華奈さん……なにかトラブルですか？」

　横の席から麻衣に心配そうにささやかれ、華奈は急いで笑顔を作った。

「ううん、そんなんじゃないよ。大丈夫」

（ダメダメ、仕事に私情を持ち込んじゃ）

　華奈は気持ちを引き締め、仕事に集中した。




　いつしかランチタイムになっていたらしく、華奈は麻衣に「華奈さん、ごはん食べに行きましょう」と誘われて、パソコンから顔を上げた。

「お腹空きましたね～」

　麻衣の言葉に、華奈は曖昧な声を返す。

「あー……」

　ダメージが続いたせいか、ぜんぜん食欲が湧かない。

　遅めに行って、サラダでも食べようと考えて、麻衣に言う。

「やらなくちゃいけないことがあるから、先に行っててくれる？」

「わかりました～。いつも行く、隣のビルのカフェに入ってますね！」

「うん。私が来なくても気にしないで先に食べててね」

　麻衣は返事をして、ほかの女性社員とともに財布を持ってオフィスを出ていった。華奈はふうっと息を吐いてパソコンのモニタに視線を戻す。目の端で課長席をうかがったが、秀一郎の姿はなかった。もうすでに昼食に出ているようだ。

　華奈は途中だったメールを最後まで入力し、見直しを済ませて送信ボタンを押した。そのときには貿易管理部のオフィスは空になっていて、華奈はノートパソコンを奥に押しやり、デスクに突っ伏す。

　日曜日は一日、家に引きこもって過ごした。本を読んだり、ネットサーフィンをしたりしたが、すぐに集中力が切れた。

　いつかは幸せな結婚をしたい。そう思っていたのに、秀一郎には『付き合うには最高の女』だが、『結婚相手には向いていない』と捨てられてしまった。自分はそんなふうに見られていたのだ。そのことを知って、単純に彼氏に振られた以上のショックを受けた。そしてそのショックを颯真に慰めてもらい、心が救われたと思ったのに、彼との一夜を『忘れてくれるなら、その方がいい』と言われてしまった。

　二十七歳の誕生日にふたりに振られた打撃からは、そう簡単には立ち直れそうにない。

　ずっとこんな調子でいるわけにはいかないとわかってはいるが、心が元気になるまで、もう少しへこんでいてもいいだろうか。

　華奈がそんなことを思ったとき、耳元で低い声がした。

「泣いているのか？」

　華奈は驚いてガバッと顔を上げた。すぐそばに颯真の心配そうな顔があり、華奈の心臓が飛び跳ねる。

「泣っ……いてません」

「そう」

　颯真は華奈のデスクに浅く腰かけ、右手で彼女の頬にかかっていた髪をそっと掻き上げた。

「なんですか？」

（寝たことを『忘れてくれるのなら、その方がいい』って言ってたくせに）

　華奈は反抗的に颯真を見上げた。彼が小さく首を傾げて言う。

「相原さんたちとカフェで一緒になったんだけど、『華奈さんが元気ないみたい』って心配していたよ」

「別に……そんなこと。今日はいろいろ忙しいだけで」

「だったら食べに行こう」

　颯真が華奈の手を掴んで立ち上がった。

「え、ちょっ」

「ほら早く」

　颯真に手を引っ張られ、華奈は足をもつれさせながら立ち上がった。

「待ってください！」

「んー、待てないな。そろそろ俺のランチプレートが運ばれてくる頃だと思うし」

「ええっ、食べてないのにお店を出てきたんですか？」

「相原さんたちがキミのことを心配してたからね」

「だからって！」

「早く戻らないと、店の人に食い逃げしたのかって怪しまれる」

　そう言ってから、颯真はおかしそうに笑った。

「あ、でも食べてないから食い逃げにはならないか。頼み逃げ、とか？」

「待ってください、お財布……」

　華奈は左手を握る颯真の大きな手から逃れようと手を引いたが、彼は離してくれなかった。

「相原さんたちにランチ奢るって約束したんだ。だから、華奈も財布はいらない」

「え、そんなのいけません」

「なんでダメなんだ？　華奈が主任に昇進したお祝い、まだしてなかったしね」

「でも！」

「あれ、ランチじゃダメか。じゃ、お祝いはまた改めてふたりきりで」

　颯真に軽く目配せされ、華奈はため息をついた。これ以上言い争っても、颯真に勝てそうにないことだけはわかる。華奈は大人しく彼に手を引かれるまま、オフィスを出た。

　颯真の手は、華奈が逃げ出さないようにするためか、しっかりと彼女の手を握っている。だが、強く引っ張るのではなく、華奈をリードするように歩く。優しいけれど、少し強引。

（こういうのが大人の魅力なのかなぁ……）

　結局、颯真の思う通りに動かされてしまい、華奈は頬を膨らませた。

「一之瀬部長って意外と強引なんですね」

　その顔を見て颯真はクスリと笑い、華奈の口調を真似て言う。

「川村主任って意外とかわいらしいんですね」

　華奈は頬にさっと血が上るのを感じた。赤くなった顔を見られないように、エレベーターの中ではずっとそっぽを向いていた。




「あ、華奈さんだ～！」

　カフェに着くと、奥の六人掛けのテーブル席に座っていた麻衣が、華奈を見つけて手を振った。

「一之瀬部長、スマホありました？」

　尋ねているのは、華奈の一年後輩で広報部の村むら上かみ梓あずさ。肩の長さに揃えたストレートヘアが知的な印象の女性で、カッチリとしたライトグレーのスーツを着ている。

「ああ、あったよ」

　颯真はジャケットのポケットを軽く叩いてみせた。

（なんだ、私のことは忘れ物のついでだったんだ）

　華奈はなんとなくおもしろくない気持ちになりながら、麻衣の隣に座った。颯真が華奈の隣に腰を下ろそうとしたとき、前の席に座っていた梓が言う。

「あ、部長のはこれですよ！　おろしポン酢の若鶏の唐揚げプレートですよね？　ここどうぞ！」

　梓は隣の席を両手で示した。

「ああ、ありがとう」

　颯真はそのまま華奈の隣に座り、唐揚げプレートを自分の前に移動させた。

「川村主任はなににする？」

　彼は横に立てられていたメニュー表を華奈の前に広げた。

「あー……どうしようかな」

　華奈が単品メニューに目を通して、温野菜サラダとコーヒーを注文すると、その様子をじぃっと見つめていた麻衣が言う。

「……やっぱり華奈さん、元気ないですよね？」

「そんなことないよ！」

　華奈は笑顔を作ったが、麻衣はぷっと頬を膨らませた。

「知ってました？　華奈さんって悩んでるときとか落ち込んでるとき『あー……』ってよく言うんですよ！」

「えっ」

「だてに二年も華奈さんの隣で働いてません！」

　麻衣にきっぱりと言われ、華奈は苦い笑みを浮かべた。麻衣は華奈に身体を寄せる。

「朝、エレベーターの中で彼氏の話をしたときもそうでしたし……」

　麻衣が華奈だけに聞こえるように小声で言った。

（慕ってくれるかわいい後輩に心配かけちゃダメじゃないの）

　華奈はできるだけ明るく笑って言う。

「ごめんね、大丈夫だから。ちょっと食欲がないだけなの」

「え～、食欲がないからって、サラダだけじゃ夜まで持たないですよ」

　麻衣はそう言うと、ランチプレートからハムと卵のサンドイッチを取り上げた。

「華奈さん、はい、あーん」

「えっ!?」

　麻衣にサンドイッチを口元に近づけられ、華奈は戸惑ったように後輩の顔を見る。

「食べてくださいっ。食べないと怒りますよ！」

「えー……麻衣ちゃんが怒ってもぜんぜん怖くないんだけど」

「そんなことありません。怖いんですよ、私」

　麻衣がわざと睨んでみせるのがかわいくて、華奈は思わず微笑んだ。子犬みたいな丸っこい目では、ぜんぜん迫力がない。

「わかった、いただくわ」

　あーん、と口を開けると、小さな三角形のサンドイッチを口に押し込まれた。さすがに大きくて、華奈は右手で口を押さえながら頬張った。

「俺からも、はい、あーん」

「ええっ」

　驚いてそちらを見ると、颯真が唐揚げを箸で挟んで、華奈の口元に近づけている。

「ぶ、部長!?」

　華奈は頬を赤くして彼を見た。

「さっぱりしているから、食欲がなくても食べられると思うよ」

「だからって――」

　文句を言いかけた口に唐揚げを入れられ、華奈は目を見開いた。

「あー、いいなぁ。部長、私も唐揚げ食べたいです」

　前の席で梓が甘えた声を出した。

「いいよ、どうぞ」

「やったぁ！」

　梓はあーんと口を開けかけたが、颯真は梓のデミグラスハンバーグプレートの端に唐揚げを置いた。華奈はドギマギしながらもぐもぐ口を動かして唐揚げを呑み込んだ。

「華奈さん、私からもあーん」

　斜め前の席から、麻衣の同期の子にカレーライスをすくったスプーンを差し出され、さすがに苦笑した。

「私、ほんとに大丈夫だから。みんなありがとうね」

　華奈は運ばれてきたサラダを前に、フォークを手に取った。麻衣は最後のサンドイッチを食べ終えて、颯真にねだるように言う。

「部長、デザート頼んでもいいですかぁ？」

「もちろんいいよ」

　颯真がにっこり笑って麻衣に返事をするのを聞いて、華奈は内心首を傾げた。

（フロアが違うのに、麻衣ちゃんと部長ってすごく親しげな気がする）

　華奈の隣では、麻衣が嬉々としてメニューを広げている。

「わーい、なににしようかな～」

　そんな麻衣に颯真が声をかけた。

「川村主任の分も頼んであげて」

　茹でたブロッコリーを口に入れた直後だった華奈は、手で口元を押さえて慌てて首を振る。

「へ、はるひからひひって」

　え、悪いからいいって、と言ったつもりだったが、当然誰にも伝わっていない。麻衣がプッと噴き出し、颯真がおかしそうに笑い声を立てた。




　ランチを終え、梓たちと前を歩く颯真を見ながら、華奈は麻衣と並んでオフィスに戻る。前の三人がエントランスを抜けたところで、麻衣がふと足を止めた。

「どうしたの？」

　華奈が振り返って麻衣に尋ねると、彼女は立ち止まったまま口を開く。

「華奈さんから見たら、私なんかまだ頼りない後輩だと思いますけど、愚痴を聞くくらいならできますんで、いつでも言ってくださいね！」

　麻衣がギュッと拳こぶしを握って鼻息も荒く言うので、華奈は笑みをこぼした。

「うん、ありがとう。実は金曜日に彼氏に振られちゃってね。それで落ち込んでたの」

「えっ、なんて見る目のないヤツなんでしょう！　そんなダメ男、華奈さんから振ってやってもいいくらいですよ！」

　麻衣が言ったとき、ふたりの後ろに人影が立った。

「入らないのか？」

　聞き覚えのある声にギョッとして振り返ると、秀一郎が立っていた。

「そんなところで立ち話をされると通行の邪魔だ」

　苦にが虫むしを噛みつぶしたような表情で言われ、ふたりがさっと飛び退くと、秀一郎は華奈には目もくれずに中へと入っていった。

「佐脇課長、すっごく機嫌悪かったですね……」

（きっと麻衣ちゃんの『ダメ男』って言葉が聞こえてたんだよ……）

　華奈は麻衣のつぶやきを聞きながら、秀一郎の頑なな背中を見送った。視界がにじみそうになったとき、麻衣が難しそうな声を出す。

「ランチに嫌いなものでも出たのかな」

　華奈は思わず苦笑を浮かべ、「さ、行こう」と麻衣を促しビルに入った。
















第五章　サイド・バイ・サイド













　その翌日の火曜日。華奈は颯真と顔を合わせることも、秀一郎とふたりきりになることもなく、一日が過ぎていった。このまま距離を置いておけば、いつかは立ち直れるかも、などと淡い期待をしていたのに、終業時間間際の六時近くになって、秀一郎が華奈を呼んだ。

「川村主任、ちょっと」

　華奈は返事をするとキーボードを打つ手を止めて立ち上がり、課長席の前に立った。秀一郎はカラーのパンフレットを華奈に向ける。

「今週の金曜日から〝持続可能な成長のための民間サミット〟が福岡で開かれるんだが、フィーカが協賛していることはもちろん知っているね？」

　彼の口調は普段オフィスにいるときとまったく変わらない。華奈も同様に仕事モードで「はい」と返事をした。

　開発途上国の経営者を招待するこのサミットは、日曜日までの三日間の日程で開催され、日本の企業経営者から経営ノウハウを学ぶ研修会や、人脈作りのための食事会などが開かれることになっている。

「初日に福岡の副支社長が講演を行うことになっていたんだ。それが、急病で入院してしまったそうで、急きゅう遽きょ、英語で講演のできる総合販売部の一之瀬部長が登とう壇だんすることになった」

「えっ」

　颯真の名前が出てきて、華奈は小さく声を発した。秀一郎の口元に、かすかに笑みのようなものが浮かんだ。

「一之瀬部長は輸入の仕組みについて講演で説明したいらしく、貿易管理部の業務の流れについて、資料が欲しい、と頼まれた。川村主任に任せても構わないね？」

　立場的に業務の流れに詳しいのは、秀一郎と華奈である。

「私よりもキミが担当する方が、一之瀬部長もいいだろう」

　秀一郎が思わせぶりにニヤリと笑い、華奈は怪訝な思いで見つめ返した。

「過去のサミットで使った特別講演の資料を持ってきてほしいそうだ。十年分くらいあれば足りるだろう。急な話だから少し急いでいる。倉庫に寄って過去の資料を持って、総合販売部に行ってくれ」

「わかりました」

　華奈はオフィスを出て、八階の廊下の奥にある倉庫の扉を開いた。

「過去のサミットの資料って……どの辺りにあるんだろう」

　天井まで届く棚の段ボールやプラスチックケースに貼られたラベルを、入口から奥へと順に見ていく。二列目の棚に来たとき、一番上に置かれたプラスチックケースに、〝民間サミット資料一式〟と書かれたラベルが貼られているのが目に入った。

「あ、あった」

　けれど天井に近い棚から大きなプラスチックケースを下ろすのは至し難なんの業わざだ。そばに置いてあった脚きゃ立たつを組み立てて、落ちないようにそろそろと三段上り、棚を見上げる。

　大きなケースにはパンフレットやＣＤ―Ｒがたくさん入っていて、かなり重たそうだ。覚悟を決めてプラスチックケースの持ち手を掴んだとき、倉庫のドアが開くガチャリという音が聞こえた。

「川村主任、いるのか？」

　直後、颯真の声がして、華奈は驚いた。

「すみません、一之瀬部長。今すぐ資料をお持ちします！」

　そうしてケースを棚から引っ張り下ろそうとしたが、予想外の重さにバランスを崩してしまった。

「きゃあっ」

　身体が傾き、足の裏が脚立の段から離れる。重いケースがお腹にのしかかり、華奈は背中から床に落ちるのを覚悟した。

「危ないっ」

　颯真の声が聞こえ、華奈はギュッと目をつぶった。腰とお尻をしたたかぶつけるだろうと思ったのに、背中と膝裏に軽い衝撃を受けただけだ。

　不思議に思いながらおそるおそる目を開けると、目の前に颯真の心配そうな顔がある。

「大丈夫か？」

「え？」

　華奈は辺りを見回して、ようやく状況を理解した。とっさに駆け寄った颯真が、華奈を抱き留めてくれたのだ。彼は片膝をついて、華奈の背中と膝裏を支えていた。

「わっ、部長っ、すみません！」

　華奈は急いで立ち上がろうとしたが、その拍子にプラスチックケースの角が彼の胸にぶつかった。

「ご、ごめんなさい」

「慌てなくていい。それより、怪け我がはない？」

「はい、大丈夫です」

　颯真はプラスチックケースに手を添えた。

「床に下ろすぞ」

「はい」

　華奈は両手でケースを持ち、颯真の片手を借りながら床にケースを置いた。颯真に支えられ、華奈は恐縮しながら立ち上がった。

「こんな重いものを、なんだってひとりで下ろそうとしてたんだ」

「サミットの資料が必要だと課長から聞いて、十年分をお持ちしようと探していました」

　颯真は大きなため息をつく。

「……俺は佐脇課長に頼んだんだけどな。それも昼過ぎに」

「えっ!?」

「さすがに遅いから、どうなっているのかさっき佐脇課長に電話で訊いたんだ。そうしたら、『すぐ川村主任に指示したのですが、主任が忘れていたようですね。さっき大慌てで倉庫に向かっていきました』と言われた」

　華奈は唇をキュッと引き結んだ。

　秀一郎の嫌がらせなのか、それとも単純に指示するのを忘れていたのか。いずれにしても華奈に責任を負わせようとしているのだろう。

　そうとはいえ、貿易管理部が颯真に迷惑をかけたことに違いはない。

「遅れていて申し訳ありません」

　華奈は頭を下げた。顔を上げたとき、颯真が右手を伸ばして、彼女の顔の横で棚に手をついた。そうしてケースのラベルに目をやる。

「ただ俺の欲しい資料は……ここにはないと思う。課長に頼んだのは、貿易管理部が社員向けの研修会で使用した資料なんだ」

「ええっ」

　華奈は驚いて声を上げた。それなら部のキャビネットに保管している。だからこそ、颯真はわざわざ倉庫まで教えに来てくれたのだろう。

（秀一郎さんは私を振っただけじゃ満足できないの？　なんでこんな嫌がらせをされなくちゃいけないんだろう）

　悲しいを通り越して、さすがに腹が立ってきた。けれど、責任感の強い華奈はその思いを払ふっ拭しょくする。今優先すべきは颯真に必要な資料を渡すことである。

「すぐにお持ちします。一之瀬部長はデスクに戻っていてください」

　華奈はそう言って、プラスチックケースを棚に戻すため、持ち上げようと手をかけた。その華奈の両手を、颯真がやんわりと押さえる。

　大きな手に包み込まれ、華奈はドキッとして颯真を見た。

「キミの責任感は立派だが、こんな重いものを持たせるわけにはいかない。俺が一緒にいるんだから、俺を頼れ」

　そんなふうに言われたら、ただ気遣ってくれているだけなのだとしても、また彼に甘えたいと思ってしまう。

（ダメだよ、そんなことを思っちゃ。私には割り切った〝大人の関係〟なんて無理なんだから）

　これ以上、颯真に心の中に入ってきてもらっては困る。華奈は気持ちを奮い立たせようと首を左右に振った。

「いいえ、これ以上部長にご迷惑をかけられません」

「キミに頼られることを、俺は迷惑だとは思わない」

「でも――」

　颯真が人差し指を立てて、華奈の唇のすぐ前に突き出した。長い指が唇に触れそうで、華奈はびっくりして言葉を呑み込んだ。

「意地っ張りなのも悪くはないが、これ以上異を唱えるのなら、その反抗的な唇を塞いでしまおうか」

　颯真が華奈の目の前で、ふっと片方の口角を上げた。その不敵な笑みに、華奈の心臓が大きく跳ねた。彼が顔を傾けて近づけてくる。どこまで本気かわからないが、かすかに開いた彼の唇があまりに魅惑的で、華奈はとっさに顔を背けた。

「こっ、公私混同ですっ」

「キミとならそれも楽しそうだ」

「ダメですってば！」

　背けたままの華奈の顔が真っ赤になった。

「そう思うなら、手を離すんだ」

　華奈はまばたきをして颯真の顔を見た。さっきの不敵な笑みは消えていて、華奈を真顔で見ている。

「これは俺に任せろ。いいな？」

　諭すように言われ、華奈は素直に「はい」とうなずき、プラスチックケースから手を離した。心臓はまだドキドキと鳴っていて、彼の魅力にあてられてしまったかのようだ。




　ふたりで倉庫をを出ると華奈は颯真にお礼を伝え、本来必要だった社員向けの資料を取りに自分のフロアへ向かった。

　貿易管理部に入ったとき、秀一郎が華奈に気づいて声をかける。

「一之瀬部長、お怒りじゃなかったか？」

　彼がニヤニヤと笑うので、華奈はムッとなった。

「課長が私に指示したのとは違う資料が必要だったようですが」

「へぇ、そうだったのか。だとしたら、キミの聞き間違いか、一之瀬部長の言い間違いだろうな」

　秀一郎に平然と言われて、華奈は言葉を失った。間違っていたのは課長の指示です、と華奈が主張しても、録音していたわけではないから、水掛け論になるだけだろう。

「そんなことを気にしてもたもたしてないで、急いだ方がいいぞ。明日の朝九時までに福岡支社にデータを送らなければいけないそうだから」

「ええっ！」

　華奈が目を見開き、秀一郎はニヤリとした。

「印刷の都合だそうだよ」

　華奈は壁の時計を見た。もう六時半近いのに、颯真はこれから特別講演の資料を作成することになるのだ。

（私を貶おとしめたいのだとしても、部長まで巻き込むなんて）

　華奈は怒りを抑えようと両手をギュッと握って、踵きびすを返した。

　そのとき、麻衣が華奈を呼ぶ。

「華奈さん、お手伝いできることがあれば言ってください」

　華奈は振り返って麻衣を見た。彼女は椅子に座ったまま、気遣うように華奈を見ている。

「ありがとう。でも、研修会の資料だから大丈夫だよ。そう言ってくれるだけでもすごく嬉しい」

　華奈はそれが本心であることを示すように一度麻衣にうなずき、キャビネットに向き直った。そうして一番左端の扉を開けると、必要なＣＤ―Ｒは年度順に並べて収納してあるので、すぐに見つかった。

（十年分くらいあればいいのかな）

　華奈はＣＤ―Ｒを十枚抜き取ると、すぐにエレベーターに乗って九階に上がる。廊下を右手に進んで総合販売部のドアをノックして開けた。フィーカ全国の販売店を管理する部署だけあって、貿易管理部よりも人数が多く、当然オフィスも広い。

「失礼します」

　手前には四つに分かれたシマがあり、その向こう、窓を背にしたふたつの席のうち、左側が部長席になっている。しかし、そこに颯真の姿はなく、華奈は周囲を見回した。そのとき、右側にあるパーティションで仕切られた打ち合わせスペースから颯真が顔を覗かせた。

「川村主任、早かったね。こっちだ」

　華奈がそちらに近づくと、パーティションの向こうに白いオーバル型のテーブルが見えた。十ある席のひとつに颯真が座っていて、彼の前には二台のノートパソコンと、文字がびっしり印刷された書類が何枚も広げられている。

「研修資料、お持ちしました」

「ありがとう、助かるよ」

　颯真は椅子の背にもたれて、華奈を見上げた。彼の瞳には強い光が宿っている。ふたりきりのときとは違う、責任感と揺るぎない意志を感じさせる目だ。

　その瞳に思わず見とれてしまい、華奈はまばたきをして意識を資料に戻した。

「研修資料は……実際の貿易事務の流れと、輸出入の仕組みを説明したものなんですけど、毎年少しずつ変わっています」

　颯真は右手でプリントを集めて、華奈に示した。

「これは福岡支社の副支社長が用意した特別講演の原稿なんだ。支社の副代表らしい視点で作られていて、それでも十分有益だと思う。だが、俺は開発途上国の経営者の目線に立って、もっと彼らの役に立つ実践的な講演をしたい」

　颯真の声に熱がこもっていて、華奈は自然と耳を傾けた。

「零細企業の経営者の中には、自分たちの商品がどうやって運ばれているのかさえ、十分に理解していない人もいるんだ。手続きの流れがわかれば、これまでよりも主体性を発揮できるようになる。ひいてはそれが、彼らの交渉力や地位の向上につながるんじゃないか――」

　ビジネスライクではない相手の立場を考えたその言葉に胸を打たれ、華奈は申し出る。

「でしたら、お手伝いさせてください。私が研修を担当したのは今年だけですが、研修資料を作るときに、過去の資料を参考にしました。きっと部長の講演に合いそうな手続きの流れをわかりやすく示したチャートを作れると思います」

「気持ちは嬉しいが、終業時間を過ぎているし、資料さえもらえればあとは俺がやる。帰りが遅くなるのは心配だからね」

　颯真にきっぱりと言われたが、華奈としてはどうしても彼の役に立ちたい。

「いいえ、私が部長のお手伝いをしたいんです。ぜひやらせてください！」

　華奈は負けじと強い口調で言った。颯真は華奈の目を見つめてその決意が固いことに気づき、仕方ないな、と言いたげに微笑んだ。

「ありがとう。それじゃ、ここに座って」

　颯真は左隣の椅子を引いて華奈を座らせると、パソコンを向けた。

「このパソコンで過去の特別講演の資料を見ていたんだ。川村主任にはこっちでチャートを作ってほしい。スライドと印刷した資料で使えれば、聴ちょう講こう者しゃが理解しやすくなるからね」

「わかりました」

　てきぱきとした華奈の様子を見て、颯真は尋ねる。

「……もしかして、最初から手伝ってくれるつもりだったのか？」

「実は」

　華奈は恩着せがましくならないよう、おどけた笑みを作った。

「キミはあきれるくらい責任感が強いんだな」

「部長に資料をお渡しするのが遅れてしまったせめてもの罪滅ほろぼしです」

「キミのせいじゃないだろうに」

　颯真がいたわるような表情になった。それを見て、華奈はもしかして、と思う。

（部長は、佐脇課長がすぐに私に指示を出さなかったことを見抜いているの？）

　華奈は問いかけるように颯真を見た。彼は低い声で答える。

「昼過ぎに佐脇課長に内線をかけたとき、彼の口調が引っかかった。去年まで研修を担当していたはずなのに、『保管場所がわからないので、お時間をちょうだいします』と言っていたんだ」

　それでは華奈への嫌がらせというより、颯真の仕事に対する妨害ではないか。華奈の心に秀一郎に対する怒りがフツフツと湧いてきた。残っていた未練を焼き尽くすかのような勢いだ。それでも、同じ部の上司の落ち度なので、華奈は謝罪の言葉を述べる。

「申し訳ありません」

　颯真はわずかに目を見開いた。

「キミが謝る必要はない」

「でも、うちの部の上司のことですから」

　颯真はふっと笑みをこぼし、華奈の耳元に唇を寄せた。

「俺は同じ残業をするなら、佐脇課長とよりも華奈と一緒の方がいい。もっとも、課長なら手伝おうなんて言わないと思うが」

　華奈が顔を向けると、甘く微笑む颯真と目が合った。その瞳に魅入られそうになり、華奈は小さく咳払いをする。

「で、では、始めましょうか」

「頼む」

　颯真は表情を引き締め、パソコンに向き直った。




　華奈はスライドで使えるようにパワーポイントでチャートを作成した。それから、できるだけ颯真の仕事がスムーズにはかどるように、貿易事務の流れを簡単に英語でまとめた。それを颯真に見せると、彼は手を止めてホッと息をついた。

「ありがとう。キミがいてくれてよかった。本当に助かったよ」

「ほかにお手伝いできることはありませんか？」

「いいや、もう十分に手伝ってもらった。あとはもう、実際に講演をする俺しかできないところまで仕上がった」

　颯真は言って時計を見上げた。華奈もつられてそちらを見ると、針は午後九時十分を指している。

「これ以上遅くなったら、俺が心配なんだ」

　上司の顔をしているが、目は本当に心配そうだ。華奈は素直に彼の言葉に従うことにする。

「わかりました。ＣＤ―Ｒは片づけておきましょうか？」

「いや、念のために残しておいてくれ。終わったら、キミのデスクに置いておく」

「はい。じゃあ……お先に失礼します」

「お疲れさま」

　颯真がうなずき、華奈は立ち上がってお辞儀をすると、後ろ髪を引かれる思いでオフィスを出た。

（佐脇課長の話だと、明日の朝九時までに仕上げなくちゃいけないんだよね……）

　まだ大変そうだが、華奈に手伝えることはもうないと言われている。

　エレベーターで一階に下りて自動ドアから出たとき、お腹がひもじそうな音を立て、とっさに腹ふっ筋きんに力を入れた。

（お腹空いたなぁ……。きっと一之瀬部長もそうだろうな）

　福岡支社の副支社長の代理を急遽務めることになり、それも明日の朝までに特別講演の原稿を作成しなければならないという。いつ終わるのか、今日中に帰れるのか。

（せめて夜食を届けてあげよう）

　仕事上では華奈にできることはもうないと言われたが、仕事以外でできることならある。華奈は歩道を歩いて、隣のビルの一階にあるコンビニに入った。パンコーナーで、片手で食べられるパック入りのサンドイッチをふたつ選んで、レジでホットコーヒーを注文する。会計を済ませて、専用のカップに淹れたブラックコーヒーを持ち、フィーカの入るオフィスビルに戻った。エレベーターで九階に上がり、総合販売部のオフィスをノックする。

「失礼します」

　華奈の声に気づいて、颯真がパーティションから顔を覗かせる。

「どうした？　忘れ物？」

「あ、いえ。あの……これ、よかったら食べてください」

　華奈はサンドイッチの入ったビニール袋とコーヒーを持ち上げてみせた。颯真の目元が緩む。

「嬉しいな。ちょうど腹が減ったな、と思っていたところだ。しかも、ホットコーヒーもあるのか」

　颯真は伸びをして立ち上がり、華奈は彼に近づいた。

「もちろんブラックです」

　華奈がビニール袋とカップを差し出し、颯真は受け取ってテーブルに置いた。

「ありがとう」

「お仕事がんばってください。では、失礼します」

　華奈はお辞儀をして背を向けたが、その左手首を彼に掴まれ、驚いて振り返った。

「部長？」

　左手を強く引かれ、華奈は颯真の胸に飛び込んでしまった。

「気遣ってくれて嬉しいよ。タイトなスケジュールだけど、華奈のおかげでがんばれる」

　耳元で颯真の声がしたかと思うと、左の耳たぶに柔らかな唇が軽く触れて、華奈の心臓が飛び跳ねた。

「なっ」

　華奈は背を仰け反らせ、目を丸くして颯真を見る。彼は思わせぶりにニッと笑った。

「華奈が俺を名前で呼んでいたら、あやうく自制心を失うところだった」

　颯真がいたずらっぽく言い、華奈の頬にさっと赤みが差す。

「い・ち・の・せ・ぶ・ちょ・う、お仕事の続きをどうぞ」

　華奈が〝一之瀬部長〟をことさら強調して言ったので、颯真が楽しげに声を出して笑った。

　彼がそんなふうに笑うのを見たのは初めてで、華奈はぱちくりとまばたきをした。

「そうするよ、ありがとう」

　颯真が華奈の頭にポンと左手をのせた。背の高い華奈にこんなことをした男性はいない。華奈が驚いているうちに、彼に髪をクシャッとなでられた。

「気をつけて帰れよ」

「はい……。それじゃ、本当に失礼します」

　華奈は一礼して総合販売部をあとにした。エレベーターホールに戻りながらも、自然と頬が緩んでしまい、颯真の唇が触れた耳たぶをそっと手で触った。
















第六章　昇進した理由













　翌朝は少し曇っていて、華奈は黒のブラウスにグレーのタイトスカートというシックなコーディネートで電車に乗った。そうしていつも通り、朝の人混みを歩いてオフィスビルのエントランスに入った。ほどなくしてエレベーターが到着してドアが開く。乗り込むと、地下駐車場から上がってきた颯真の姿があった。

「おはようございます、一之瀬部長」

「おはよう」

　颯真はスタイリッシュなダークスーツと白いシャツ、それに深いボルドーのネクタイを合わせていて、いつものようにおしゃれで洗練された印象だ。

「昨日はありがとう。おかげで助かった」

　華奈は颯真の隣に立った。

　長身の華奈でも、見上げる位置に彼の顔がある。

「無事に仕上がりましたか？」

「ああ、日付が変わる前には終わったよ」

「えっ」

　華奈が小さく声を上げ、颯真は苦笑する。

「講演の持ち時間は一時間なのに、あれも話したい、これも伝えたい、なんて考え出すと、かなり長くなってしまってね。それを時間内に収まるよう削るのに苦労した」

　そう言う彼からは、疲労感はいっさい感じられない。

（あんなに時間が差し迫った状態でも、急な代役に慌てるのでもなく、課長に腹を立てるのでもなく、求められたことをきっちりこなしちゃうんだ……）

　恋愛ドラマに出ていてもおかしくないくらいカッコイイ。彼が担当すれば販売店は間違いなく売上が伸びる。そんなイケメンエリートだから、その辺の女性には本気にならない……。

　颯真はそんなふうに派手に評価されるから、つい目立つところばかりを見てしまう。

（でも、部長は人目につかないところで、地道に作業をこなしているんだよね……。昨日のように、納得するまで下準備を整えるから、仕事に余裕が生じるんだろうな）

　上司としても、人としても、純粋に憧れるし、尊敬する。ただ隣にいるだけなのに、鼓動が大きくなって、頬が火ほ照てってくる。

　やがて八階に到着し、華奈は颯真に会釈してエレベーターを降りた。顔が熱くなって、右手で顔を扇あおいだ。




　今日の業務も滞りなく進み、あと三十分で終業時間の六時になる、というときだった。貿易管理部のオフィスのドアが開いて、颯真が入ってきた。珍しく深刻そうな表情で麻衣のデスクに近づく。

「このスタンドライトの発注は、相原さんが担当だったよね？」

　颯真はカタログを開いて麻衣のデスクに置いた。そのページには赤や水色、黄色などの色ガラスを使ったステンドグラス風のスタンドライトが載っている。アンティーク調だが色の組み合わせがポップなため、合わせるインテリアを選びそうだ。

「……そうです」

　麻衣が不安そうな声で答えた。

「先月、発注を二重に出したんじゃないかな。在庫数がおかしいって物流部から連絡があったんだ」

「えっ」

　麻衣が表情を曇らせ、パソコンを操作して先月の発注伝票をモニタに表示させた。内容を見て、真っ青になる。

「どうしよう……」

「発注をミスしたのか!?」

　ガタン、と音がして、秀一郎がデスクに両手をついて立ち上がった。

「す、すみませ……」

　麻衣が泣きそうな声で言った。秀一郎が華奈のデスクに近づく。

「チェックをしたのは川村主任だな？　とんでもないことをしてくれたな。こんな大きなミス、取り返しがつかないぞ。やっぱりキミは主任に向いてないんじゃないか？」

　秀一郎は厳しい口調で華奈を責め立てた。いきなり人前で叱しっ責せきされ、華奈は言葉を発せずにいる。ミスをした張本人の麻衣は真っ青だ。

「――それは違うな」

　オフィスに流れる気まずい空気を颯真が破った。

「なにが違うと言うんです？」

　秀一郎は表情を和らげたものの、ムッとした声で颯真に尋ねた。

「先月と言えば、まだ川村主任は主任に昇進していない。この発注をチェックしたのは、三月の時点で相原さんの直属の上司で、発注責任者でもあった佐脇課長、キミだ」

　颯真は麻衣のノートパソコンを動かして、モニタを秀一郎の方に向けた。秀一郎はモニタを覗き込み、そこに表示されている発注責任者の欄に彼自身の名前を見つけて、大きく息を呑んだ。

「三月は……確かに私が責任者でしたが……まさか私が、こんなミスに気づかないなんてことが」

　信じられない、と言いたげに目を見開いたが、すぐに颯真に向き直る。

「申し訳ありません。すぐに対処させます」

「〝対処させます〟？　〝対処します〟ではなく？」

　責任の所在を曖昧にしようとする秀一郎に対して、颯真は強い口調だ。

「は？」

「ミスを見落としたのは佐脇課長だよね」

　颯真が目を細めて秀一郎を見た。その表情は、普段の彼からは想像できないほど険しい。

「ええ、まあ……。でも、直接事務的なやりとりをしているのは相原さんですし」

　秀一郎はきまり悪そうに、もごもごと口の中で言った。そうして腹立たしげに麻衣を見る。

　麻衣は大きな瞳を今にも泣き出しそうに潤ませていた。麻衣のためにも今後の取引のためにも、なんとかしなければと、華奈は頭を働かせる。

「一之瀬部長、このスタンドライトはいつまでカタログに掲載する予定ですか？」

　華奈の問いかけを聞いて、颯真が彼女に顔を向けた。

「カタログ有効期限は今年の九月だ」

「それまでの総合販売部の予定はどうですか？　目標販売量の設定に変動はあります？」

「変動は見込んでいない」

「でしたら、今月発注した分をキャンセルしましょう。それが無理でしたら、来月分で対応してはどうでしょうか」

　華奈はその場にいる全員に提案した。そうすれば解決するのではと思ったが、騒ぎを聞いていた青柳部長が言葉を挟む。

「だが、先月の商品の保管にかかる倉庫保管料はどうする？　いつまでも倉庫には置いておけないぞ。増えた商品の分の超過保管料がかさめば、価格に転てん嫁かせざるをえなくなる」

　さすがに入社三十年近い部長である。的確な指摘だ。

「あー……それはですね……」

　華奈はつぶやきながら、なにか策はないかと考えを巡らせた。保管料が割り増しされる倉庫に長く留めておけないとなれば、店舗の倉庫に置いてもらうしかない。

「各店舗に少しずつ在庫を増やしてもらいませんか？」

「各店舗に少しずつ在庫を増やしてもらおう」

　華奈と颯真が同時に言い、ふたりは自然に互いの顔を見た。

「その対応は可能かね？」

　青柳の言葉に、颯真は力強くうなずく。

「はい。総合販売部が各店舗と交渉し、責任を持って対応します」

「ありがとう、頼む」

　青柳の言葉に、颯真は「はい」と返事をした。そうして華奈に声をかける。

「キャンセルの件、対応をお願いするよ。キミに任せておけば大丈夫そうだね」

「はい」

　華奈はしっかりとうなずいた。颯真は、今度は麻衣に向き直る。

「保管の件は俺がどうにかする。キミには川村主任がついているから大丈夫だ。そう落ち込むな」

　そう言って麻衣の肩をポンと叩いてからオフィスを出ていった。

「すぐに対応メールを作成しなさい。私が確認する」

　秀一郎が麻衣に言い、麻衣は暗い顔で答える。

「はい……」

　秀一郎が自席に戻り、華奈はキャスター付きの椅子を、座ったまま転がして麻衣に並んだ。

「先月、発注量が増えているから、メーカーによっては右肩上がりの発注を期待している可能性も考えられるの。だから、翌月の発注がキャンセルになったって知ったら、がっかりするか気を悪くすることもあるから……そういうときにできるだけ角の立たないようなメールを作成したいじゃない？」

　麻衣が神妙な顔で「はい」と返事をした。

「国や文化、もっと言えばメーカーによって考え方が大きく違うこともあるから、過去の事例ややりとりの経験から、参考になるフォーマットを少しずつまとめたものがあるの」

　そうした努力の積み重ねを、青柳部長は評価してくれていた。

　華奈は麻衣のパソコンを操作して、貿易管理部の共有フォルダを表示させた。いくつかフォルダをクリックして、目当てのフォルダを探し出す。

「えーっと、あった、これだ」

　華奈はフォルダの中にある複数のファイルの中から、ひとつを選んで開いた。

「これがフォーマットだから、これを参考にしてね」

「はい。あの、できあがったら文章のチェックをお願いしてもいいですか？」

　麻衣が不安そうに言った。

「もちろん」

「ありがとうございます」

　華奈は麻衣に安心させるようにうなずいてから、自分の席に戻った。




　そうして麻衣がメールを作成し、華奈は目を通して修正箇所をアドバイスした。それを今度は秀一郎がチェックする。メガネの奥の目を細めてパソコンのモニタを睨む秀一郎を見ながら、華奈はふと疑問に思った。

（秀一郎さんって仕事に対する姿勢が慎重で丁寧だと思ってたんだけど、どうしてこんな初歩的なミスを見過ごしちゃったんだろう）

　華奈が考えを巡らせているうちに彼は確認を終えた。

「いいだろう。今後の取引に支障が出ないような文面になっていると思う」

「ありがとうございます」

　華奈の隣で緊張した表情で立っていた麻衣が、ホッとしたように言った。

「だが、こんな簡単なミス、いただけないな」

　秀一郎にチクリと言われて、麻衣は下唇を噛んだ。

「普通なら考えられないぞ。ありえなさすぎて、確認者が気づかなくても仕方ないじゃないか。貿易事務では数字が一桁違うだけでも大問題になる恐れがある。それを二重発注だなんて、どうかしてる。今回のキミのミスのせいで、私の、そして貿易管理部の評価が下がったぞ。こんなことじゃ困るんだ。しっかりしてくれ」

　あまりにしつこくネチネチとした言い方に、華奈はそれまでの彼の態度もあって、ついに我慢ができなくなった。

「失礼ながら申し上げますが、〝貿易事務では数字が一桁違うだけでも大問題になる恐れがある〟んですから、〝確認者が気づかなくても仕方ない〟、なんてことは通用しないと思います」

　秀一郎はじろっと華奈を睨んだ。

「本当に失礼な言い草だな」

　聞く耳を持たない彼の言葉に、華奈は唇を引き結んだ。秀一郎は麻衣に目を向ける。

「まあ、いい。メールはこれで問題ないから、送信しておきなさい」

「はい。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　麻衣はそう言って席に戻った。

「明日になったら、きっと先方から納得したって返事が来るよ」

　華奈が声をかけると、麻衣はかすかに微笑んだ。

「はい……。華奈さん、遅くまで付き合ってくださってありがとうございました」

「いいよ、大丈夫。気をつけて帰ってね」

　麻衣はデスクを片づけ、秀一郎にもう一度謝りの言葉を述べてからロッカールームの荷物を持ってオフィスを出ていった。華奈はパソコンをシャットダウンして帰ろうとしたが、秀一郎に呼び止められる。

「川村主任、話がある」

「はい」

　なんの話だろう、と思いながら、華奈は立ち上がって秀一郎のデスクに近づいた。

「よくも俺に恥をかかせてくれたな」

　華奈は眉を寄せた。

「なんのことでしょう？」

「とぼけるな。夕方、一之瀬部長がさっきのミスを知らせに来たときだ。青柳部長の前でよくも……」

　秀一郎は唇をわなわなと震わせていたが、やがて大きく息を吐き出した。今度は嫌味な口調になる。

「まあ、あれだけ一之瀬部長がおまえをかばった理由もわかるけどな」

「え？」

「一昨日の昼休みに見たぞ。仲良く手をつないでこのオフィスから出てきたじゃないか」

「えっ」

　華奈は息が止まりそうになった。月曜日、ランチに向かう前に颯真に手を引かれて出てきたところを、誰かに――よりによって秀一郎に――見られていたとは思わなかった。

「しかもオフィスには誰もいなかった。おまえら、いったいふたりきりでなにをやってたんだろうな」

　華奈は内心あきれながら、事実を述べる。

「話をしていました」

「信じられないね」

　秀一郎はニヤッと笑ってゆっくりと立ち上がった。

「あの軟なん派ぱな一之瀬部長と軽い華奈だ。ふたりきりだったってのに、なにもしていなかったなんて、誰が信じる？」

「本当に話をしていただけです」

　華奈は語気を強めたが、秀一郎のニヤニヤ笑いは大きくなった。

「おまえたちの間になにもなかったら、一之瀬部長がおまえをあそこまでかばうはずがないだろう？」

「なにかがあったから、一之瀬部長は私をかばったわけではありません。責任者が課長だったという客観的事実を指摘しただけです」

「なにかがあったから、か」

　秀一郎が嘲るような顔つきになった。その表情を見て、華奈はしまった、と思った。

「結局、〝あった〟のは確かなんだな。数日前に俺と別れたばかりだってのに。それとも俺と付き合っているときからデキてたのか？　だとしたらとんでもない屈くつ辱じょくだ。でもまあ、これではっきりしたな」

　なにを言われるのか、と華奈は身構えた。

「おまえが二十六歳で主任になるなんておかしいと思ってたんだよ。なにしろこの俺でさえ、主任に昇進したのは二十八歳のときだったんだから。青柳部長か人事部長辺りに身体でも差し出したんだろう」

　秀一郎の言葉に、華奈は驚くよりもあきれてしまった。

「いったいどうしてそういう発想になるんです？　そんなデタラメをあなたが言っていたって、青柳部長や人事部長が知ったらお怒りになると思いますけど」

　秀一郎は「ふん」と鼻を鳴らした。

「たとえそうじゃなかったとしても、おまえの出世は実績が評価されたわけじゃないんだ。思い上がるな」

「どういう意味です？」

　華奈は怪訝な思いで秀一郎を見た。

「うちの会社は女性が活躍しやすい職場作りに努めている。そして実際に女性管理職の割合を引き上げるために、適当な人材を探して、たまたま華奈になったってだけの話だ。企業ホームページに載せるのに、派手なおまえなら写真映えもするしな。こんなに若い女性が出世してるっていうのは、最高のイメージアップになる」

「え、そんな……」

　小こ馬ば鹿かにしたように言われて、華奈は頭を殴られたようなショックを受けた。

（私が主任になれたのは、私の努力が評価されたからじゃなかったんだ……。すべては企業のイメージアップのため……）

「そういうわけだから、あまり出しゃばるな。身の程をわきまえろ」

　秀一郎は言って、もう帰っていい、というように甲を上にして右手を振った。

「お先に……失礼します」

　華奈はショックが覚めないまま、頭を下げた。秀一郎の方は勝ち誇ったような笑みを浮かべている。

　華奈はくるりと身体の向きを変え、とぼとぼとロッカールームに向かった。
















第七章　とろけて混じり合う













　華奈はオフィスを出て、重い足取りでエレベーターに乗った。正当に評価されたんじゃないんだ、という思いが、気持ちまで重くする。

（別に出世が目当てで仕事をしてきたわけじゃないけど……それでも、昇進が伝えられたときは、努力が報われたんだって、すごく嬉しかったのに）

　駅に着いたものの、真っ直ぐ帰る気になれなかった。現実逃避したくて、逆方向の電車に乗る。そのまま電車に揺られているうちに、やがて秀一郎に振られたバーのある駅に到着した。

　華奈は電車を降りて歩道を進み、落ち着いたレンガ壁のバーのドアを開けた。その瞬間、颯真の車の中で聴いたジャズが流れてきて、ふぅっと息を吐き出す。

　華奈はバーテンダーに促されてカウンターに向かった。左端の席に座ろうとしたとき、視線を感じた。その方向を見ると、なんと颯真がこの前と同じ席に座っている。

「華奈」

　隣に座るよう合図されて、華奈は彼に近づいた。

「部長も来てたんですか」

　よく行くとは聞いていたが、今日もいるとは。

「意外だな。この店にはもう来ないだろうと思ってたけど」

　秀一郎に振られて泣いた記憶のあるバーだから、そう思ったのだろう。華奈はおずおずと隣のスツールに腰を下ろした。

　自分でもどうしてここに来たのかはわからない。ただ、自然と足が向いたのだ。

　颯真は琥こ珀はく色いろの液体が入ったグラスを右手に持っていた。それをコースターに置くと、氷が軽やかな音を立てる。

「嫌なことがあった？」

　颯真に訊かれて、華奈は迷いながらも「なんでもありません」と答えた。

「昨日、倉庫で俺が言ったことを覚えてる？」

　どの言葉だろうか、と華奈は問いかけるように彼を見た。

「俺が一緒にいるんだから、俺を頼れ」

　それは昨日と同じ言葉だったが、そう言った彼の声はあのときのような力強いものではなく、胸に染み込むような優しい声だった。

（部長は上司からも部下からも頼りにされる人だもん。きっとたくさんの人に――女性に――こんなふうに言ってるんだろうな）

　でも、だからこそ彼には話しやすいのかもしれない。華奈はバーテンダーにミモザを注文してから、颯真を見た。

「私が……主任になれたのって、二十代の女性だからなんですよね」

　颯真はわずかに眉を寄せたが、話の続きを促すように小さく首を傾げた。

　華奈は帰る間際に秀一郎に言われたことを、ぽつりぽつりと話した。話し終えたときにミモザがカウンターに置かれ、華奈は一口飲んだ。鮮やかな黄色のカクテルで、オレンジジュースの甘みにシャンパンのキリッとした味わいが爽やかだが、心は少しも軽くならない。

「あいつ、そんな思考回路でよく課長が務まるな」

　颯真がボソッと言った。華奈はグラスを持ったまま颯真を見る。

「だいたいうちの会社が増やそうとしているのは、課長クラス以上の女性管理職なんだ。それだって、男性の場合と同じように適切な評価で選考している」

　きっぱり言われて、華奈は数回まばたきをした。

「それに……主任候補者の選定には俺も関わったけど、社内の評価基準に従って公平に、厳正に選ばれたのが華奈だった。個人的な思惑が反映されないよう、本社の各部署の部長クラス以上で決めた。選定にいっさい関わっていない、自分の能力を過信した男の話など、真に受けるな」

　颯真は華奈の右手をそっと左手で握った。

「いいね？」

　諭すように言われて、華奈は吹っ切れた気分でうなずいた。

「華奈は華奈だから選ばれた。俺が保証する」

　力強く、確信に裏打ちされた言葉。

　彼に聞いてもらい、彼に言葉をもらうだけで、心が温かくなることが不思議だった。今まで彼のことをよく知らないのに、彼がモテるというだけで苦手意識を持っていたのかもしれない……。

　華奈はグラスに口をつけた。同じミモザだが、さっきよりもずっとおいしく感じられた。




　それから、オードブルをつまみながらもう一杯カクテルを飲んで、華奈は颯真とともに店を出た。

　しっとりとした夜や気きに包まれ、ふと見上げた右側に、街灯に照らされた颯真の顔があった。淡いオレンジ色の明かりで、彼の彫りの深い顔がゾクッとするような陰影を帯びている。

　颯真がなに、というように小首を傾げた。華奈は無言で首を横に振って前を向く。大通りに向かって歩き始めたとき、颯真が口を開いた。

「今日このバーに来たのは……華奈のことを想いたかったからなんだ」

「私を……想う？」

　華奈は右側に視線を送った。目が合った彼が淡く微笑み、そのまなざしがあまりにセクシーで、華奈はわざとおどけるように言う。

「私にとったら、すごく恥ずかしい思い出しかないバーなんですけど！」

「俺にとったら、華奈の意外な一面を見たバーだった」

「えー……？」

　華奈は恥ずかしくて顔をしかめてみせた。男性に振られることが意外な一面だとでもいうのだろうか。

「さっき昇進候補の選定に関わったって話を少ししたよね？」

「はい」

「直属の上司ではないけど、総合販売部と貿易管理部は関わりが深いし、会社でのキミの仕事ぶりはよく見てきたつもりだ。キミは誰よりも仕事熱心で、地道な作業を厭いとわない。きちんと後輩のことを考えてやれる。それも甘やかすのではなく、ちゃんと育てようとする姿勢が見られる。今回の相原さんの件でもそうだ」

　颯真に褒められて、華奈は胸がこそばゆくなるのを感じた。

「それに、相原さんにあとで聞いたけど、課長に意見したそうだね」

　彼の言葉に、一瞬華奈は首を捻った。

（それって……麻衣ちゃんが直接一之瀬部長に連絡を取ったってこと？　麻衣ちゃんはいったいいつ、そんな話をしたんだろう）

　華奈はなぜだか胸がモヤッとした。

　颯真は話を続ける。

「そういう筋を通そうとする姿勢は前からあった。だから、しっかりした女性、というのがキミの印象だった」

　颯真は足を止めた。商業施設へと続く大通りだが、この時間、人通りはなく、車もまばらだ。

　華奈は彼の一歩先で足を止めて振り向いた。

「だから、あんなふうに泣く姿を見て、胸が痛くなった。どうしても放っておけなくて、そばにいたい、と思ったんだ」

　颯真が一歩華奈に近づいた。右手の親指で華奈の唇をゆっくりとなぞる。大きくて温かな手はそのまま頬から耳へ、そして後頭部へと、華奈の髪を梳くようにしながら移動する。それと同時に颯真の顔が近づいて……華奈の唇に彼の唇が重なった。触れては離れ、離れては触れるキスは、少しずつ華奈の体温を上げる。

　華奈はうっとりと息を吐いた。

「今だって、こんなにも目が離せない」

　颯真は両手で華奈の頬を包み、彼女の目を覗き込んだ。熱を宿した彼の瞳には、華奈だけが映っている。

「今から服を買いに行こう。そうすれば、明日、華奈は俺の部屋から出社できる」

　甘く低い声でささやかれ、華奈は浮かされたようにうなずいた。




　颯真との買い物は思った以上に楽しかった。まるでショッピングを楽しむ恋人同士のようだ。

「とりあえず別のブラウスを着てればなんとかなります」

　華奈はそう言って、印象が変わって見えるよう、ビジューのついた白のカットソーを選んだ。だが、颯真はマネキンが着ているキャメル色のジャケットに目を留めた。

「あのデザイン、絶対キミに似合う。華奈のために作られたようなジャケットだ」

「えっ」

　ウエストが絞られたシャープなデザインで、オフィスにぴったりだ。華奈が選んだ白のカットソーにもちょうどいい。

　とはいうものの、ここは人気のブランドショップだ。

　華奈が迷っている間に、颯真は店員を呼んで同じ物を持ってきてもらった。二十代半ばくらいのショップ店員は、ジャケットを差し出しながら愛想よく華奈に話しかける。

「こちらのジャケットには、ライトベージュのロングスカートや白のチュールスカートもよく合いますよ。それから、この濃いグリーンのプリーツデザインのパンツもおすすめでして――」

　そう言ってハンガーに掛かった商品をいくつも持ってきた。

「あー……」

　華奈はどうしよう、というように颯真を見た。颯真はクスリと笑って、チュールスカートを手に取る。

「春らしくていいんじゃないかな」

「ご試着はどうぞこちらへ」

　店員に促され、華奈は試着してみることにした。カットソーとチュールスカート、ジャケットに着替えて試着室から出ると、颯真が左手を口元に当てた。そうして目を細めてつぶやく。

「かわいいな」

「ですよね！　よくお似合いです！」

　店員が意気込んで言った。

「それじゃ、これを全部もらおう」

「えっ」

　とはいえ、今さらいらないとは言えない。華奈は試着室の中に戻り、着替えながら値札を見て目を剥いた。

（クレジットカードで払おう）

　華奈は覚悟を決めて、試着室を出た。店員が商品を受け取ると、颯真が支払いを済ませている。華奈に手持ちがないことを悟って、立て替えてくれたのだろうか。

「あの、部長、今あまりお金を持っていないんで、明日まで待ってもらえますか？」

「なにを？」

　颯真は不思議そうに華奈を見た。

「なにをって……支払いです」

　颯真は一瞬目を見開き、すぐに真顔になって言う。

「待たない」

「えっ」

　即答されて華奈は困ってしまった。

「あ、じゃあ……ＡＴＭは……」

　華奈は店の外へと視線を送った。モールのどこかにＡＴＭがあっただろうかとキョロキョロする。その横で、颯真がふっと笑みをこぼした。

「その顔、かわいすぎる」

「え!?　な、なにがですっ？」

　ＡＴＭを探すのに必死だった華奈は、勢いよく颯真を振り返った。彼は肩を震わせながら声を出さずに笑う。

「笑った顔も泣いた顔もかわいいと思ってたけど、困った顔もかわいい。惑わせたくなるな」

　華奈は頬を赤くして反論する。

「もうすでに惑わされているんですけど！」

　颯真は華奈の肩をふわりと抱き寄せた。

「あれはね、どれも華奈に似合うから俺がプレゼントしたいと思ったんだ。勝手にやったことだから、華奈は気にしなくていい」

「気にしなくっていいって言われても……」

　華奈が言いよどむと、颯真が不満そうになる。

「華奈が喜んでくれるなら、俺も嬉しい。華奈は俺に嬉しくなってほしくないの？」

　拗ねたようにチラリと視線を投げられ、華奈はドギマギする。

（その顔でその表情は反則ですっ！）

　さらに眉を下げる華奈の耳元に、颯真がささやく。

「どうしても気になるなら、別の形でお礼をしてくれればいい」

　耳たぶにふっと息を吹きかけられて、華奈の頬がカァッと熱を持った。

「どうすれば俺が喜ぶか、わかるよね？」

　甘いささやき声に背筋がゾクリとした。抵抗できずに小さく首を縦に振ったとき、店員が戻ってきた。颯真に商品の入った紙袋を渡す。

「お買い上げ、ありがとうございました！」

　ふたりは外に出ると、どちらからともなく手をつないだ。華奈がふと横を見ると、彼も同じように華奈を見ている。

「どうした？」

「なんでもないです」

　そんなやりとりさえ、くすぐったくて、知らず知らず笑みが込み上げてくる。華奈が口元を緩めると、同じように颯真も微笑んだ。

（こんな感覚……初めてかも）

　初めて彼氏ができたときは、幻滅されないようにするため、いいところを見せようと気を遣っていた。

　秀一郎と付き合っていたときは、同じ部のエリート上司だから嫌われないように気をつけようと、彼の目にどう映るかばかりを気にして緊張していた。

　でも、颯真は違う。ありのままの自分を丸ごと預けて安心できる。そんな感覚があった。

　やがて見えてきた颯真のマンションに入り、もどかしい思いで最上階に向かった。彼の部屋のドアを閉めたとたんに抱きしめられる。

「華奈。早くこうしたかった」

　直後、唇をキスで塞がれた。貪るように口づけられ、華奈の手からバッグが落ちた。熱く柔らかな唇が頬に、耳たぶに、首筋にキスの雨を降らせて、華奈の思考をとろけさせる。

「華奈」

　颯真が華奈を廊下の壁に押しつけた。舌を絡ませ合う濃密なキスに、身体も心も溶けて混じり合っていきそうだ。

「颯真さん」

　激しく溺れそうなキスの合間に、彼の名前を呼んだ。

　身体だけの関係なんて絶対に嫌だと思うのに、身体だけでなく心も彼に惹かれ始めていた。こうして関係を重ねていけば、もしかしたら〝大人の関係〟以上のものを颯真との間に築けるかもしれない……。そんな期待が脳裏をかすめた。

　けれど、それはほんの一瞬で、華奈はすぐに颯真の熱情に溺れていった。
















第八章　遠ざかる距離













『別れよう。やっぱり俺に、華奈はもったいないと思うんだ』

　人のよさそうな顔に悲しげな笑みを浮かべて、健けん太たが言った。

『そんなことないよ！　なんで、いきなりそんなことを言うの？』

『同じクラスの牧まき野のが言ってたよ。健太が彼氏じゃ満足できないからデートしようって華奈に誘われたって。俺の男としてのプライドはもうズタズタだよ』

『私、そんなこと言ってない！』

　華奈の必死の叫びに耳を貸さず、健太は華奈に背を向けた。

『健太！』

　華奈は一生懸命手を伸ばしたが、健太の姿はだんだんかすんで……ついには闇の中にかき消えた――。




「華奈、華奈、大丈夫か!?」

　華奈は肩を揺すられて、ハッと目を覚ました。目を開けた拍子に目尻から涙がひと筋こぼれる。

「苦しそうにうなされてたよ。なにか悪い夢でも見たの？」

　目の前では、颯真が気遣わしげな表情を浮かべていた。

「颯真さん……」

　颯真は華奈の目尻にそっと唇を寄せて、涙をチュッと吸い取った。

「佐脇の夢か？」

　颯真が心配そうな、でもどこか不満の混じった口調になり、華奈は慌てて言う。

「いいえ！　課長じゃなくて……大学時代の夢を見ていました」

「いずれにしろ、楽しい夢じゃなかったようだね」

「そうですね」

　華奈はため息をついて顔を横に向けた。颯真は右手で華奈の顎に手を添え、彼の方を向かせる。

「嫌な夢なら俺が聞いてやる。吐き出してすっきりすればいい」

「でも、ほんと、最低な失恋の夢で……」

「泣いてしまうくらい悲しかったんだな」

　颯真はいたわるように華奈の髪をなでた。

　たかが夢だと言われたら打ち明けようとは思わなかっただろう。だが、颯真の口調には思いやりがこもっていて、華奈は自然に言葉を続けた。

「はい……。初めて付き合った人の夢を見たんですけど……付き合っているとき、彼はほかの男子の嘘を信じて……」

「華奈の言葉を信じてくれなかったのか」

「はい。おまけにその嘘をついた男子に……大学のクラスの打ち上げで、みんなの前で無理やりキスされてしまって。彼、ちょっと軽い感じのイケメンで、女子に人気があったんです。それ以来、私は周りから軽い子だって見られるようになって……」

「最低だな」

「本当に最低な失恋でしょう？」

　華奈は場を和ませたくて、あはは、と力なく笑い声を上げた。

「違う」

　華奈の右手を颯真が左手でギュッと握った。華奈はまばたきをして颯真を見る。

「違うって、なにが？」

「そいつらが最低だって言ったんだ。華奈を信じなかった男も、嘘をついた男もだ」

　怒りのこもった彼の言葉を聞いて、華奈の胸の中になにか温かなものがほわっと生まれた。

　彼氏でもない男に人前でキスされて以来、仲良くしていた女子学生に避けられるようになった。ただ無視されるだけではなく、白い目を向けられた。次第に大学に行くのがつらくなり、華奈は大学の交換留学制度を利用して、二年間、カナダに留学した。留学を終えてからは、できるだけ目立たないようにして卒業まで過ごしたのだった。

　今初めて味方を得たような気がして、目頭が熱くなる。

「颯真さんは私を信じてくれるんですね」

　華奈はすん、と鼻を鳴らした。まぶたにそっとキスが落とされる。

「当たり前だ。華奈が信じられる相手だってことは、今までの華奈を見ていたらわかる」

「颯真さん……」

　彼の言葉に胸がいっぱいになって、華奈は両手を伸ばして颯真の首に回した。そして、引き合うように彼と唇を重ねた。




　彼の腕の中で満たされた時間を過ごし、一緒にシャワーを浴びたあと、華奈はこの前と同じように、彼にシャツを借りて着た。そうして並んでキッチンに立つ。

「こうやってフライパンを軽く揺すりながら……」

　颯真が器用にフライパンを動かして、オムレツの形をふんわりと整えた。

「どうしてこんなにキレイな形になるんだろう……」

　華奈は眉を寄せながら、颯真が皿に盛りつけるのを見つめた。まくったシャツの袖から男性らしい筋肉質な腕が見える。

　颯真はフライパンをガスコンロに戻して笑った。

「学生のときからひとり暮らししているから、さすがに慣れるよ」

「私も就職してから自炊してますけど、オムレツってあまり作らないです。スクランブルエッグの方が簡単だから、そうしちゃうかな」

「オムレツは具を好きにアレンジできるから、栄養面でもいいよ」

　そういう今日のオムレツには、トマトとチーズとツナが入っている。

　颯真が茹でたブロッコリーとトーストを添えて、カウンターに大皿を置いた。華奈はコーヒーサーバーのコーヒーをカップに注いで並べた。

　颯真と並んでスツールに座り、華奈は「いただきます」と手を合わせた。トマト入りのオムレツは初めてだったが、火を通したトマトは酸味がまろやかになっていて、ほかの具材とも好相性だ。

「颯真さんは毎朝しっかり料理するんですね」

「会社まで車なら二十分くらいだし、このくらい余裕だよ」

「そうですか？　私は一分一秒でも長く寝ていたいタイプです」

　颯真は華奈のトーストを取り上げ、バターを塗り始めた。

「朝はたいてい早く起きてジョギングしているんだ」

「えっ、平日もですか？」

　華奈は驚いて彼を見た。

「ああ。早朝の海岸通りは気持ちいいよ。朝日ってなにか特別なエネルギーがあるんじゃないかな。頭もすっきりして、身体にもエンジンがかかる」

「私にはとてもできません……」

　朝が弱い華奈には早朝ジョギングなんてとても無理だ。

　颯真はバターを塗ったトーストを華奈の皿に戻し、自分のトーストにも塗り始める。

「ありがとうございます」

　会社で彼の焦っている姿など見たことがない。いつ見ても余裕を感じさせるし、部下だけでなく上司からも信頼が厚い。担当したショップの売上も好調で、四カ月に一度、優秀な社員に授与される社長賞を、彼は何度ももらっている。本当にできる大人の男性とは彼のような人のことを言うのだろう、と華奈は改めて思った。

「颯真さんの座ざ右ゆうの銘めいってなんですか？」

　颯真は少し考えるように手を止めた。座右の銘のない人もいるだろうから、変な質問だったかな、と華奈が思ったとき、颯真が答える。

「あえて言うなら……エンゲージメント、かな」

「エンゲージメント？」

　華奈は首を傾げた。英語のengagementには〝婚約〟や〝約束〟、〝関与〟などの意味がある。

「仕事上の約束や取り決めを守るということと、人や物事に積極的に関わっていこうってことかな」

「深いですね」

「そうかな？」

　颯真は照れたように笑った。

「そういう華奈には座右の銘はあるの？」

「はい。ちょっと長いんですけど……〝彼にできて、彼女にできて、私にできないことはない〟です」

　颯真が驚いた声を上げる。

「へえ。意外と積極的な言葉だな」

「んー、積極的、というのとはちょっと違うかもしれません」

　華奈はトーストを一口かじり、ゆっくりと噛んだ。頭の中では大学時代のことを思い出していた。

「大学生のとき……例の打ち上げでの出来事が原因で……なにもしていなくても目立ってしまって、人前に出るのが怖くなった時期があったんです」

　颯真は黙ったまま華奈を見ている。

「だけど、だからといって殻に閉じこもってしまうのは、負けているみたいで悔しくて嫌だったんです。周りの人にできることなら、私にだってできるはず。大丈夫だから胸を張ろう。そんなふうに自分を励ますための言葉なんです」

「そうだったんだね」

　颯真がナイフを置き、右手を伸ばして華奈の頬にそっと触れた。愛おしむように頬をなで、そのまま顎へと滑らせる。まつげを伏せた彼の顔が迫ってきて、華奈は小さく息を呑んだ。

「あの、食べないと会社に――」

　ぺろり、と口角を舐められ、「遅れます」という言葉は喉の奥に引っ込んだ。

「卵がついてた」

　華奈の顔が一気に熱くなる。

「本当は唇だけじゃなくて華奈を丸ごと食べたいけど、さすがに時間がないし、我慢するよ」

　颯真が親指を舐めながら華奈にチラリと視線を送った。その仕草にドキッとして、華奈は手に持っていたコーヒーカップをあやうく落としそうになった。




　その日は颯真が車で会社まで送ってくれたが、華奈は会社にほど近いコンビニの駐車場で降ろしてもらった。毛先につけるヘアワックスが欲しかったのだ。

「買っておいで。駐車場で待ってるから」

　颯真はそう言ってくれたが、一緒に出社するのを誰かに見られるのは、気恥ずかしい。それに、秀一郎になにを言われるかと思うと、複雑な気持ちにもなり、華奈は断ってしまった。

　ヘアワックスのほかに、疲れたときに食べる一口チョコレートを買って、歩いて会社に向かった。今朝のことを思い出すと、自然と弾むような足取りになる。

（颯真さんに信じてもらえて嬉しかったな。それに、朝食もおいしかったし！　今度は私が颯真さんに朝ごはんを作ってあげよう。でも、オムレツは上手にできないから……ベーコンエッグにしよう。もちろん、サラダも必要だし……）

　そんな楽しい想像をしながらエントランスに近づいたとき、後ろからパタパタと駆けてくる靴音がした。振り返ると、麻衣がいる。

「華奈さーん、おはようございます」

「おはよう」

　華奈は足を止め、麻衣が追いついて華奈に並んだ。麻衣の目が赤く表情が硬いので、華奈はハッと我に返った。華奈は浮かれた気分でいたが、一方の麻衣はきっと昨日のことを心配しているはずだ。

　華奈は気遣うように麻衣に問う。

「あまり……眠れなかった？」

「実は……」

　麻衣はため息をついた。

「いろんな人に迷惑をかけたと思ったら、やっぱり気になってしまって……颯真くんにも電話で励まされたんですけど」

　麻衣の言葉に華奈は驚いた。

「颯真……くん!?」

　麻衣はハッとしたように片手で口元を押さえた。そうしてすがるように言う。

「あの、華奈さん。みんなには内緒にしといてほしいんですけど、私と一之瀬部長は、その、あまり公にしていない関係が……」

　麻衣が恥ずかしそうに頬を染めてうつむいた。その麻衣の仕草には見覚えがあった。月曜日に『彼氏と一緒にお店に行って』と話していたときも、そんなふうに照れた仕草をしていた。

（なんてこと……）

　そのとき、エントランスの自動ドアが開き、中にいた梓がふたりに気づいた。

「あ、おはようございまーす」

　華奈は麻衣の前でどうしても平静を装うことができず、梓に話しかける。

「おはよう、梓ちゃん。そういえば、来月の社内報ではカナダのメーカーを取り上げるんだよね？」

「あ、そうです」

「カナダに留学してたことがあるから、実はすごく楽しみにしてたんだ」

「そうなんですね。がんばって作ります！」

　梓の話を聞きながら、華奈はもうどうしていいのかわからない気持ちでいっぱいだった。かわいがっていた後輩の彼氏と、知らなかったとはいえ、寝てしまった。しかも二度も。

　そういえば、昨日、颯真は落ち込む麻衣を励ますように、彼女の肩に軽く触れていた。ただの上司と部下という関係なら、普通、そんなことはしない。それに、バーで聞いた颯真の『相原さんにあとで聞いたけど』という言葉。ふたりが単なる上司と部下ではないことに、気づく要素はいくつかあったのに。

（これじゃ、軽い女どころか最低の悪女だよ）

　罪悪感にさいなまれながら、華奈はほかの社員とともにエレベーターに乗り込んだ。斜め後ろに立っている麻衣の顔を見ることができない。

（颯真さん、いくらなんでもあんまりだよ。付き合っている彼女と同じ部署の、しかも隣の席の私に手を出すなんて……）

　振られたばかりの女なら、簡単に落ちると思ったのだろうか。

（事実そうだったけど）

　怒りよりも情けなさと、彼に買ってもらった服を着て喜び、彼との次を想像してうきうきしていた自分への嫌悪感で、胸が押しつぶされそうだった。




　懸案だったキャンセルの件は無事に片が付き、華奈は余計なことを考えまいと目の前の作業に集中した。気づけばランチタイムになっていて、隣の席から麻衣に明るく声をかけられる。

「華奈さーん、ランチに行きましょう！」

　麻衣は朝と違ってすっかり元気を取り戻していた。華奈と颯真のことをなにも疑っていない、そんな純粋な彼女を見ていると、華奈は吐き気を覚えるほどの自己嫌悪を感じてしまう。

「ごめんね、麻衣ちゃん。私、今日は……友達と会う約束があって」

「そうだったんですか！　じゃ、ほかの女の子たちと食べに行きますね」

　麻衣は財布を持ってオフィスを出ていった。華奈は椅子の背にぐったりともたれる。友達と会う、と言った手前、ひとりでランチを食べているところを麻衣たちに見られるわけにはいかない。トイレにこもって泣きたい気分ではあったが、午後から腫れた目をして仕事をするわけにもいかない。

（ここ最近の恋愛運の悪さは、いったいなんなんだろう）

　華奈はのろのろとデスクを片づけ、できるだけゆっくりとエレベーターホールに向かった。

（ワンブロック先の定食屋に行ってみようかな。あそこなら女性はあまり入らないだろうし……）

　華奈は一階に下りて、裏通りにある店を目指した。

　すると前からスーツ姿の男性が歩いてきて「あれっ」と声を発する。

　不思議に思ってそちらを見た華奈は、驚いて目を見開いた。チャコールグレーのスーツを着たその黒髪の男性は、今朝まさしく夢に出てきた、大学時代に付き合っていた健太だったのだ。

（嘘……）

　あの頃の健太はもう少し線が細い感じだったが、今は肩幅がしっかりして逞しくなっていた。

「華奈……だよね？」

「うん……」

　嫌な別れ方をしてから八年近く経っている。華奈はどういう顔を作ろうか迷ったが、健太の方はにっこりと笑顔になった。

「久しぶり」

　華奈はぎこちなく微笑む。

「ほんとだね。……大学を卒業して以来だから、四年ぶり、かな？」

「そうだね。もうそんなになるのか」

　健太は懐かしそうに目を細めて華奈を見た。

「華奈もこれから昼食？」

「うん」

「少し……話をしたいな。いい？」

「いいけど」

「でさ、誘っておいてなんだけど、今日は本社で会議があって来ただけで、この辺り初めてなんだよ。どこかおすすめの店とかある？」

　健太はバツが悪そうに笑って、後頭部を掻いた。こういう実直そうなところは変わっていないようだ。

　華奈はなんとなく懐かしい気持ちが湧いてきた。あんなドロドロした別れを水に流して、出会った頃の友達に戻れるのなら、その方がいい。

「じゃあ……定食屋さんはどう？」

「華奈はそこで大丈夫？」

「うん」

「そっか」

　健太がホッとしたように言い、華奈は彼を定食屋へと案内する。

「定食屋さんって言っても、若いご夫婦が経営してて、店の中は意外とこじゃれてるの」

「へえ、そうなんだ。デートで行くのはどうかな？」

　華奈は古い店をリノベーションした店舗を思い浮かべながら答える。

「うーん、初デートではちょっとやめといた方がいいかも」

「そうなのかぁ」

「でも、いい言い方をすれば趣おもむきのあるお店と言えなくもないから、そういうのが好きな女の子ならいいかもね」

「言えなくもないって、どっちだよ」

　健太が苦笑した。

「健太がいいなって思ったら、連れていってあげたら？」

「誰を？」

　健太にきょとんとされて、今度は華奈が苦笑する。

「誰って……彼女に決まってるじゃない」

「ああ、俺、今はいないんだ」

「えっ、そうなんだ」

　今は、という言い方だから、彼は華奈と別れてから、何度か恋をしているようだ。

「華奈は？」

　健太に訊かれたとき、目指す店が見えてきた。

「今は……いないかな。ちょっと複雑で」

　華奈は小さく舌を出した。

　店の前に着くと、健太が横引きの扉を開けて、華奈に入るよう促した。

（へえ、健太もレディ・ファーストなんかするようになったんだ）

　少し驚いたが、彼も新しい恋を――もしかしたら何度も――しているのだろう。

　店はピークを過ぎたらしく、ちょうどテーブル席に座ることができた。

　華奈がカウンター席の上の壁に貼られたメニューを見ると、ランチタイムのメニューは限られていて、今日は〝たっぷりキャベツの生姜焼き定食〟と〝豆腐ハンバーグ定食〟、〝紅鮭の香草焼き定食〟の三つ。注文を取りに来た女性店員に「私は豆腐ハンバーグ定食を」と頼むと、健太は少し迷ってから、「生姜焼き定食」と言った。

　華奈はお茶を一口飲んでひと息ついた。健太が湯飲みを両手で持って、真っ直ぐに華奈を見る。

「相変わらずスタイルよくてキレイだね」

　いきなりそんな褒め言葉を言われて、華奈は驚いてしまった。大学時代の彼は、褒め言葉をひとつ言うのにも、小声でボソッと、それも激しく照れながら言うくらいの不器用な男性だった。

「そんなこと、言うようになったんだね」

　華奈は驚きをごまかすように微笑んだ。健太は目をそらして言う。

「あの頃も本当は言いたかったんだよ。もっと、たくさん」

　華奈はなんと答えていいかわからず、黙ったままお茶を飲んだ。

「だけど、華奈みたいな子が俺みたいな冴えない男と本気で付き合ってくれるわけないって思い始めたら……疑心暗鬼になって。華奈の言葉より牧野の言葉なんかを信じてしまった」

「うん……」

「悲しい思いをさせただろうな。本当にごめん」

　健太が頭を下げた。

「や……そんな、今さらだよ」

　華奈は右手を軽く振った。

「そうかな？　華奈は留学してしまって……謝ることもできなくて。四回生になったら、就職活動でほとんど大学で会わなくてさ。ずっと……気になってた」

　心が弱っているときにこんなことを言われたら、泣いてしまいそうだ。鼻の奥がつんとしてきて、華奈は大きく息を吸い込んだ。そうしてなんでもないふうに言葉を発する。

「そんなこと言わないでよ。私、カナダではいい経験ができたし、いろんな国の人と一緒に勉強してたら、日本で気にしてたようなことなんて、なにも気にならなくなった。なによりあの留学があったから、今の会社に就職して今の仕事ができてるわけだし」

　健太は小さく笑った。

「今はどんな仕事をしてるの？」

「『フィーカ』っていう家具とインテリア雑貨の輸入販売会社で貿易事務を担当してるの。四月に主任になったんだ」

　場を和ませようと、華奈は明るい声で言った。

「へえ！　そりゃすごいな」

「健太は今、なにをしてるの？」

「コンサルティング会社に勤めてる」

「へぇー。どういうことをするの？　って、あ、もしかして企業秘密？」

　健太はクスッと笑う。

「そんなことないよ。簡単に言うと、クライアントが抱える課題の解決に協力するって感じかな」

　そうして、健太はひと通り自分の仕事について説明をすると、華奈をじぃっと見つめる。

「華奈って昔から聞き上手だったもんな。華奈と話しているとやっぱり楽しい」

「えーっ、またまたぁ」

　健太からの褒め言葉の連続に、華奈は困ってしまった。そのとき、店員がトレイにのせた定食をふたり分運んできて、華奈はホッとする。

「おいしそうだね」

「でしょ。食べよ？」

　華奈が手を合わせて「いただきます」と言い、健太は懐かしそうに目を細めた。

「それ、昔から変わってないなぁ。学食でも、いつもそうやってた」

「だって、『いただきます』って、作ってくれた人や食材に感謝する大切な言葉でしょ」

「そうだね、うん」

　健太も同じように「いただきます」とやる。

　華奈はさっそく豆腐ハンバーグを口に運んだ。ふわふわとして柔らかくて食べやすく、ポン酢ベースのタレがよく合っている。

「んー、おいしい」

「生姜焼きもうまいな。意外と女性でもいけそうだね」

「デートでここに来たくなった？」

「彼女ができたらね～」

　健太がお手上げ、というように両手を広げてみせ、華奈はクスッと笑った。もうふたりの間には、過去の忌まわしい出来事など存在していないように思えた。

（あの頃はふたりとも恋愛初心者だったしね。私の場合、今だってあまり進歩してないけど……）

　そうして楽しく話をしていると、昼休みという短い時間はあっという間に過ぎた。会計を済ませて店を出ると、華奈は健太に向き直る。

「会社はどっちの方？」

「こっち」

　健太が示したのは、華奈のオフィスがある方角とは逆方向だ。

「私はこっちだから、それじゃ、ここで」

　華奈が歩き出そうとすると、健太は「待って」と止めた。

「今日は華奈と話せて楽しかったよ」

「うん、私もだよ」

　健太は小さく息を吐いて、真顔で言う。

「前もそうだったのにな」

「え？」

「いや、付き合ってた頃のことだよ」

　そう言われて、華奈は困ってしまった。健太は言葉を続ける。

「あのさ、せっかくこうして会えたし、よかったら近いうちに一緒に飲みに行かない？　俺、あの頃は見えなかった華奈の本当の姿を、もっと知りたいんだ」

「あー……」

　華奈は視線を道路に落とした。ここのところの災難を思うと、健太の誘いに乗り気になれなかった。

　華奈の様子を見て、健太が困ったような声を出す。

「え、ちょっと！　飲みに誘っただけでそんなに深刻に悩まないでよ」

　華奈がチラッと見ると、健太は他意のなさそうな笑顔だった。

（そっか、健太は恋愛感情抜きで女性と食事ができるタイプだったんだ）

　元々そうだったのか、そうなったのかはわからないが、華奈の自意識過剰だったらしい。華奈は顔をしかめた。

「ごめん」

「それじゃ、とりあえずメッセージのやりとりができるようにしとこうか？」

「あ、うん」

　お互いにスマートフォンを取り出して連絡先を交換した。

「これでいつでも連絡できるね。それじゃ、また。会えて楽しかったよ」

　健太が手を振って歩き出し、華奈もオフィスに戻った。

　悪夢に出てきた彼と、付き合う前のような気楽な関係に戻れたことが、華奈は純粋に嬉しかった。
















第九章　「好き」と言わない理由













　オフィスに戻ると、麻衣はすでに席に着いていた。いつもの天真爛漫な笑顔で華奈に話しかける。

「あ、華奈さーん、お帰りなさい。お友達とのランチは楽しかったですか？」

　その曇りのない笑顔に胸の痛みを覚えながら、華奈は答える。

「うん。すごく久しぶりだったから、話も弾んだし」

「それはよかったですね」

「ん」

　華奈は椅子を引いて座ろうとしたとき、ノートパソコンに水色の大きめの付ふ箋せんがふたつ折りにされて貼られているのに気づいた。

（なんだろ）

　不思議に思いながら広げると、しっかりした筆圧の、整った手書きの文字が現れた。

【講演の準備のために昼から福岡に向かう。金曜の午後まで出張の予定だ。連絡してほしい。一之瀬】

　颯真の名前を見つけて、華奈はドキンとした。

「華奈さん」

　背後から麻衣に声をかけられ、華奈はビクリと肩を震わせた。

「な、なに？」

「その付箋、さっき一之瀬部長が貼っていったんです。なにか問題でもありましたか？」

　華奈は慌てて付箋をクシャッと握りつぶした。

「ううん、たいしたことない。ただの業務連絡」

「あ、そうなんですね」

　麻衣は自分のパソコンに目を戻した。麻衣の視線が外れ、それにホッとしている自分に嫌気を起こしながら、華奈は付箋をゴミ箱に捨てた。




　その日の夜、華奈はポロポロ涙をこぼしながら、レトルトのチーズクリームリゾットをスプーンでつついていた。リゾットを口に入れると、涙と混ざってしょっぱい。

（最初にちゃんと訊かなかった私がいけないんだ。『彼女はいるんですか？』ってたったひと言訊きさえすれば、麻衣ちゃんを裏切ることにはならなかったのに）

　悲しくて悔しくてやるせなくてどうしようもない。泣きながらリゾットを口に詰め込んだとき、スマホからメッセージの着信音が聞こえた。

　華奈は怯えたように身を震わせる。華奈と颯真のことを知った麻衣が、裏切りを責めるメッセージを送ってきたのでは……と。

　おそるおそるスマホを取り上げると、メッセージは健太からだった。

【仕事お疲れさま。俺は今から帰るところ。華奈は？】

　華奈はホッとしながら、涙を拭って返信を打つ。

【もう帰ってごはんを食べたところだよ。健太は遅くまでご苦労さま】

　リゾットの皿をキッチンに運び、洗って戻ってくると、健太からの返信が届いていた。

【さっそくだけど、明日の金曜、一緒に飲みに行こうよ。昼から本社に用事があるから、華奈の会社まで迎えに行ってもいいし】

　既読になってしまったし返事をしなければ、と考えているうちに、またスマホが電子音を鳴らした。

【明日は都合悪い？】

　これはもう行く流れになっている。華奈は小さくため息をついて【大丈夫】と返信した。健太からすぐにメッセージが届いてあっという間に場所と時間が決まる。華奈はスマホをローテーブルに置いた。もう泣くのにも考えるのにも疲れてしまった。

（こうなったら金曜は飲みまくって、健太に愚痴を聞いてもらおう。それだって私の本当の姿なんだから）

　華奈は半ばやけになり、シャワーを浴びて早々にベッドに潜り込んだ。




　そうして翌日。

　出社した華奈は、オフィスで麻衣の姿を見て、罪悪感と裏切られた悲しみをまた強くした。一方で、いけないと思うのに、まだ颯真を想う自分の気持ちを再確認して、胸が引き裂かれるように痛むのだ。

「麻衣ちゃん……おはよう」

「あ、華奈さん。おはようございます」

　麻衣はなんとも言いがたい複雑そうな表情で、問いかけるように華奈を見つめた。

（もしかして、私が颯真さんと関係を持ったって知ってしまったんだろうか）

　だが、それなら怒る方が自然だ。華奈はおそるおそる疑問の言葉を口にする。

「なにかあった……？」

「実はですね……一之瀬部長から今朝、電話があって、華奈さんが付箋のメモを読んだかどうかって、訊かれたんです」

「えっ」

「ただの業務連絡……じゃなかったんですか？」

　麻衣に探るように訊かれ、華奈の背中に嫌な汗が浮かぶ。

「え、し、仕事上の伝言だったよ！　金曜の午後まで出張するって！」

「そうですよね。じゃあ、なんでわざわざ私に訊いてきたんだろ」

　麻衣は首を傾げながら、ブツブツと続ける。

「まあ、今日の夕方には、帰ってくるみたいですから、問題があれば訊いてきますよね」

　最後は納得するように言って、麻衣はパソコンの電源ボタンを押した。

　麻衣に知られたわけではないことには安堵したが、颯真がなぜわざわざ麻衣に訊くなんて危険な真似をしたのか、華奈にはまったくわからなかった。




　その日もいつも通り、貿易関連の書類を作成したり、取引メールを送ったりして午前中の仕事を終えた。麻衣にランチに誘われ、二日連続で断れずになじみのメンバーでカフェに向かった。けれど、やっぱりまだ苦しくてつらくて、華奈は麻衣と離れた席に座った。

　ランチを食べ終えてコーヒーを飲んでいるとき、斜め前の席に座っていた麻衣が、身を乗り出してみんなにスマホを見せる。

「ね、これ見てください！」

「なになに？」

　華奈の前の席から、麻衣の同期の子がスマホを覗き込んだ。

「華奈さんも見てください」

　麻衣に言われてスマホを見ると、画面には動画共有サービスのアプリが立ち上がっていた。

「民間サミットの動画がもう公式ホームページにアップされていました！　今日の午前中の様子が見られますよ」

「えっ、じゃあ、一之瀬部長の講演の様子がアップされてるの？」

　梓が華奈の隣で、ぐっと身を乗り出して画面を見た。

「はい！　さっきちょっとだけ見ちゃいました！」

　麻衣が嬉しそうに言いながら再生ボタンにタップし、動画が始まった。最初に現れたのは、ダークグレーのスーツを着た六十代半ばくらいの男性だ。会場は一流ホテルの大広間で、男性は演壇に設置されたマイクの前に進み出た。民間サミットとはいえ、来場しているのはほとんどが外国人であるため、男性は英語で話し始める。

　華奈がチラッと麻衣を見ると、麻衣は颯真の登場を待っているのだろう。期待するようなまなざしで画面を見つめている。

『最初に特別講演を行うのは、家具・インテリア雑貨の輸入販売会社、株式会社フィーカの総合販売部部長、一之瀬颯真氏です』

　会場から拍手が起こって、颯真が左端の階段から演壇に上がった。ダークネイビーのスーツに白いシャツ、グレーがかった柔らかなブラウンのネクタイを締めている。彼はキビキビと歩いて中央に進み出た。

「さすが一之瀬部長、カッコイイ～」

　梓がため息交じりにつぶやいた。

　スマホの画面の中で、颯真がマイクに向かって口を開いた。流りゅう暢ちょうな英語が流れてくる。

『〝日本の家具・インテリア雑貨市場の現状と将来性〟というタイトルで、お配りした資料に基づいて進めて参ります。近年のマーケットは大きく動いており――』

「わー、なに言ってるのかわかんないけど、でもすごい～」

　麻衣の同期の子が感心したように言った。麻衣は目をキラキラさせて華奈を見る。

「カッコイイですよね！」

「え、あ、そうだね」

　華奈は麻衣からスマホへと視線をさりげなく移動させた。スマホでは、颯真が背後の大画面に表示されたスライドを示しながら、日本の家具とインテリア雑貨の市場について、概要を説明し始めた。

（本当、カッコイイ……）

　四百人近い聴衆を前にしても、緊張などみじんも感じさせない。堂々と自信に満ちていて、ときおりジョークを挟んで会場を沸かせている。

（颯真さん……）

　彼を見つめていると、胸が苦しくなってきた。小さくため息をこぼしたとき、麻衣が華奈に声をかける。

「この講演の原稿作り、華奈さんが手伝ったんですよね？」

「うん。でも、少しだけだよ」

「いいなー、すごいなー、さすがは華奈さん」

　麻衣につぶらな瞳で見つめられて、華奈は居たたまれない気持ちになった。

「私、そんなにたいしたことしてないよ」

　梓が言葉を挟む。

「私も一之瀬部長のお手伝い、できるものならしたいです」

　梓はうっとりとした表情で画面を見る。

「本当、ステキ。カッコよすぎだよ……」

　梓の言葉を聞いて、麻衣が誇らしげに胸を張る。

「でしょでしょー！」

　誰はばかることなく颯真を見つめ、目をキラキラ輝かせている麻衣を、華奈は羨ましい、と思ってしまった。

（ダメだよ、この気持ちは絶対に麻衣ちゃんに悟られないようにしなくちゃ）

　華奈はなんでもないふうを装いながらコーヒーを飲んだけれど、それでも、どうしても目の端で麻衣のスマホを見てしまう。スマホの中の颯真までの距離をとても遠く感じて、どうしようもなく胸が苦しい。

　しばらくして梓が言葉を発する。

「このまま一之瀬部長を眺めて目の保養をしたいところだけど……そろそろ行かないとマズイんじゃない？」

　夢中で動画を見ていた麻衣が、ハッとしたように顔を上げた。

「あ、そうだよね。ほんとだ。つい見惚れちゃった」

　そうして小さく舌を出す。そんな仕草が似合うのは、素直で愛らしい麻衣ならではだ。

「それじゃ、みなさん、あとは自分のスマホで見てくださ～い」

　麻衣はおどけた口調で言って、動画を終了した。

　華奈はわざとゆっくりと席を立ち、そうして会計を済ませて麻衣と離れて歩いていたが、オフィスビルのエントランスの手前で、麻衣が足を止めた。財布とスマホを持った手を胸に当て、なにか考えるようにしている。

　心配になって声をかけようとしたとき、麻衣は上目遣いでそっと華奈を見た。

「私……、華奈さんに訊きたいことがあるんです」

　麻衣の面持ちは深刻で、華奈はついに来たか、とドキリとした。胃の辺りが急激に冷たくなる。だけど、逃げるわけにはいかない。華奈は麻衣に向き直った。

「なぁに？」

「ちょっと待っててくださいね」

　麻衣は華奈に断り、残りのふたりに「すみません、先に帰っててください」と声をかけた。

「一時まであと十三分だよ～」

　そう言い残して梓たちがビルのエントランスに消えると、華奈は覚悟を決めて麻衣を見た。

「訊きたいことって、なにかな？」

「ごめんなさい。ここではちょっと……」

　麻衣が言って、辺りをキョロキョロと見た。オフィスビルのエントランスを挟むようにカエデの木が立っていて、木陰に人の姿がないのを確かめると、麻衣は華奈の腕を取る。

「あっちでお話ししましょう」

　木陰は春の明るい日差しが遮られていて、ひんやりとしている。あるいは、これから麻衣に訊かれることを想像して、華奈が背筋を寒くしているだけなのかもしれないが。

「華奈さん……」

　麻衣がおもむろに口を開いた。

「はい」

　華奈は思わず姿勢を正した。

「もし違ってたらごめんなさい。あの、颯真くんと付き合ってます？」

　ずばり訊かれて、華奈は下唇をキュッと噛んだ。

「華奈さん？」

　麻衣に下から顔を覗き込まれ、華奈は彼女の目を見ることができず、顔を背ける。

「ごめんなさい。知らなかったの。でも、だからって許されることじゃないのはわかってる」

　どくどくどくと心臓の音が耳の奥に響く。

「二回、そういう関係になってしまったけど……、でも、それっきりだから。私、一之瀬部長には連絡を取ってないし、付き合う気もないから」

　過去に二回。それが許される数字なのかどうかはわからない。そもそも許されることなどないのかもしれない。華奈は泣きたい気持ちをぐっとこらえて麻衣を見た。だが、その麻衣の表情を見て、華奈は息を呑んだ。

　麻衣は小さく口を開け、ぽかんとした表情をしている。

（え、ショックが大きすぎた？）

　純真な麻衣には正気を失うような裏切りだったのか。どうしたらいいのかわからず、華奈は左手を口元に当てた。華奈のうろたえた様子を見て、麻衣が数回まばたきをした。

「『過去に二回、そういう関係になってしまった』って、いったいどういう関係のことですか？」

「え、ど、どういうって……。あの、部長が麻衣ちゃんと付き合ってるって知らなくて、その……寝……ちゃっ……た……んだ」

　最後は消え入りそうな声になった。麻衣はまたまばたきをする。

「私、部長とは付き合ってませんよ」

「え？　ええーっ!?」

　今度は華奈がまばたきをした。

「私、一之瀬部長のことをうっかり颯真くんって呼んじゃって、ちゃんとその理由を説明しようとして……」

　途中で梓に会って話がそこで途切れたのを思い出したらしい。麻衣は小さく舌を出した。

「私、説明してませんでしたね」

「説明ってなにを？」

「実は颯真くんは私の従兄いとこなんです」

「従兄？」

　華奈は小さく口を開けた。

「はい。母の兄の長男が颯真くんです。私、就職活動で失敗しちゃって、就職先が決まらなくて……それで、なんていうか、颯真くんにちょっとお願いして……ちょうど貿易管理部の人が急に退職することになったから、雇ってもらえたんです……。でも、やっぱりコネ入社みたいで嫌だから、颯真くんと従兄ってことは秘密にしてもらってたんです」

「え、そ、そうなんだ」

　華奈は膝から力が抜けそうで、カエデの幹に手をついた。

「はい。華奈さんにはいつも優しく指導してもらって……華奈さんは私の憧れなんです。失望されたくなくて、黙ってました」

「え、あ……そ、そうだったんだ」

　華奈はついに立っていられなくなり、その場に座り込んだ。麻衣が華奈の隣にしゃがむ。

「颯真くんは自慢の従兄だし、華奈さんは憧れの先輩だし、ふたりが付き合ったらステキだな～って思ってたんです。だけど、付き合ってるわけじゃなかったんですか？」

「わかんない」

　麻衣を裏切っていたわけではなかったことに安堵したからか、涙が込み上げてきて、華奈はかすれた声で答えた。

「わかんないってどういうことですか？」

　麻衣に訊かれ、華奈は颯真の従妹いとこに話していいものか一瞬迷ったが、正直に口を開く。

「だって、〝好きだ〟とも〝付き合おう〟とも言われてないんだもん……」

「華奈さんは？」

「え？」

「華奈さんは颯真くんのこと好きなんですか？」

（麻衣ちゃんってストレートに訊きすぎ）

　華奈は膝に顎をうずめながら、誰にも言えずに心にわだかまっていた想いを声に出す。

「……好き、だよ」

「じゃ、私からのお願いです。颯真くんにそう言ってあげてください」

　華奈はガバッと顔を上げた。

「いくら麻衣ちゃんのお願いでも、それはできない。だって、颯真さんは望んでないんだから」

　麻衣は小さく首を横に振った。

「颯真くんって、見た通りイケメンで出世も早いから、モテるんです。私にしたら、羨ましい話なんですけど、『イメージだけで好きになられるのはしんどい』って言っていたことがあります」

「イメージ……？」

　華奈は小さく首を傾げた。

「はい。それに、誰にでも分け隔てなく優しいから、誤解されやすいみたいで。以前、洋服屋さんで売り場のコーディネートがよかったから、『こういうの好きですよ』って言ったら、店員にしつこくつきまとわれて、大変だったこともあるって言っていました。だから、軽々しく『好きだ』とか口にしないようにしているみたいです」

　麻衣はため息をついて続ける。

「そういうのにうんざりして、最近では本気で恋愛する気がなくなったみたいで、従妹としてはとても心配していたんです」

　颯真には超絶イケメンならではの事情があったようだ。けれどそれがわかったところで、彼が華奈を好きだとは限らない。なにしろ『忘れてくれるのなら、その方がいい』と言われているのだから。

　麻衣はぷっと頬を膨らませた。

「だからって大切な言葉はちゃんと声に出して言わなくちゃ伝わらないですよね。颯真くんってば、華奈さんから連絡がないからって、私がちゃんと付箋のことを伝えてないんだって疑ったんですよ！　華奈さん、なんとかしてください！」

「なんとかって……」

　麻衣は強い調子で言う。

「私、確信してるんです。颯真くんは華奈さんのことが絶対好きです。そうじゃなかったら、華奈さんが具合悪くて連絡できないんじゃないかとか、心配して電話してきませんよ！」

「でも……最初の夜を過ごしたあと、忘れてくれって言われたんだよ？」

　華奈はチラッと麻衣を見た。麻衣は難しそうな顔をする。

「むー。そんなこと言うはずないと思うんですけど。従兄だからかばうわけじゃありませんが、そんな人じゃないはずですし。それに仮に言ったとしても、それだったら二度目があるはずがありません」

「そうかなぁ」

　華奈はまた顎を膝にうずめた。確かにこの耳で聞いたのだ。

　麻衣の悲しそうな声が降ってくる。

「華奈さんは私と颯真くんが付き合ってるんだって思って、きっとすごくつらかったですよね。ごめんなさい。私がちゃんと説明すればよかったんですけど……。って、あれ？　これじゃ、私がふたりの恋路を邪魔したみたいですか？」

「え、そんなこと……」

　華奈が顔を上げると、麻衣はニコーッと笑った。

「じゃ、颯真くんに『好き』って言ってくれますよね」

「えっ、なんで」

「別に『好き』じゃなくてもいいですよ。『大好き』とか『愛してる』とかでも、想いを伝えてください」

　そう言って麻衣は嬉しそうに「きゃっ」と声を立てた。だが、すぐにブレスウォッチを見てさっと立ち上がる。

「華奈さん、そろそろ行かないと。午後の仕事の時間です」

「あ、うん」

　華奈はどうにか膝に力を入れて立ち上がり、麻衣とともにビルの自動ドアに向かった。エレベーターを待ちながら、バッグからスマホを取り出す。

　颯真の気持ちがどうであれ、華奈はやっぱり彼が好きなのだ。それを認識してしまった以上、健太とふたりきりで食事に行くことはできない、と思った。

　好きな人がいるので、たとえ友達とでも誤解されたくないから一緒に飲みに行くことはできないことを、華奈は正直に説明し、お詫びの言葉と一緒に送信した。
















第十章　想いを言葉にのせて













　華奈は仕事のあと、帰り支度をして九階に向かった。オンラインで社内掲示板の予定表を確認すると、颯真は昼過ぎの飛行機で大阪に戻ってきて、出社しているという。

（颯真さんは私のことをどう思っているんだろう……。来る者拒まず、去る者追わずの軽い女？　それとも大人の関係として付き合うには最高の女……？）

　そうではないことを願うのに、悪い想像ばかりして、気持ちが萎なえそうだ。

　華奈はしばらく総合販売部のドアの前に立っていたが、このままではいけない、と意を決してノックした。

「失礼します」

　華奈はドアを開けて一歩中に入り、奥の部長席を見た。颯真はデスクにはおらず、オフィスには何人か社員は残っているが、見回しても彼の姿はなかった。華奈は入口に一番近い席にいた男性社員に声をかける。

「すみません、一之瀬部長はまだお戻りじゃないですか？」

　入社したてと思しき真新しいスーツに身を包んだ彼は、ピッと背筋を伸ばして答える。

「は、はい！　広報の方に呼ばれて第二会議室に行かれています」

「ありがとう」

　華奈はドアを閉めて総合販売部を出た。

　会議室の使用予定表を思い出したが、今日は第二会議室に予約は入っていなかったはずだ。重要な会議が開かれているわけではないだろう。相手が広報部の社員ということは、社内報のインタビューかなにかかもしれない。

　華奈は第二会議室の近くで颯真を待つことにした。廊下の奥に自動販売機コーナーがあるので、そこを目指す。第二会議室の前を通りかかったとき、ドアが少し開いているのに気づいた。通り過ぎようとしたら、中から女性の声が漏れてくる。

「お願いします。私の気持ちを受け止めてください！　好きなんですっ」

　絶叫に近いその声を聞いてしまい、華奈は思わず足を止めた。およそ会議室でするような会話ではない。

　女性の訴えるような声が続く。

「私っ、一之瀬部長にならなにをされてもいいんです。本当です！」

（あっ）

　華奈は両手を口に当てた。中にいるのは颯真と広報部の社員という話だった。止めに入るか。それとも、素知らぬふりをしてドアを開けて、「あれ、会議室、使用中でした？」とでも言ってとぼけようか。

　迷っている間に、颯真の冷静な声が聞こえてきた。

「やめなさい。そんなことをしても、俺がキミを好きになることはない」

「だったら……私っ、一之瀬部長にひどいことをされたってみんなに言いふらします！」

「そんなことをしたら、キミは俺以上に傷つくことになる。やめておきなさい」

　直後、勢いよくドアが開いて、梓が飛び出してきた。目に涙を溜め、ペールブルーのブラウスのボタンがいくつか外れていて、レーシーな下着が見えている。

　梓は華奈に気づいて一瞬ギョッとしたが、すぐに泣き声を上げて華奈に抱きついた。

「華奈さん～！　聞いてください！　一之瀬部長がひどいんです。こんなっ、こんなことを私にっ！」

　目を涙で潤ませ、すがるように華奈に訴えた。そのときドアが開いて、颯真が出てくる。

「村上さん」

　颯真の声を聞いて梓はハッとしたように顔を上げ、見る見る顔を赤くした。そしてそのまま廊下を走り出す。

（梓ちゃんをこのままにしてはおけない！）

　華奈は梓のあとを追って走り出した。

「華奈、待て！　違う！」

　颯真の声が追いかけてきたが、華奈は「来ないでください！」と叫んで走り続けた。七センチヒールのパンプスは走りにくく、エレベーターホールに着いたときには、梓の乗ったエレベーターのドアが閉まりかけていた。

「ダメ！」

　華奈は今にも閉まろうとしていたドアの隙間に腕を入れた。ドアが再び開き、エレベーターの中では、梓が隅に身体を押しつけて震えている。華奈は乗り込んで閉ボタンを押した。

「梓ちゃん、ちゃんと服を直そう」

「嫌です。私、一之瀬部長にされたことを人事部長に訴えに行きます！」

「梓ちゃん……」

　華奈は梓を落ち着かせるようにゆっくりと話しかける。

「梓ちゃん、ごめんね。会議室の前を通りかかったとき、ドアが少し開いてて、話が聞こえたんだ。だから、一之瀬部長が梓ちゃんになにもしてないことは、私が証言するよ」

「えっ……」

　梓は肩を落とした。そもそも梓に呼び出されて会議室に行った時点で、颯真は密室にならないようにドアを開けておいたのかもしれない。

「あーあ、ついてないの」

　梓はふて腐れた声で言って、ブラウスのボタンを留め始めた。いつの間にか目はすっかり乾いている。

　エレベーターがゆっくりと下降し始め、一階に到着する。

「梓ちゃん」

　華奈は梓の肘を軽く持って彼女を促し、昼間、麻衣と会話をしたカエデの木陰に向かった。

「なんなんですか？」

　梓はぶっきらぼうに言った。それが強がっているように見えて、華奈は横から梓の肩を両手で抱いた。

「泣いてもいいんだよ」

「は!?」

　梓の声が高くなる。

「好きな人に振り向いてもらえないとつらいよね」

「そんなこと、華奈さんに言われたくないですっ。華奈さんなんて、恋愛で苦労したことなんかないでしょう!?　見え透いた同情なんて欲しくありませんっ」

　梓が顔を背け、華奈は穏やかな声で言う。

「そんなことないよ。こう見えて私、今までに付き合った男性とは、振られて終わってるの。そのうちのひとりには誕生日に手切れ品を渡されたんだよ。ほんとに最低な振られ方でしょ」

「嘘」

　梓が横目で華奈を見た。

「ほんとだよ。こんな恥ずかしい嘘なんかつかないよ」

　華奈の目をじぃっと見る梓に、深くうなずいてみせた。

「好きな人に想いが届かないって、悲しいよね」

　華奈は梓の肩を抱いたまま空を見上げた。もう夕焼けが終わって、空は深い藍あい色いろへと染まり始めている。梓の髪に頬を寄せたまましばらくそうしていると、梓が唸うなるような声を出した。

「うー……ううっ」

　それが嗚咽だと気づき、華奈は梓をギュッと胸に抱いた。梓は華奈にしがみつき、声を押し殺して泣き出す。華奈は彼女が落ち着くまで、ずっと抱きしめていた。




　どのくらい時間が経っただろうか。すっかり空が暗くなり、夜空とオフィス街の明かりのコントラストが鮮やかになった頃、梓はおずおずと身体を離した。

「華奈さん……すみません」

「いいよ。私は大丈夫。梓ちゃん、少しは落ち着いた？」

「はい」

　梓は鼻をグスグスさせながら首を縦に振った。華奈はバッグからポケットティッシュを取り出して、梓に渡す。

「ありがとうございます」

　梓は一度鼻をかんでから、沈んだ声で言う。

「私……一之瀬部長にあんな迷惑をかけちゃって……クビになるでしょうか」

「どうかな。正直に反省した気持ちを伝えたら、一之瀬部長ならわかってくれると思う」

「だといいんですけど……」

　梓が頼りなげに言った。

「私も一緒に行こうか？」

　華奈の申し出を聞いて、梓が首を横に振る。

「いいえ……。私が自分で撒いたタネですから、自分でちゃんと後始末をします」

「そっか。梓ちゃんは偉いね」

「そんなことないです」

「あるよ。私なんか、現実に向き合う勇気がなくて、好きな人に大切な言葉を伝えられてないし、人生三度目の失恋の瀬せ戸と際ぎわだもん」

　梓がパチパチとまばたきをして、涙がまつげで光った。

「人生三度目？　華奈さんって私より恋愛経験少ないんですね、意外」

「ほっといて～」

　華奈がおどけてみせると、梓はふふっと笑みをこぼした。

「会議室を出て最初にぶつかったのが、華奈さんでよかったです。私、とんでもない過ちを犯すところでした」

　梓は頭を下げた。

「これから一之瀬部長のところに行ってきます」

　華奈がうなずき、梓はエントランスへと歩き出した。後輩の姿を見送り、華奈はカエデの木の幹に背中を預ける。

（今日は嵐のような一日だった）

　颯真と寝たことを麻衣に責められるのだとビクビクしていたのに、実は誤解だったとわかった。そのことは嬉しかったが、麻衣に『〝好き〟って言ってあげてくれますよね』なんて言われてしまった。

『別に〝好き〟じゃなくてもいいですよ。〝大好き〟とか〝愛してる〟とかでも、想いを伝えてください』

　直後に麻衣に言われた言葉を思い出して、華奈は苦い笑みを浮かべる。

（『忘れてくれるのなら、その方がいい』って言われてるのに、〝大好き〟とか〝愛してる〟とか、そんな言葉、言えないよ……）

　自分の正直な気持ちと向き合う決心をしたのに、やっぱり怖い。

　華奈が重いため息をついたとき、芝生に誰かが入ってきた。顔見知りなら挨拶をしようかと思って目をこらした華奈は、相手が健太だったので驚いた。

「えっ、健太!?」

「華奈」

　健太は華奈の前に歩み寄った。ネイビーのスーツ姿で、両手をポケットに突っ込んでいる。

「どうしたの？　もしかしてメッセージに気づかなかった？」

　華奈は木の幹から身体を起こそうとした。だが、それより早く、健太が華奈を囲うように顔の横に両手をついた。

「気づいたよ」

　彼の声は低かった。横から街灯の明かりに照らされた彼の顔は、激しい怒りをたたえているように見えて、華奈は反射的に身をすくませる。

「じゃ、じゃあ、いったいどうしたの？」

「華奈のこと、俺はやっぱりちゃんとわかってなかったな」

「なにが？」

「ああやってドタキャンするのは俺を焦じらすためなんだな」

「え、違うよ。本当に悪いと思って……」

　健太が華奈に顔を近づけた。すぐ前で健太が目をぎらつかせる。

「華奈は強引なのが好きなんだよな。人前でキスされないと燃えない、そういう女だったんだ。なんならここで最後までヤるか？　誰かに見られるかもしれないってのは、さぞ興奮するんだろうな」

「健太……」

　華奈は心底悲しい気持ちで彼の名前をつぶやいた。

（彼がこんなふうに変わってしまったのは、私と付き合ったからだ。私と付き合わなかったら、周囲の人たちからひどいことを言われてプライドが傷つくこともなかったはずなのに……）

　華奈の目から涙がこぼれた。

「そういう演技は、相変わらずうまいもんだね」

　無理やりキスされたあと、『信じてほしい』と健太に何度も泣いて頼んだ。それでも彼が信じてくれなかったのは、あのときも、今も同じだ。

　健太の手が華奈の顎を掴んだ。その力の強さに痛みと恐怖を覚える。

「やめて、お願い」

「それも男を煽あおるための演技なんだよな？」

　健太の顔が近づいてきて、華奈は力の限り両腕を突っ張り、彼の胸を押しやろうとした。だが、男性の力には敵わない。彼の唇が迫り、華奈は必死で顔を背けようとした。唇に彼の息がかかり、目をギュッとつぶる。

（もうダメ）

　諦めかけた直後、華奈の顎を掴んでいた健太の手が緩んで離れた。

（なに……？）

　おそるおそる目を開けると、健太は驚いた顔で背後を見ようと首を捻じっていた。そしてその健太の肩を、目を怒らせた颯真が後ろから掴んでいる。

「なにやってる」

　颯真は健太の肩を掴む手にギリッと力を込めた。健太が痛そうに顔を歪ゆがめる。

「あんた……誰だ……」

「華奈に惚れてる男だよ」

　颯真は健太の肩を押しやり、華奈をかばうように前に立った。

「へえ……これはまたすごいイケメンだな」

　健太は嘲るように笑った。

「なるほど、手が込んでる。俺をその気にさせてドタキャンし、こうやってピンチを演出して本命に助けてもらうってわけだな。これはもう恐れ入るしかないな」

　颯真が厳しい口調で言う。

「あんた、俺の話をちゃんと聞いてたか？　俺は『華奈に惚れてる男だ』って言ったんだ。『華奈が惚れてる男』じゃない」

「な……」

　健太が言葉に詰まった。

「それに言わせてもらえば、華奈はくだらない〝演技〟はしない。あんたのことにはまったく興味はないが、その思い込みだらけの思考回路をなんとかするよう、同じ男として忠告する。今後、性しょう懲こりもなく華奈を侮辱したりしてみろ。俺が黙っちゃいないからな」

　長身の颯真が一歩健太に近づくと、その迫力に健太は後ずさった。

「わ、悪かったよ……。俺の出る幕じゃないようだし、退散するよ」

「二度と華奈に近づくな」

「わ、わかった」

　健太がそう言ってそそくさと姿を消すと、颯真は大きく息を吐いた。

「華奈も大変だな」

　颯真は言って振り返った。華奈が不安とショックから目に涙を浮かべているのを見て、彼女の肩に手を回す。

「送っていく」

「あ、りがとうございます」

　華奈はこぼれそうな涙を拭った。

（あんな健太、見たくなかった。再会したときは、付き合う前の友達だった頃に戻れたみたいで嬉しかったのに）

　だが、それこそ彼の演技だったのだろう。

　颯真に肩を抱かれたまま、華奈は地下の駐車場に案内された。彼がＳＵＶの助手席のドアを開けてくれる。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　華奈は座席に座ってシートベルトを締めた。颯真が運転席に乗り込んでエンジンをかける。この前と同じジャズが流れてきて、華奈はなぜだかホッとした。

「出発するよ」

　颯真はシートベルトをしながら言った。

「はい」

　車がゆっくりと動き出し、華奈は座席に背を預けて、ほうっと息を吐く。駐車場から地上に出て、公道の流れに乗ったところで、口を開いた。

「あの、梓ちゃん……村上さんのことですけど」

「ああ、ふたりを探してロビーに下りてきたときに会ったよ。華奈に説得されたって言ってた。ありがとう」

「梓ちゃんをどうするんですか？」

「どうもしない」

　たぶんそういう返事が来るだろうと予測はしていたものの、彼の口からそれを聞けて華奈はホッとした。

「部長を好きすぎて余裕がなくなっちゃったんだと思います。正気に戻ってから、すごく後悔してましたから」

「そうみたいだね。華奈のおかげで大ごとにならなかったし、今まで通り仕事をしてくれたら、それでいいって返事をした」

「よかったです」

　颯真が怒りのこもった声になって言う。

「それにしても、なんだったんだ、あの男は」

「彼が……前にお話しした大学時代の初彼です」

「あいつがか」

「彼がまさかあんなことをするなんて思わなくて……。助けてくれてありがとうございました」

「惚れてる女を助けるのは当たり前だ」

　華奈の口元に苦い笑みが浮かぶ。

　健太に『華奈に惚れてる男だ』と言ってかばってくれたことは嬉しかったが、今はもう健太はいないのだ。

「もう、そんなふうに言ってくれなくていいですよ」

「それはどういう意味？」

「だって、私たちって身体だけの関係、だったんですよね？」

　そのとき信号が赤になって、颯真がブレーキを踏んだ。

「華奈」

　強い口調で名前を呼ばれ、華奈はビクッと肩を震わせた。

「華奈、俺を見て」

　華奈は膝の上にのせた手をギュッと握って、自分の拳を見つめた。

『忘れてくれるのなら、その方がいい』

　その言葉が引っかかって、彼の顔を見ることができない。

「華奈に惚れてるって俺の言葉、信じられない？」

　彼の声に悲しみが混じった。その言葉に過去の記憶が呼び起こされ、華奈の胸がズキンと痛みを訴える。

（私も健太に信じてもらえなくて、悲しかった。つらかった。でも……）

　華奈は思い切って颯真を見た。

「それなら、どうして『忘れてくれるのなら、その方がいい』って言ったんですか？　部長と過ごした一夜を忘れてくれた方がいいって言われたから、私、恋人にはなれないんだと思ってたんです」

「ん？　ちょっと待て」

　颯真は記憶をたどるように少し黙ってから口を開く。

「あれは……別れて間もないから難しいかもしれないけれど、佐脇課長のことを『忘れてくれるのなら、その方がいい』って意味で言ったんだ。そうして俺と新しい恋を始めてくれたらなって思っていた」

「ええっ!?」

　華奈は彼にそう言われたときのことを思い出そうとした。




『昨日のことだけど――』

『大丈夫ですから、私』

『本当に？』

『はい』

『そうか……。忘れてくれるのなら、その方がいい』




「もしかして……『昨日のことだけど』っていうのは、部長との一夜ではなく、課長に振られたこと、だったんですか？」

「そのつもりだったけど……伝わってなかったか」

　こくこくと華奈がうなずくと、颯真は左手で前髪をくしゃりと掻き上げた。そうして真っ直ぐに華奈を見つめる。

「恋愛が面倒になって一歩引いているせいか、本気で恋愛をしない男だって噂されているのは知っている。そのせいで、俺はさっきの男や佐脇課長よりも軽い男に見えるかもしれないが、華奈への気持ちは本気だ」

　秀一郎に『軽い女』扱いされたことがあれほど嫌だったのに、彼と同じことを颯真に対してしてしまっていた。その事実に華奈は打ちのめされる。

「ごめんなさい。私、謝っても謝りきれないくらい、ひどい間違いをしていました。自分が傷ついたのと同じことを、颯真さんに対して……」

　華奈の唇に颯真がそっと左手の人差し指を立てて当てた。

「だから言っただろ。俺たちは『同じように感じ合える』って」

　温もりのこもったその声を聞いて、華奈は目が覚めるような思いだった。『同じように感じ合える』のは身体のことだけではなかったのだ。心が感じていることも同じようにわかり合える、そういう意味だったのだ。

　信号が青になって、車がゆっくりと動き出す。

「華奈が一度も連絡をくれなかったのは、その誤解のせいだったんだな」

「そうです……」

　華奈は恥ずかしくなって膝の上で重ねた手に視線を落とした。

「でも、実はそれだけじゃないです。麻衣ちゃんが颯真さんの従妹だって知らなくて、颯真さんは麻衣ちゃんと付き合ってるんだって思い込んでました」

　颯真は苦笑をこぼした。

「よりによって麻衣とか。赤ちゃんの頃から知ってる、妹のような存在なのにな」

「ごめんなさい！」

　華奈は颯真の顔が見られず、自分の手を見つめたまま頭を下げた。颯真は左手を伸ばして、華奈の手を一度軽くなでる。

「それじゃ、さっきのヤツに『華奈に惚れてる男だ』って言ったけど、華奈の恋人だって堂々と宣言してもよかったんだな」

　華奈はそっと運転席を見た。

「私なんかのために……本当にそんなふうに思ってくれてるんですか……？」

　それは疑問というより確認の言葉だったが、颯真が真顔になる。

「まだ俺の言葉が信じられない？」

「原因は颯真さんじゃなくて、私なんです。自分に自信が持てないっていうか……」

　颯真の目つきが鋭くなったのが、助手席から見ていてもわかった。華奈が煮え切らない態度なので、気を悪くしたのかもしれない。

（どうしよう……）

　せっかく彼と気持ちが通じ合えたと思ったのに。けれど、秀一郎と健太に投げつけられた言葉の数々が、胸に巣くって華奈を不安にするのだ。

（どうすればいい？）

　謝る？　もう一度説明する？　それとも傷ついた過去は自分でどうにか乗り越える？

　迷っていると時間が経つのが早い。もう前方に華奈のマンションが見えてきた。建物裏にある来客用の駐車場に停車して、颯真が言葉を発する。

「あれこれ難しく考えるからダメなんだろうな」

　華奈はおずおずと颯真を見た。彼はシートベルトを外して助手席を向く。

「華奈」

「はい」

　颯真は大きく息を吸って、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「好きだ」

　その言葉は真っ直ぐ華奈の心に響いた。彼のまなざしは強くて揺るぎなく、ただ一いち途ずに華奈を見つめている。

「華奈は？」

　華奈も同じように彼を見つめる。

（難しく考えちゃダメなんだ）

　その想いのままに口を動かす。

「好きです。大好き」

　言えなかった、言わなかった想いを言葉にすると、ほんの少し心が軽くなる。なぜそうしなかったのか不思議なくらいだ。

「俺も、大好きだ」

　互いに見つめ合いながら、ゆっくりと唇を触れ合わせる。今伝えたばかりの気持ちをもう一度伝えるように、互いの心に触れるように、想いを込めてキスを交わす。

「華奈」

　華奈の後頭部に彼の手が回され、キスが深くなった。下唇を甘く吸われて、華奈の腰にビリッとした刺激が走る。

「颯真さ……」

　吐息交じりの声で名前を呼ぶと、彼が身体を起こし、熱情のこもった声で華奈の耳にささやく。

「俺に愛されてるんだって華奈が自信を持てるくらい、甘やかしてあげる。不安にならないくらい、たっぷり愛してあげる。そして俺に溺れて」

　耳たぶにキスが落とされ、続いて首筋へ、鎖骨へと彼の唇が移動する。その甘美な刺激に、華奈はここが駐車場だということを忘れそうになるくらい、彼の言葉に、声に、熱に溺れ始めていた――。
















第十一章　主導権は奪えない













　それから一週間後の土曜日の夕方、華奈は大阪駅の近くにある高級ホテルのラウンジで、コーヒーを飲みながら颯真を待っていた。彼が『華奈が主任に昇進したお祝いをしたい』と言って、二十階にあるフレンチレストランを予約してくれたのだ。だが、早く着きすぎてしまったので、ラウンジで彼を待つことにした。時計を見ると予約の時間まで、まだ二十分ある。

（早く颯真さんに会いたいな）

　華奈がほうっと息を吐いたとき、前のソファに誰かがどっかと腰を下ろした。

（颯真さん？）

　華奈は顔を時計から前に向けて思わず目を見開いた。前の席に座っていたのは、カッチリしたネイビーのスーツを着て、不機嫌そうな顔をした秀一郎だったのだ。

「佐脇課長!?」

「まさかこんなところで華奈に会うなんてね」

「こんにちは」

　華奈は驚きながらも、座ったまま小さく頭を下げた。秀一郎は華奈の全身をさっと確認した。今日の華奈は、セミロングの髪をカールさせて、華やかに見えるダウンスタイルにアレンジしている。身につけているのは、袖がレースになった黒のシックな膝丈のワンピースだ。

「そんな服、どこで売ってるんだ？　品がなくて目立ってるぞ。夜の商売にでも行くつもりか？」

　今着ているワンピースは、三歳年下の妹に見立ててもらったものだ。それをそんなふうに言われて、華奈は膝の上で両手をギュッと握った。

「俺ならお断りだが、一之瀬部長と付き合うならそのぐらいがちょうどいいか。なにしろ、おまえたちはやることが派手だからな」

「……どういう意味ですか？」

　華奈の問いかけに、秀一郎は小馬鹿にしたように笑って答える。

「先週の金曜日、部長に肩を抱かれて一緒の車に乗り込んだそうじゃないか。総務部の子たちが目撃していたぞ」

「えっ」

　華奈は小さく声を上げた。颯真が健太を撃退してくれたあと、ふたりで駐車場に行くところを、フィーカの社員に目撃されていたとは。

「ま、人前でイチャイチャしたいのなら、好きにすればいい。みんな噂してるぞ。どうせ長続きしないだろうってな」

　華奈は唇を引き結んだ。颯真に対する華奈の気持ちは真剣だし、彼も同じ気持ちだと信じている。それなのに、そんなふうに思われているのだとしたら、とても悲しい。

「せいぜいがんばることだ。捨てられて惨めな思いをするのは、華奈、おまえなんだしな」

　秀一郎が立ち上がろうと腰を浮かせかけたときだ。黒いスーツを着た男性の手が、背後から肩を押さえつけた。ソファに押し戻され、秀一郎は険しい表情で相手を睨み上げる。

「なにをする――」

　文句を言いかけて、秀一郎は息を呑んだ。

「い、一之瀬部長」

　颯真は秀一郎の肩をぐっと押さえたまま、にこやかすぎるほどの笑顔で口を開く。

「まさかこんなところで佐脇課長に会うなんてね」

　ほんの数分前の自分と同じ口調で颯真に言われて、秀一郎の顔が見る見る青ざめる。

「ほ、本当ですね。いやー、まさかこんなところでお会いするとは」

　秀一郎は取り繕つくろうように笑ったが、頬が引きつっている。颯真は笑みを崩さず、秀一郎の耳元で押し殺した声を出す。

「思いもしなかった？　でも、キミは俺と華奈が付き合っていることを知っているようだったが。華奈が誰かを待っているのなら、その相手は俺だという想像力は働かなかったのかな」

　秀一郎の顔がさらに引きつった。

「いえ、それは……」

「ちなみに、さっき言ってた『みんな』って具体的には誰のことだ？」

「え？」

　秀一郎が戸惑ったように眉を寄せた。

「俺と華奈が『長続きしないだろう』って噂している『みんな』のことだよ」

「そ、それは、具体的に誰というより、私が小耳に挟んだ程度と言いますか……」

　秀一郎は言葉を濁したが、颯真の顔から笑みが消えたのに気づいて、今度は華奈を引き合いに出す。

「いや、一之瀬部長なら、もっとふさわしい女性がいるということですよ。華奈はこの通り若じゃく輩はい者ものの未熟者ですし、部長にはもったいない……あ、いや、華奈に部長はもったいないということでして」

「確かにもったいなかったな」

「そうでしょう？」

　秀一郎がホッとしたように言い、華奈は信じられない気持ちで颯真を見た。

（颯真さんも……本当は私じゃ颯真さんには釣り合わないって思ってたの……？）

「――確かに佐脇課長に華奈はもったいなかった」

　颯真の言葉を聞いて、華奈は泣き出しそうになった。秀一郎は「えっ」と声を発し、颯真は彼をじろりと睨んで言う。

「俺は今、ありったけの自制心を働かせて、キミのネクタイを掴んで締め上げるのを我慢している」

「ぶ、部長」

「颯真さん！」

　華奈が声をかけ、颯真は華奈を見た。目が合って彼は表情を緩めたが、すぐに厳しい表情で秀一郎に視線を戻す。

「プライベートな時間だから今回は大目に見るが、会社でも――それから今後はプライベートな時間でも――こうした横暴な態度を取るのなら、キミが今の地位にふさわしい人間なのかどうか、上層部で再検討させてもらう。構わないね？」

　颯真の口調は険しかった。秀一郎は落ち着かない様子で目をキョロキョロさせてから、口の中でもごもごと返事をする。

「はい……今後は気をつけます……」

「それで？」

　颯真は問いかけるように秀一郎を見て、華奈の方に顔を傾けた。秀一郎はゴクリと唾つばを飲み込み、華奈を見る。

「数々の無礼、許してくれ。俺と別れてすぐに部長と付き合い始めるなんて……。逆に俺が踏み台にされたようで腹立たしかったんだ。すまなかった」

　神妙な面持ちで頭こうべを垂れた。

「それと、もうひとつ」

　颯真は秀一郎に顔を近づけて言う。

「華奈のことを〝華奈〟と呼んでいいのは俺だけだ。気をつけろ」

　今までで一番怒りのこもった低い声を聞いて、秀一郎は小さく身震いをした。

「も、申し訳ありません」

　秀一郎が頭を下げ、颯真は彼の肩から手を離した。

「もう行って構わない」

　秀一郎は弾かれたように立ち上がり、一礼すると「部長、どうぞ」と颯真に両手でソファを示した。

　直後、華奈の後ろの席から女性の声が聞こえてくる。

「佐脇さん」

　華奈が振り返ってみると、黒いワンピースを着た女性がソファからすっと立ち上がった。落ち着いたブラウンの艶やかなストレートヘアの女性で、切れ長の二重が大人っぽい。華奈より少し年上のようだ。

　秀一郎が驚いたように目を見張った。

「わ、綿わた貫ぬきさん！」

　綿貫、と呼ばれたその女性は、ゆっくりと歩いて秀一郎に近づいた。

「もういらっしゃってたんですね」

　秀一郎が気まずさを消そうとするかのように、大きな笑みを作って言った。

「はい。さっきから――」

　綿貫はすぐ左側に座っている華奈を見て問いかける。

「このワンピース、同じブランドのですよね？」

　綿貫が左手で自分のワンピースの肩に触れた。それは袖だけでなく胸元もレースになっているワンピースで、華奈には見覚えがあった。妹とショップに行ったとき、颯真とのデートに着る服の候補として妹が挙げてくれたが、華奈が選ばなかったものと同じデザインだ。

「あ……そうみたいですね」

　華奈の返事を聞いて、綿貫は秀一郎ににっこりと微笑みかける。

「このワンピースは私が働く会社で取り扱っている商品なんです」

「えっ」

　秀一郎の顔から血の気が失せた。

「佐脇さんは父の会社の優秀な方だとおうかがいしていましたが、このワンピースをあんなふうに言われるなんて心外です。私こそあなたとのお付き合い、お断りさせていただきます」

　彼女はきっぱりと言った。華奈と颯真に向き直り微笑むと、「失礼します」と軽く会釈して歩き出す。

「綿貫さん、ちょっと待って。どうか考え直してください」

　秀一郎に声をかけられ、綿貫は立ち止まって振り返った。

「考え直すもなにも、私たち、まだ始まってもいませんよね。父がお節介を焼いて、『会社の独身の部下を紹介する』なんて言うから、三週間前にお会いしただけです」

　綿貫は言って、さっさと歩き出した。秀一郎は右手をわずかに持ち上げたが、彼女がラウンジを出ていったのを見て肩を落とした。しばらくそうしていたが、ラウンジにいる人々の視線が――あからさまにではないけれども――彼に注がれているのに気づいて、顔を赤くして出ていった。

「綿貫さんって、聞き覚えのある名前だと思ったら、専務のお嬢さんだな」

　颯真が言い、華奈は彼を見た。

「あ、そっか、綿貫専務の……」

　五十代後半の専務の顔を思い浮かべ、華奈は強気な口元が似ている、と思った。

「専務から、娘さんがアパレル会社に勤めているって聞いたことがある」

「それなのに……そのブランドの服をあんなふうに言っちゃったら……」

　華奈の言葉を颯真が引き継ぐ。

「関係を修復するのは難しいだろうな」

「ですよね……」

　華奈はラウンジの外に目を向けた。出入口のガラス戸の向こうに、途方に暮れたように立ち尽くす秀一郎の姿が見える。

　綿貫は、父親にすすめられて三週間前に秀一郎と会ったと言っていた。秀一郎は出世に有利だと考えて、華奈から綿貫に乗り換えようとしたのかもしれない。いずれにしろ、あれだけ自信たっぷりで横柄にも思えた彼の背中が、今は哀あい愁しゅうを漂わせていて、華奈はなんだか気の毒になってきた。

「――気になる？」

　颯真に声をかけられ、華奈は視線を颯真に戻す。

「気になるというか、あんな課長、今まで見たことがなくて」

「少しは勉強になったんじゃないか。普段見えている部分だけで、その人のすべてがわかるわけじゃないってね」

「そうですね」

　秀一郎に振られてから……本当にそのことを痛感してしまう。華奈が考え込みながらコーヒーを飲んだとき、颯真がもの問いたげな視線を華奈に送った。

「俺以外のことを考えてるのか？」

　彼に訊かれて、華奈はカップをソーサーに戻した。

「んー、いろいろです」

「ふぅん。俺以外のことをいろいろと考える余裕があるってことなんだな」

　不満げに言われて、華奈は慌てて口を開く。

「え、あっ、そうじゃなくて。颯真さんはすごくモテるから、その噂だけでずっと苦手意識を持ってたんです。だけど、颯真さん自身のことをちゃんと見てなかったなって反省してましたっ。だから、主に颯真さんのことを考えてました！」

　颯真は右手を口元に当てて、小さく笑みをこぼした。

「必死で言い訳をする華奈もかわいい」

「言い訳じゃないですっ」

　華奈が顔を赤くして反論すると、颯真は声を出さずに肩を震わせて笑い出した。

「もぅ……」

　華奈は頬を膨らませて、コーヒーカップに口をつけた。最後の一口を飲んでソーサーに戻す。

「そろそろ行こうか。予約の時間になる」

　颯真はテーブルで会計を済ますと、立ち上がって華奈に左手を差し出した。

「そのワンピース、よく似合ってる」

「ありがとうございます。颯真さんにそう言われると嬉しいです」

　華奈は礼を言いつつ、頬が熱くなるのを感じた。颯真はさりげなく彼女の腰に左手を回し、レストランのある二十階に繋がるエレベーターへと向かう。

「今日のために選んでくれたの？」

　華奈は小さくうなずいた。エレベーターのドアが開くと、二十階のボタンを押して、颯真は華奈の耳にささやく。

「すごくキレイだ」

　髪に口づけられて、華奈の頬がますます赤くなった。

「だけど、残念なのは……俺より先に佐脇が華奈のワンピース姿を見たってことだ」

　颯真はおもしろくない、と言いたげな表情だった。

　どこにいても誰もが振り返るようなイケメン上司が、華奈のために嫉妬している。そのことに華奈はこそばゆい思いで口元をほころばせた。

「どうして笑うんだ」

　彼の口調がますます不満そうになり、どうしようもなく笑みが込み上げてくる。

「だって、颯真さんみたいな人が私なんかのためにそんなふうに思うなんて……」

「わかってないな」

　颯真は小さくため息をついて続ける。

「華奈だからだ。華奈だから独り占めしたいって思う。華奈だから、こんなにも簡単に自制心をなくしてしまう――」

　颯真が言いながら華奈の顎をつまんだ。熱っぽく見つめられ、華奈の鼓動が速くなる。颯真が華奈を見つめたまま、そっと顔を傾けた。少し開いた彼の唇に吸い寄せられそうになるが、いくらふたりきりとはいえ、エレベーターの中だ！

「そ、颯真さん、監視カメラがあるはず――」

　華奈の唇に、颯真はそっと人差し指を立てて当てた。

「うん、あやうく自制心が吹っ飛びかけた」

　そう言いながらも颯真が軽く声を上げて笑うので、華奈は頬がカーッと熱くなった。

「からかいましたね!?」

「華奈があんまりかわいいからね」

　颯真にニヤッとされて、華奈は頬を膨らませた。とはいえ、彼の仕草や言葉にドキドキさせられてしまうし、それを嫌じゃないと思うのだ。




　エレベーターを降りてすぐのところに、モノトーンを基調にした落ち着いた雰囲気のレストランがあった。

（わー、おしゃれ）

　颯真に促され、華奈は先に店に入った。店内は外観と同じく白と黒で統一されていて、照明が柔らかな光を投げかけている。広々としたダイニングには三十ほどテーブル席があって、開店して三十分も経っていないのに、すでに食事を楽しむ人で賑わっていた。

　颯真が案内係に名乗ると、ふたりは奥の窓際のテーブル席へ案内された。テーブルは夜景を楽しめるよう、窓に対して菱形に配置されている。案内係が椅子を引いてくれたので、華奈は颯真の左側の席に腰を下ろした。

　天井まで届く大きな窓からは街の景色が広く望める。夜を迎えた空にオフィスビルや商業施設の明かりが鮮やかに映えていた。

「こちらがお料理のメニューでございます」

　ディナーは三種類のコースから選べるようになっていた。それぞれのメニューは、フランス語と日本語で二段書きされている。

「華奈のお祝いだから、好きなものを頼んでいいよ」

「ありがとうございます」

　華奈はメニューにさっと目を走らせた。

（この『オマール海老のロティ』っていうのにも惹かれるし、メインには牛肉を食べたいな。でも……）

　さすがに高級ホテルに入っているレストランだけあって、一番安いコースでさえ、ため息をつきたくなるような値段だ。

（私が主任に昇進したお祝い……ってことは、やっぱり颯真さんが払ってくれるってことだよね……）

　遠慮して一番安いコースにするべきか悩んでしまう。華奈が迷っているのを見て、颯真はクスリと笑った。

「それじゃ、このコースはどう？　ここの牛フィレ肉は最高だ。ぜひ華奈にも食べてほしい」

「はい」

　ちょうど食べたいと思っていたメニューだけに、華奈の声が明るくなった。それに気づいて颯真の笑みが大きくなる。

「決まりだな」

　料理の注文が済むと、今度はワインを選ぶ。ソムリエがふたりにワインリストを広げて示した。

（へー、こういう高級なお店だと、料理の注文とワインの注文は別の人が取るんだ）

　颯真が華奈のために特別な店を予約してくれたのだと思うと、嬉しさもひとしおだ。

「苦手なものはある？」

　颯真に訊かれて、華奈は首を左右に振る。

「いいえ、ワイン大好きなんです」

　華奈はワクワクしながらワインリストを覗き込んだ。

（わー、有名な品種がいっぱい！　どうしよう、迷っちゃうなぁ）

　華奈の父と母がワイン通で、実家に帰ると、華奈も両親と一緒にワインを嗜たしなむ。両親に付き合ってきたのもあって、華奈もかなり飲める方だ。

（〝牛フィレ肉のポアレ〟なら重めの方がいいよね。お父さんとお母さんならどれを選ぶだろう）

　華奈は目を輝かせながらリストを見たが、すぐにハッと我に返った。

（ダメダメ、颯真さんの前なんだから上品にしなくちゃ）

　華奈が姿勢を正すと、颯真がゆっくりと尋ねる。

「華奈はどれが飲みたい？」

「え？」

　颯真を見ると、彼は穏やかに微笑んで華奈を見ていた。

「俺は今日のメインに合わせて、ミディアムからフルボディの辺りがいいと思う」

　颯真のキレイな茶色の瞳に見つめられ、華奈の肩からふっと力が抜ける。

「私も……そう思ってました」

　颯真は一度うなずいて、ソムリエに顔を向ける。

「それじゃ、重めのワインで、今日の料理に合いそうなものをお願いできるかな？」

　ソムリエはリストの下の方にあるワインを手で示した。

「でしたら、こちらはいかがでしょう？　タンニンと酸味が豊かで、芳ほう醇じゅんな味わいが特徴です。濃厚な味わいの赤ワインがお好きな方におすすめしたいワインです」

「では、それを」

「かしこまりました」

　ソムリエは一礼し、テーブルを離れた。

「華奈がワインが好きでよかった」

　颯真が言って左手を伸ばし、華奈が膝の上に置いていた右手にそっと重ねた。

「そ、そうですか？　アルコールに強い女性って、引いたりしません？」

「引くわけないだろ」

「ほんとですか？」

　華奈はそっと颯真を見た。彼は片方の口角を上げて笑う。

「当たり前だ。料理もワインも一緒においしく楽しめるんだって、逆に嬉しいよ」

　颯真は華奈の右手を軽く握って持ち上げ、指先にそっとキスを落とした。彼の柔らかな唇が触れて、華奈の頬に朱が差した。

　ほどなくして、さっきのソムリエがワインボトルを運んでくる。

「ワインをお持ちいたしました。こちらでよろしいでしょうか」

　ソムリエにラベルを見せられ、颯真がうなずいた。

　ソムリエはコルク栓を開けて、抜いたコルクのにおいを嗅ぐ。そして、ワインに問題がないことを確認し、颯真のグラスに少量注いだ。

　颯真はゆっくりとグラスを取り上げた。モノトーンの落ち着いたレストランで、柔らかな照明の下、慣れた様子でテイスティングをする。それがあまりに様になっていて、華奈は内心ため息をついた。

　颯真がうなずくと、ソムリエは華奈のグラスにもワインを注いでテーブルを離れた。

　グラスの中のワインは深く美しいルビー色をしていて、持ち上げて鼻を近づけるとほのかに果実とスパイスの香りがする。一口含むと、濃密で芳醇な味わいが口に広がった。

（んー、まさにこういうのが飲みたかった！）

「ワイングラスを傾ける華奈は、絵になるな」

　隣で颯真がつぶやき、華奈は「えっ」と声を出す。

「そ、颯真さんの方がはまっています！　っていうか、さっき、私も同じことを思ったんです」

「じゃあ、俺たちはお似合いってことだ」

　颯真はテーブルに右肘をついて顎を支えながら、華奈に斜めに視線を向けた。その表情があまりに艶っぽくて、華奈の頬が熱くなる。

「もう酔ったの？」

　颯真が左手を伸ばして、華奈の右頬にそっと触れた。華奈はドギマギしながら口を開く。

「そ、颯真さんに酔いました……」

「かわいいことを言ってくれるんだな。あとでもっと酔わせてあげる」

　華奈の頬がさらに熱くなった。颯真の低いささやき声は、ワインよりもアルコール度数が高い気がする。そんなことを華奈が思ったとき、ウエイターが最初の一品を運んできた。

「前菜の〝ホワイトアスパラガスのマリネ・グリーンピースのピューレ添え〟でございます」

　そうして目の前に置かれたのは、ホワイトアスパラガスにクルミ、ラディッシュ、ハーブ、それにエディブルフラワーの花びらを散らした、見た目も春らしい一皿だ。

「すごくかわいい」

　華奈は目で鑑賞してから、小声で「いただきます」と言って、フォークとナイフを取り上げた。アスパラガスは柔らかくて、グリーンピースのピューレとハーブの香りが好相性だ。

　華奈はうっとりと息を吐いた。目の前には宝石のような夜景が広がり、ふと視線を動かすと、窓ガラスに映った颯真と目が合った。そうして彼が微笑んでくれる。

（幸せ～）

　続いて運ばれてきた温かい前菜は、華奈が食べたかった〝オマール海老のロティ〟。ほんのりした甘味のある海老の身に、海老のみそを使ったコクのあるソースが文句なしに合う。こんなにおいしい料理を出すお店を知っているなんて、さすがは颯真さんだ、と思った。華奈は赤ワインを一口飲んで彼に問う。

「颯真さんはよくここに来るんですか？」

　颯真はナイフを動かす手を止めて華奈を見た。

「よくってこともないかな。なにか特別なことがあったとき、とか」

「特別なこと……」

　華奈はつぶやきながら考え込む。

（それって、やっぱり恋人の誕生日とかだよね……。颯真さんの過去の恋人って、具体的に聞いたことはないけど……どんな人だったんだろう。きっと何人もいたんだろうな……）

　彼が選んだ女性なら、きっとものすごくステキな女性だったのだろう。そんなことを考えると、過去の恋人と比べて自分はどう思われているのか、不安になってくる。

　不意に華奈の表情が曇った。颯真はフォークを置いて、華奈を見た。

「前回来たのは、去年の十二月だったかな」

　十二月ということはクリスマスディナーだろうか。華奈は胸の奥がざわっとするのを感じた。

　颯真は左手を伸ばして、華奈の右手にそっと触れた。

「十一月の社長賞をもらったあと、麻衣にねだられたんだ。『社長賞もらったんでしょ～。ボーナスを余分に一回もらったようなものだし、おいしいごはんを食べに連れていってほしいな～』なんて、あの丸い目をキラキラさせて言うんだ」

　颯真の話を聞いて、華奈の表情がふっと緩んだ。

「確かに、麻衣ちゃんにそんなふうにねだられたら、私でも連れていきたくなります」

「そうか」

　颯真は笑って、ワインを口に含んだ。それをゆっくりと飲み込んで、口を開く。

「俺が初めてここに来たのは、就職して最初の給料をもらったときなんだ。両親に感謝の気持ちを伝えようと思って、ここを予約した」

「そうだったんですか」

「予約の電話をかけるとき、とても緊張したことを今でも覚えている」

　颯真が懐かしそうに目を細めた。華奈は新人研修で見た初々しい新入社員たちの姿を思い浮かべて口元を緩めた。社会という新しいフィールドに立ったばかりの彼らは、働くことに期待と意欲を見せながらも、新しい世界に対する緊張や不安をどこかににじませていた。颯真にもそんな時期があったのだろうか、と想像すると、彼をぐっと身近に感じた。

　やがて、魚料理のメインの〝スズキのブイヤベース〟が運ばれてきた。深めの白い皿に、スズキとアサリなどの魚介類、それに根菜が彩りよく盛られている。

　華奈はまずスズキの身をほぐして口に入れた。海の幸の旨味と野菜の滋じ味みが感じられるスープが絡んで、じんわりと身体に染み込んでいくようだ。

「わあ、すごくおいしい」

　華奈が目を細めたのを見て、颯真が微笑んだ。

「華奈はなんでもうまそうに食べるんだな」

「はい。好き嫌いはありませんから」

「それは心強いな」

「心強い、ですか？」

　華奈は首を傾げた。

「ああ。どんな店にでも気を遣わずに連れていけるってことだろ？　楽しみだ」

　その言葉を聞いて、颯真との関係がまだこれからも続いていくのだと言われているようで、華奈は嬉しくなった。

「はい！　どんなところへでも連れていってください！　定食でも串カツでもお好み焼きでも、なんでも好きです！」

　庶民的な料理を挙げすぎたかな、と華奈が思ったとき、颯真はにっこり微笑んだ。

「そうするよ。華奈と一緒ならどこへ行っても楽しめそうだ」

　颯真はそう言ってふと真顔になり、左手を伸ばした。華奈の鎖骨の辺りでカールしている毛先にそっと指先を絡める。

「正直、恋愛はもう面倒だと思っていたんだ」

　華奈はまばたきをして颯真を見た。彼は華奈の髪からすっと指を引き抜く。

「七年前になるかな、他の大手との競争に勝てなくて、撤退寸前まで追い込まれていた店舗があったんだ。総合販売部で議論して、俺が店舗再建チームのリーダーを任されることになった。内部のデータを見た限りでは、立て直しは厳しく思えたが、関わったからにはやり通さなければいけない。そこで、まずは現地に飛んだ」

　華奈は自分が入社する前の話に興味を持って耳を傾ける。

「そうしたら、一年後に近隣エリアが再開発されることがわかった。いずれは人の移動が周囲にも波及するはずだ。そう考えて、いくつかプランを練り、最終的に不動産会社とタイアップすることにした」

「不動産会社と……？」

「ああ。中古住宅のリノベーションに参入したんだ。脱サラして田舎で店を持ちたい人、三世代で同居したい人など、住環境に関わるいろんな人の多様なニーズに、ワンステップで応えることを目指した」

「じゃあ、撤退せずにがんばった甲斐があったんですね」

　颯真はうなずいた。

「店舗の品揃えも徹底的に差別化することにした。高級な輸入家具ではなく、若年世代に人気のスウェーデン製の子ども用の寝具から、バリアフリー家具まで、地域性に合った商品展開にしたんだ」

　就職活動中に、新聞でそういったプロジェクトが紹介されていたことを、華奈はぼんやりと思い出した。

「それ……新聞記事になっていませんでした？」

「ああ」

　颯真は照れたように微笑んだ。

「確か……撤退寸前の店舗を立て直して、しかも地域の人を笑顔にしてるって書かれていましたよね。すごいなぁ……。そのチームのリーダーが颯真さんだったんですね」

「当時の部長が、『失敗を怖がって萎縮しても勝てない。恐れず大胆にやれ』って言って、背中を押してくれたんだ。不安もあったけど、部長の期待に応えたいのもあって、必死で努力した。周囲の人の協力もあって、再建プロジェクトは成功したんだ」

「成功どころか、大成功だったんですよね！」

　今の華奈と同い年だった頃に颯真がなしえた偉業を聞いて、華奈は興奮気味に言った。だが、颯真の笑みは苦いものに代わる。

「おかげですぐに主任、課長へと役職が上がったんだけど……」

「だけど？」

　華奈は首を傾げて颯真を見つめた。

「ステータス目当てで近づいてくる人間が増えた」

　颯真がぼそりと言った。

「颯真さん……」

　彼のようなイケメンで、若くして大きなプロジェクトに成功し、将来も有望とあらば、肩書きや外見目当てで近づいてくる者も出てくるのだろう。

「俺の内面を見て慕ってくれる人間と、そうじゃない人間とを見分けるのは、なかなか難しい。表の顔はどちらも笑顔だから」

　颯真の声が寂しげになり、華奈は右手をそっと伸ばして、彼の左手に触れた。

「わ、私は……颯真さんが颯真さんだから……好きです。納得できるまで努力を惜しまないところとか、ほかの人の立場に立てるところとか、尊敬しています。む、無自覚でセクシーなところには、いつもドキドキさせられるけど……そんなところも、全部大好きです」

　最後は小さな声になった。恥ずかしくて顔を伏せながら、チラッと上目で見ると、颯真は柔らかな表情になった。

「ありがとう」

　颯真が言って、華奈の右手の指先に左手の指先を絡めた。そうしてその手を持ち上げ、華奈の手の甲に軽く口づけた。その唇の感触に、華奈の頬が赤みを帯びる。

「そんなにぐっと来ることを言われたら、今すぐ華奈を食べたくなるな」

　華奈の手の甲に唇を当てたまま、上目遣いに視線を投げられ、華奈はドキッとして背筋を伸ばした。

「は、はやっ、早く食べないと、せ、せ、せっかくのお料理が冷めちゃいますっ」

　華奈の動揺ぶりを見て、颯真がふっと笑みをこぼした。

「そうだな。華奈が待ちかねている肉料理のメインにまでたどりつけない」

　茶目っ気のある表情で言われて、華奈は頬を膨らませた。

「私、そんなに食い意地張ってません！」

　そう言ってむくれて見せながらも、華奈は颯真が小さく声を上げて笑ったのでホッとした。

　やがて肉料理のメインが運ばれてきた。〝牛フィレ肉のポアレ〟は、ナイフを入れるとすっと切れて、口の中でとろけるような柔らかさだ。深みのある赤ワインソースに食が進む。颯真が最高だと言っていただけあって、まさに絶品だ。

「主任になってよかったなって……今日ほど思ったことはないかも」

　華奈がワインを飲んでつぶやき、颯真はふっと笑みをこぼした。

「おいしい料理が食べられたから？」

「ちょっと違います。颯真さんとおいしい料理が食べられたから、です」

　華奈はワイングラスを置いて颯真を見た。

「華奈のそんな笑顔が見られるのなら、いつでも連れてきてやるよ」

「嬉しいですけど、ダメですよ。そんなの甘やかしすぎです」

「華奈なら、いくら甘やかしても、甘やかしたりない」

　颯真に流し目を送られ、華奈の心臓がドキンと跳ねる。華奈ばかりいつも彼の色気にやられている気がして、華奈はわざと上目遣いで颯真を見た。

「私だって颯真さんを甘やかしてあげられますよ？」

　颯真は一瞬わずかに目を大きくしたが、すぐに左手の人差し指で華奈の下唇にそっと触れた。

「それは楽しみだな。だけど、主導権を渡す気はないよ」

　人差し指で下唇をなぞられて、華奈の鼓動がますます高くなる。

（颯真さんに張り合おうなんて、無謀なことをした……！）

　もう心臓が口から飛び出しそうなくらいにバクバクと鳴っている。

「颯真さんには勝てません……」

「はははっ」

　がっくりする華奈を見て颯真が楽しそうに笑うので、華奈もつられて笑った。

　それからメイン料理をおいしく食べ終えてワイングラスが空いた頃、デザートが運ばれてきた。白い大皿の中央にココナッツのブランマンジェがのっていて、マンゴーのソースがかけられている。飲み物はふたりともブラックコーヒーだ。

「わあ、キレイ」

　ブランマンジェの白とマンゴーの濃い黄色のコントラストが鮮やかだ。スプーンを入れるとブランマンジェがぷるんと震え、口に入れるとココナッツの高い香りが広がり、滑らかにとろけていく。マンゴーソースの爽やかな酸味が、ブランマンジェのほんのりとした甘さを引き立てている。

「んー、おいしい。幸せ」

　華奈は左手を頬に当てて、うっとりとした。颯真はコーヒーカップを口元から下ろして、頬を緩める。

「華奈がそう思ってくれるなら、俺も幸せだ」

　颯真の優しげな笑みを見ながら、華奈は本当に彼に甘やかされているんだな、と感じた。そのとき、一週間前に颯真に言われた言葉が耳に蘇る。

『俺に愛されてるんだって華奈が自信を持てるくらい、甘やかしてあげる。不安にならないくらい、たっぷり愛してあげる。そして俺に溺れて』

（もうすっかり颯真さんに溺れてしまった気がする）

　そんなことを思いながら、華奈は颯真と一緒にデザートとコーヒーを楽しんだ。




　ふたりはレストランを出ると、最上階のスイートルームに向かった。エレベーターに乗り、階数表示が上昇していくとともに、華奈の鼓動もますます高まっていく。

　秀一郎に振られて、本当ならフィーカで働き続けることもきつかった。そんなどん底状態だったのに、颯真のおかげで救われた。始まりは成り行きみたいなものだったが、彼とだからこそ、始まったのかもしれない。

　そして今日、彼と過ごして、ますます想いが深くなった。

（一緒にいればいるだけ、颯真さんのことを好きになっていく気がする……）

　華奈は颯真の左腕にそっと身体を寄せた。颯真がなに、と問うように小首を傾げて華奈を見る。そんなふうに少し右上から彼に見つめられるのも、嬉しい。

　やがてエレベーターは最上階に到着した。絨じゅう毯たんの敷かれた廊下を歩いて、ひとつの部屋の前で颯真が足を止める。彼はドアを大きく開けると、逆の手で華奈を促した。

「うわぁ……」

　華奈の口から感嘆のため息がこぼれた。玄関の頭上には小ぶりのシャンデリアがあって、柔らかな光を投げかけていた。入ってすぐの部屋はリビング・ダイニングになっていて、落ち着いた風合いのダークブラウンのチェスト、同色のローテーブルに少し明るいブラウンのソファが置かれていた。南と東に面した壁は一面大きな窓になっていて、レストランと同じ美しい夜景が広がっている。

「すごくステキ！　どうしよう、嬉しすぎてどうにかなっちゃいそうです」

　華奈は振り返って感謝の気持ちを伝えようとしたが、それより早く唇に颯真の唇が触れた。不意打ちのようなキスに、華奈の心臓が飛び跳ねる。

「颯真さんは……ずるいです」

　華奈は赤い顔で颯真を見上げた。

「どうして？」

　そう言って首を傾けた颯真の顔は、シャンデリアの淡い明かりを受けて、ドキッとするほどの色気を感じさせる。

「私ばっかりドキドキさせられている気がします……」

「そんなことないよ」

　颯真は華奈の右手を掴むと、華奈の手のひらをそっと彼の左胸の上に置いた。上質なスーツの生地越しに、颯真の逞しい胸板の感触がわかる。

　華奈の頭にはドキンドキンと鼓動が響いていて、その大きな音のせいで、颯真の鼓動を感じ取ることができない。華奈が小さく眉を寄せたとき、颯真が右手を首元に入れてネクタイを緩めた。スルッとネクタイを解き、シャツのボタンをいくつか外す。

「これならわかる？」

　彼は華奈の手首を掴んで、直に肌に触れさせた。張りのある肌に触れた手のひらに、颯真の力強い拍はく動どうが伝わってくる。それは華奈と同じくらい速く、まるで共鳴しているかのようだ。目を閉じると、華奈と颯真の鼓動がひとつになったようにさえ感じる。

「俺もドキドキしてる」

　耳元で颯真の低い声がして、耳たぶにそっと彼の唇が触れた。

「華奈の存在が俺にとって特別だから、こんなふうになる」

　華奈が目を開け、颯真が華奈の目をじっと覗き込んだ。熱を宿した瞳が、頭上の明かりを受けてきらめいている。

「わ、私にとっても颯真さんは特別な人です。だから、さっきからずっと……というより、颯真さんに会えるんだと思って、今日は朝からずっと……ドキドキしていました」

「ほんとに？」

　颯真は華奈の腰に両手を回して、グイッと引き寄せた。そうして華奈の胸に耳を押し当てる。

「服の上からじゃわからないな」

　颯真がチラッと顔を上げ、上目遣いで熱っぽく見つめるので、華奈の頬が真っ赤に染まった。颯真は不敵な笑みを浮かべて背筋を伸ばしたかと思うと、華奈の背中と膝裏に手を回して、彼女をふわりと横抱きに抱え上げた。

「颯真さん……っ」

　颯真は華奈を抱いたまま、リビング・ダイニングを抜けてベッドルームに入った。

「約束通り、もっと酔わせてあげる」

　颯真は華奈をそっとベッドに下ろし、そのまま彼女に覆い被さった。颯真のはだけた胸元がたまらなくセクシーで、華奈はそっと手を伸ばして彼の首筋に触れる。

（颯真さんと過ごす時間がずっと続きますように……）

　その願いを込めて、華奈は愛しい人を見つめた。

　颯真が顔を傾けて近づけ、華奈の唇に彼の柔らかな唇が重なる。彼とのキスはデザートよりも甘くて、華奈は身も心もとろけていった。
















第十二章　信じる気持ち













　それから週末を互いの家で過ごす日々が続いた十一月中旬の金曜日。華奈は仕事を終えて、ロッカールームに向かった。支度を終えていた麻衣が「お疲れさまです」と声をかけ、華奈に言う。

「華奈さん、また一緒にランチに行きましょうねっ」

「もちろん。いつでも言ってね。ちゃんと麻衣ちゃんを優先するから」

「ほんとですよぉ。颯真くんばっかり華奈さんを独り占めするなんて。妬やいちゃいます」

　麻衣がいたずらっぽく笑い、華奈はつられて微笑んだ。

　颯真がランチタイムに毎日のように華奈を迎えに来たり、一緒に帰ったりするうちに、ふたりはいつの間にか社内公認のカップルになっていた。

　華奈はハンガーに掛けていたアイボリーのロングコートを羽織った。

「華奈さん、お先に失礼しますね」

「気をつけて帰ってね」

　麻衣を見送り、華奈はハンドバッグを取り上げる。

（颯真さんはもう家に着いているはず）

　今日の午後、彼は売上が低迷しているショップの視察に行くことになっていた。その後、直帰の予定である。

　北欧や地中海沿岸諸国、東南アジアなどから多彩なインテリア雑貨や家具を輸入販売するフィーカの売上は、全体で見れば好調だ。だが、一つひとつの店舗を見るとそうではなく、少なからず売上が芳しくないショップもある。データを精査して、問題点を明らかにし、対策を練る。

　言葉で言うのは簡単だが、店の立地や客層はそれぞれ違うのだ。そんな状況で最善策を見出すのがどれほど大変か。華奈には想像もつかない。

　颯真の苦労を思いながら、華奈はスマホを取り出した。すると、メッセージの受信を知らせるランプが点滅している。颯真からだった。

【今日は来なくていい】

　ぶっきらぼうなひと言。彼からこんなメッセージが来たことは今まで一度だってない。

【なにかあったの？】

　少しのあと、メッセージが既読になり、返信がある。

【なにもない】【来てほしくないだけだ】

　ぶつ切りのその言葉に悪い想像をしてしまった華奈は息を呑んだ。

　今日の視察は確か、総合販売部に一カ月間の予定で出向してきた上かみ平ひら史し緒お里りも一緒だ。華奈よりふたつ年下の彼女は、販売員という立場からのステップアップを目指して総合販売部でキャリアアップ研修を受けることになっていた。

　なぜそこまで華奈が詳しいかというと、史織里は出向してきた翌日、貿易管理部にいる華奈を訪ねてきたからだ。

『あなたが一之瀬部長の彼女さんなんですね』

『そうですけど』

『とりあえずは納得しました。でも、〝とりあえず〟ですから！』

　そんな挑発的な言葉を残して立ち去ったのだ。

（まさか、彼女と一緒にいるの……？）

　そんなはずはない、と思ったが、確信が持てず、華奈はメッセージを送る。

【それじゃ、明日なら行ってもいい？】

　少しして表示された返信も短い。

【ダメだ】

【日曜日は？】

【無理】

【会いに行っちゃダメなの？】

【来ないでくれって言っただろう】

　なにかを隠しているようなメッセージを見て、心臓をギュッと掴まれたようなショックを受けた。

　理由も教えてくれず、来るなと言われる。

　言いようのない不安に突き動かされ、華奈はバッグを腕にかけるとロッカールームを飛び出した。

　そうして電車に乗って、颯真の部屋を目指す。

（こんなの、納得できない！）

　華奈が秀一郎に失恋したときのようなことが、もしかして史緒里との間に起こったのではないか。

　信じたくはないけれど、そんな疑いが頭をもたげる。

　毎週末乗っている電車なのに、今日はやけにスピードが遅く感じる。ヤキモキしているうちに、史緒里に突撃を食らった二週間前の出来事を鮮明に思い出していた。




　その日はランチタイムになるやいなや、麻衣がいつにも増して気合いの入った表情で華奈に声をかけた。

「華奈さ～ん、ごはん行きましょう！　颯真くんが挨拶回りでいないときぐらいじゃないと、一緒に行けませんもんね～」

　颯真は午後から、出向してきたばかりの史緒里を連れて、担当の販売店に挨拶回りに行くことになっているのだ。それを数日前に知った麻衣は、華奈とランチに行ける今日を心待ちにしてくれていたらしい。

　華奈が苦笑しながら貿易管理部のオフィスのドアを開けたとき、目の前にスーツ姿の女性が立っていた。二重の目が少しつり上がっていて気が強そうにも見えるが、背が低めの彼女は、華奈から見るとかわいらしい印象がある。

「なにかご用ですか？」

　華奈は彼女が入れるように一歩下がってドアを大きく開けた。けれど、その女性は動かない。女性は華奈が首から提げている社員証を見て、決けつ然ぜんとした表情で口を開く。

「あなたが川村主任ですか？」

「え？　あ、はい」

「私、十一月一日付で販売店から総合販売部に出向してきた上平史緒里と言います」

　史緒里は華奈を頭の先からつま先までじろじろと、まるで値踏みするかのように見つめた。

「あなたが一之瀬部長の彼女さんなんですね」

　史緒里が華奈を真っ直ぐに捉えた。華奈は史緒里の勢いに半ばたじたじとなりながら、小さく答える。

「そうですけど」

　史緒里は挑むような目つきになった。

「とりあえずは納得しました。でも、〝とりあえず〟ですから！」

「えっ」

「それじゃ、失礼します！　私、これから一之瀬部長と挨拶回りなので」

　史緒里はぺこりとお辞儀をすると、華奈に背を向けてスタスタと廊下を歩いていった。華奈はまばたきをして史緒里を見送る。

「なんだったんだろう……」

　華奈のつぶやきを聞いて、麻衣が心配そうに言う。

「あの人、颯真くんに気があるのかな」

　華奈もそう感じたが、よく知らない相手のことを決めつけるのはよくないと思った。

「どうかな。一之瀬部長を上司として尊敬しているから、付き合っている相手のことが気になっただけなのかもしれないし」

「むー」

　麻衣は納得していないような表情だ。華奈も押しの強そうな史緒里の様子に、まったく不安を感じないと言えば嘘になる。

（で、でも、颯真さんと私が付き合っていることはみんな知ってることだし……）

　そのとき、広報部から梓が出てきて合流する。わいわいとどこで食べるかを話し合っているうちに、華奈の気分もだいぶ晴れてきた。そして「華奈さんと一緒に食べるの久しぶりだから」という麻衣の提案で、三人はオープンしたばかりの駅前のイタリアンに行くことにした。

　まだ話題性があるのだろう。店は満席で、入口の前で女性がふたり並んで待っていた。

「わー、出遅れちゃったかな」

　華奈は言って、待っている女性の隣に並んだ。そのとき麻衣が目を見開き、「あっ」と声を上げた。華奈は首を傾げながら、麻衣の視線の先に顔を向ける。

　すると、颯真と史緒里が並んでこちらに歩いてくるのが見えた。颯真が華奈に気づいて、軽く右手を挙げる。

「あれ？　一之瀬部長、今日、挨拶回りじゃなかったんですか？」

　梓が不思議そうにつぶやいた。

「午後から行くはずだけど……」

　華奈が答えたとき、颯真が華奈の前で足を止めた。史緒里も彼に寄り添うように立ち止まる。

「三人で今からランチ？」

　颯真は華奈、麻衣、梓を順番に見て尋ねる。

「うん、そう。ここ、オープンしたばっかりなんだけど、リーズナブルでおいしいって聞いて」

　華奈が答えると、颯真は店を見てから、微笑みかける。

「そうなんだ。今日は久しぶりにみんなと一緒だもんな。楽しんでおいで」

「ありがとう。おいしかったら、今度一緒に行こうね」

　颯真の笑顔に華奈が笑みを返したとき、史緒里が口を挟む。

「あの……、そんなにおいしくないですよ、ここ」

「……そうなの？」

　華奈は驚いて史緒里を見た。彼女は愛想のない顔で答える。

「私だったら、こんなチープなお店に彼氏を誘ったりしませんけどね」

「えっと、あ……」

　華奈が返事に困ったとき、史緒里が促すように颯真のスーツの腕に触れた。

「部長、行きましょう。出先でおいしいお店に連れていってくださるんですよね？　早くしないとランチタイムが終わっちゃいます」

「まだ大丈夫だよ」

　颯真は笑ったが、史緒里は華奈に真顔でお辞儀をする。

「それでは、私たち失礼します」

　颯真は小さく息を吐き、「それじゃあ」と華奈に片手を挙げた。

「いってらっしゃい……」

　華奈の言葉に颯真は一度うなずき、歩き出した。史緒里もすぐに颯真を追う。また颯真に触れそうな近さで並んで歩くので、華奈は胸がモヤモヤするのを感じた。

　ふたりの後ろ姿が駅の改札口に消えていくと、梓が不満げに言う。

「なんかあの人、感じわるー」

「ですよね？　実は、さっきもなんですけど……」

　麻衣が、史織里がわざわざ華奈の顔を見に部署まで訪れたことを伝えると、梓は、「しつこくまたなにか言ってきたら、私がビシッと言ってやります！」と拳を作ってみせた。

　梓は今、新しい恋をしていて、華奈と颯真のことを純粋に応援してくれている。彼女の言葉に華奈が笑ったとき、ようやく席の順番が回ってきたのだった。

　華奈はパスタが選べるランチコースを頼んだ。史緒里には『そんなにおいしくない』と言われたが、〝彩り野菜のサラダ〟も〝ズワイ蟹のトマトクリームスパゲッティ〟もすごくおいしくて、最後に食べた〝自家製レモンジェラート〟などは、その絶妙な甘酸っぱさに午前中の疲れも吹き飛びそうだった。




（上平さんにとったら……あのお店は『チープ』で『おいしくない』んだったよね。それなのに私……）

　華奈は電車の座席でがっくりと頭を垂れた。その数日後、颯真に誘われてそのイタリアンに行ったとき、いつもごちそうになっているから、と華奈がランチ代を出したのだ。

（あんなお店で奢られて、颯真さん、がっかりしたかもしれない……）

　ようやく目的の駅に到着したときには、華奈の心は深く沈んでいた。不安がのしかかってきて、胸が押しつぶされそうだ。

　マンションに着くとオートロックパネルで颯真の部屋番号を押して呼び出しボタンを押した。だが、しばらく待っても誰も出ない。

（家にいるはずなのに……もしかして、出られないような状況なの？）

　華奈は合い鍵を使って、オートロックを解除した。そうしてエレベーターで最上階に上がる。不安でドキドキしながら、角部屋の鍵穴に鍵を差しこみゆっくりとドアを開ける。

「颯真さん……？」

　返事もなく、部屋の中は真っ暗だった。ただ玄関には靴があり、やはり家にいそうだ。華奈は廊下の壁を手探りして、電気のスイッチを探す。

　明かりをつけたら、颯真がほかの女性と――史緒里と――抱き合っていたら……。

　そんな嫌な想像をするとたまらない。それでも、華奈はスイッチを押してリビングまで進むが、颯真の姿はなかった。残るは廊下の奥にあるベッドルーム――。

　おそるおそるドアから中を覗くと、壁際のベッドでは毛布がこんもりと盛り上がっていた。

　華奈はゴクリと唾を飲み込み、ベッドに近づいた。毛布から颯真の髪の毛が覗いていて、彼は壁の方を向いて眠っているようだ。

（もしも、もしも……彼の腕の中に上平さんがいたらどうしよう）

　華奈の心臓は破れそうなくらい大きな音を立てていた。そっと毛布をめくると……ベッドに横になっていたのは颯真ひとりだった。

「颯真さん？」

　呼びかけたが反応はない。華奈はベッドに膝をのせて、そうっと颯真の顔を覗き込んだ。

「えっ」

　彼は苦しそうに眉を寄せた表情で、浅く呼吸をしながら眠っている。

　華奈はそっと手を伸ばして颯真の額に触れた。

（熱っ）

　かなり熱が高そうだ。

　颯真の部屋には何度も訪れているが、体温計があるのかどうかはわからない。

　華奈はタオルを濡らして颯真の額に置き、「ちょっと待っていてください」と声をかけると部屋を出た。駅前のドラッグストアまで走って、体温計と冷却シート、スポーツドリンクと解げ熱ねつ剤ざいを購入する。

　再び急いで部屋に戻り、颯真の額に冷却シートを貼った。

（確か、首の血管のところを冷やすと気持ちいいんだよね）

　華奈が透明フィルムを剥がして冷却シートを首筋に当てたとき、颯真がビクリと身体を動かした。

「あ、ごめん。冷たかった？　でも、首の血管を冷やすと、全身に冷たい血が流れるから効果的なんだって」

　颯真が寝返りを打って華奈の方を見た。

「華奈？　うつしたらいけないから……来るなって言ったのに……」

　彼の声は苦しそうにかすれている。

「あんなメッセージ、逆に心配しちゃうよ」

　とんでもない誤解をしていたことは、自分の胸に秘めておく。

　颯真の手を握るとびっくりするくらい熱くて、その熱を吸い取ってあげたいと思いながら、華奈は両手で彼の手をギュッと包み込んだ。

　彼が苦しそうなのは見ていてつらい。

「ねえ、私たち、楽しい時間を共有するためだけに付き合ってるのかな？」

「え……」

　颯真がぼんやりと華奈を見た。

「颯真さんと一緒にいるとすごく嬉しいし、なにをしても楽しいし、幸せだなって思う。でも、颯真さんが私を助けてくれたように、私だって颯真さんを助けたい。助けられるばかりなんて、嫌だよ……」

　颯真は小さく口元に笑みを浮かべ、空いている手を華奈の頬に伸ばした。

「華奈には……カッコ悪いところ、見られたくなかったのにな」

「やだ。颯真さんの全部が見たい」

「すごい口説き文句だな」

「え、そ、そう？」

　華奈はドギマギしながら、目でローテーブルの上を示す。

「とりあえず水分補給をしよう」

「ありがとう。華奈がいてくれたらすぐによくなりそうだ」

　華奈はペットボトルのドリンクをコップに移して颯真に渡した。彼は身体を起こしてドリンクとそのあと解熱剤を飲んで、毛布に潜り込む。

「華奈」

「なぁに？」

「華奈におやすみのキスをしたいけど、うつしたらいけないし、華奈がして。唇じゃなくていいから」

　少し眉を寄せた切なげな表情で、熱で潤んだ瞳で見上げられ、華奈の心臓が小さく跳ねる。ドギマギしながら、颯真の頬に軽く唇を触れさせた。

「もっと」

「えっ」

　颯真にねだるように見つめられ、華奈は体温が上がるのを感じた。

（こ、これじゃ、私まで熱が上がりそう……）

　そんなことを思いながら、彼のまぶたにそっとキスを落とす。

「ゆっくり休んで、早く元気になってね」

「ありがとう」

　颯真の唇がゆっくりと弧こを描き、安心したように微笑んだ。ほどなくして彼が、穏やかな寝息を立て始め、華奈はホッと肩の力を抜いた。




　華奈はシャワーを借りて彼の部屋に置いている自分のパジャマに着替えると、ベッドの前に置いた椅子に座って、颯真を見守る。

（冷却シート、そろそろ取り替えた方がいいかな？）

　そうっと手を伸ばして、彼の額に触れた。

「華奈」

　颯真がつぶやき、華奈はハッとして手を引っ込めた。起こしてしまったのか、と息をつめて彼を見つめたが、颯真は目を閉じたままだ。その唇がわずかに動いて、ふっと口角が上がる。

（もしかして、私の夢を見てくれてるのかな）

　そんなことを考えると、颯真の具合が悪いというのに、嬉しくなってしまった。華奈はニヤけそうになる顔を必死で引き締める。

　けれど、ほんの数時間前までしんどそうだった颯真が、華奈の名前を呼んでくれたことが嬉しくて、華奈はベッドに両肘をついて頬を支えながら、颯真を見た。

（どうして私……颯真さんを疑っちゃったんだろう）

　華奈は颯真にランチを奢った日のことを思い返した。

　先週の月曜日、颯真は約束通り、華奈を例のイタリアンに誘った。

「私はおいしいって思ったけど、上平さんはあんまりおすすめしてなかったよ」

　颯真の口に合うのか不安に思う華奈に、彼はきっぱりと言う。

「華奈がおいしいと思ったんなら、おいしいんだよ」

（そうかなぁ……）

　イマイチ不安を拭いきれない華奈だが、メニューを見ながら颯真におすすめを尋ねられると、思わず人差し指を立てて語り出す。

「この前のランチコースで食べたサラダは新鮮だったよ。オリジナルドレッシングもハーブの香りがほんのり爽やかで、野菜とよく合うの。それからズワイ蟹のパスタもすごくおいしくて、デザートなんて、もう最高！　だってね――」

　熱くなる華奈を見て、颯真は頬を緩めた。華奈はハッとして、膝の上に右手を下ろす。

「あ、ごめんね。〝このコメントはあくまでも個人の感想です〟」

　華奈が広告などでよく見かける但し書きを言葉にしたので、颯真は小さく噴き出した。

「なんだよ、それ」

「や、だって」

　上平さんは……、と華奈は口の中でブツブツと言った。颯真はメニューを広げて言う。

「それじゃ、俺は華奈のおすすめのコースにしよう」

「えー……」

　華奈は急に自信をなくし、メニューに視線を落とした。

「それじゃ、私は麻衣ちゃんがおいしいって食べてたフェットチーネにしようかな」

　ほどなくして料理が運ばれてくると、颯真は味わいながら二、三度うなずいた。

「うん、華奈の言ってた通り、ドレッシングが爽やかでうまいな」

　颯真の言葉を聞いて、「よかった」と華奈はホッと表情を緩めた。そしてさっそくパスタをフォークに巻いて口に入れる。〝サーモンとほうれん草のクリームソースのフェットチーネ〟は、もちもちとした食感と、パスタに絡んだ濃厚なクリームが絶妙な味わいだ。

「んー、麻衣ちゃんがおいしそうに食べてたのがわかるわ」

　華奈は左手を頬に当てた。

「華奈は本当にうまそうに食べるよな」

「だって、本当においしいんだもん」

「見ていて気持ちがいい」

　颯真が言いながら、スパゲッティをフォークに巻きつけ、口に運んだ。咀嚼して顔をほころばせる。

「うん、これもうまい」

「よかったぁ……」

「だから言ったろ？　華奈がおいしいと思ったんなら、俺は絶対おいしいんだよ」

　颯真はもう一口スパゲッティを食べてから言う。

「華奈はいつもうまそうに食べるから、一緒に食事をしていると本当に楽しいんだ。料理がますますうまくなる。華奈の笑顔は最高のスパイスだ」

　華奈ははにかんだ笑顔になった。

「華奈、上平さんに言われたことを気にしてたんだろ？」

　颯真に訊かれて、華奈は小さくうなずいた。

「やっぱりな。やたらと自信なさそうだったからな」

「ごめんなさい」

　颯真はフォークを置いて、右手で顎を支えた。

「他人の言葉を気にしすぎるのは、華奈の悪い癖」

　颯真に言われて、華奈はあっと思った。過去に付き合った相手の言葉に縛られて、颯真を信じ切れなかったことを思い出す。

「相手の話に耳を傾けようとするのは華奈のいいところだ。でも、ときどき傾けすぎて、言われた言葉をそのまま受け止めてしまう。相手に悪意がある場合だってあるから気をつけないと。まあ、それを見破るのは難しいかもしれないけれど……」

「うん……」

「華奈はもう、俺の言葉以外、信じるのは禁止な」

「えっ」

　華奈が驚き、颯真は「冗談」と笑った。そうして真顔になって続ける。

「上平さんの言葉は気にしなくていいよ。先週、挨拶回りに行く前に彼女のリクエストで和食の店に行ったんだ。それなのに会席弁当を頼んだら、上平さん、半分以上残してた。店を出てから、口に合わなかったのかって訊いたら、『部長は細い女性が好きなんですよね？』って言うんだ。その根拠を尋ねたら、『だって、川村主任、細いじゃないですか』って」

「言われたのって、それだけ？」

　華奈が探るように見つめ、颯真は一瞬、ためらうように目を動かした。それに気づいて、華奈は問う。

「ほかになんて言われたのか、教えてください」

　颯真は小さくため息をついた。

「『私が川村主任よりスタイル良くなって、主任に昇進したら、私とのこと、考えてください。部長にひと目惚れしたんです！』って言われた」

　華奈は目を見開いた。史緒里があの日、颯真に告白していたことを知って驚いた。

「俺は華奈の体型で付き合っているわけじゃないのにな。そもそも、華奈は着やせするタイプだし」

　颯真はクスリと笑ったが、華奈は笑うどころではなかった。

「颯真さんはなんて答えたの？」

「全部は覚えてないけど……『考えるのはキミの方だ』って言ったかな」

「考えるってなにを――」

　華奈が尋ねかけたとき、デザートの自家製レモンジェラートと食後のコーヒーが運ばれてきた。

「これが華奈が絶賛していたデザートなんだな」

　颯真が楽しげに言ってスプーンを取り上げ、ジェラートをすくって口に入れた。

「うん、うまいな。爽やかな甘酸っぱさがちょうどいい」

　颯真がおいしそうに笑うので、華奈はもう話を戻せなくなっていた。すっきりしないまま、スプーンを手に取ったのだった。




『考えるのはキミの方だ』

　そう言ったときの颯真の顔を華奈は思い浮かべた。あの瞬間、確かに上司の顔をしていた。

　きっと、なぜわざわざここに来てキャリアアップ研修を受けているのか、もう一度考えてみなさい、という意味だったのではないか。史緒里が研修を受けている間、史緒里の業務はほかの社員が負担している。そういうことを忘れてしまうようでは、上に立つことはできない、ということなのだろう。

　颯真ならそう考えたはずだ、と思うと、自然と苦笑が浮かんだ。

（私……なんであんなに不安になっちゃったんだろう。上平さんの押しの強さに、颯真さんの気持ちが揺らいじゃうなんて……）

　華奈はそっと手を伸ばして颯真の額の冷却シートに触れた。もうぬるくなっているので、彼を起こさないようにそろそろと剥がした。そうして新しい冷却シートを貼る。

　直後、颯真が気持ちよさそうにふぅっと息を吐き出した。

（早くよくなりますように）

　華奈は両手を祈るように組んだ。
















第十三章　エンゲージメント













　髪に触れられる感触で、華奈はハッと目を覚ました。昨晩、椅子に座ったまま寝てしまったらしく、ベッドに突っ伏していた。

「颯真さん」

　華奈がガバッと顔を起こすと、彼は片手で華奈の髪をすっとなで下ろした。

「おはよう」

　目の前で彼が微笑んでいる。

「おはよう、颯真さんっ。熱は？」

　華奈は手を伸ばして颯真の額に触れようとした。その手を掴まれ、指先を絡められる。

「もう熱は下がったよ」

　先に起きて剥がしたのか、颯真の額に冷却シートはなかった。

「よかったぁ」

　華奈は安心して、全身から力が抜けるのを感じた。

「華奈のおかげだ。ありがとう」

　颯真が華奈の手を口元に寄せ、指先に口づける。

「颯真さん……」

　はにかんだ直後、颯真がぐっと手を引き、華奈は寝ている彼の胸に引き寄せられた。力強い腕の中にとらわれて、華奈は颯真のシャツの胸に頬を寄せた。

「お腹空いたな」

「あ、じゃあ、なにか作るね。なにがいいかな？」

　華奈は顔を上げて颯真を見た。目が合った颯真がなにかを企んでいるような顔で微笑む。

「華奈がいい」

「え？」

「華奈を食べたい」

　華奈は目を見開いた。ありったけの力を込めてベッドに両手をつき、身体を起こす。

「ダメですっ！　病み上がりなんだから」

「華奈に飢えてるんだ」

　颯真の表情がふっと真剣になった。愁うれいを帯びた瞳に真っ直ぐに見つめられて、彼の方に引き寄せられそうになる。それを華奈は理性を総動員してぐっと耐えた。

「そ、そそ、そうだ、卵たまご粥がゆを作ってあげる！　お母さん直伝でおいしいんだから。ね？」

　華奈が真っ赤な顔で言うので、颯真は仕方ないな、と言いたげに微笑み、腕の力を緩めた。その隙に華奈は彼の腕の中から抜け出す。

（もう、颯真さんってば。私だって……我慢してるんだからねっ）

　華奈は心の中でブツブツ言いながら、キッチンに向かった。何度か料理しているので、食材の場所はだいたいわかっている。

（おいしい卵粥の作り方、お母さんに教わっておいてよかった）

　子どもの頃、熱を出したときに母がよく作ってくれた。高校生のとき母の真似をして、熱を出した妹に作ってあげたら、一口食べて『おいしくない』と言われた。そのあと、母にちゃんと作り方を教えてもらったのだが、それが今大いに役立つ。

　華奈は冷蔵庫から適量の米を取り、ざるに入れて洗って、水気をよく切った。それから、母に教わった通り、鍋に米と多めの水を入れて強火にかけた。沸騰したら今度は弱火にして、蓋をして十五分から二十分ほど炊くのだ。

　華奈が鍋の前で待っていると、颯真がベッドルームを出てキッチンに歩いてきた。

「シャワーを浴びてくる」

　そうして華奈を後ろからふわりと抱いて髪にチュッとキスを落とし、バスルームに向かった。

　やがて米が柔らかくなってきたので、鍋に塩と粉末の和風だしを加えて味付けをした。そこに卵をよく溶いて流し入れ、卵が固まりきる前に火を止める。そうすれば、余熱でいい具合に火が通り、卵がふわふわのお粥になるのだ。

「うん、いい感じ」

　でき上がった卵粥を器に盛り、青ネギを小口切りにして散らした。華奈が器を持ち上げたとき、颯真がタオルで髪を拭きながらキッチンに入ってきた。彼は新しいシャツとスウェットのズボンに着替えている。

「いいにおいだ」

「ちょうどできたよ」

「ありがとう。華奈も食べるだろ？」

　颯真がスツールに座りながら言った。華奈は彼の前に器と木製のスプーンを置く。

「うん、そうする」

　華奈は自分の分も器に盛って、カウンターに置いた。そうして颯真の隣のスツールに腰を下ろす。

「いただきます」

　颯真が木製のスプーンを取り上げた。華奈はドキドキしながら颯真が食べるのを見守る。彼はお粥をすくってふーっと息を吹きかけ、口に入れた。

「どう？　できたてだから熱いかな？」

　華奈の問いかけに颯真が「うまい」と即答する。

「ほんと!?」

「ああ、今まで食べたお粥の中で一番うまい」

　颯真の嬉しそうな顔を見て、華奈は顔をほころばせながら自分のスプーンを取った。一口食べて、母と同じ味が出せた、とホッとする。

　颯真はお代わりをしてお粥を全部平らげ、笑顔で華奈を見た。

「完全に復活した気分だ。ありがとう」

　華奈は照れを隠すように、わざとつんとして言う。

「感謝してくださいね。あんな強い調子で『来るな』なんて言われて、私が本当に来なかったら、たぶん颯真さん、大変だったよ」

「俺、そんな書き方をしたかな？」

　華奈は口を尖らせてうんうんとうなずく。颯真は自分のスマホを手にしてやりとりしたメッセージを確認すると、しまった、というような表情をした。

「悪い。文字を打つのもしんどかったんだよ。ただ、華奈にうつしたくないから来ないでほしいって気持ちだけで、ろくに見直しもせずに送信したんだ」

「文字だけじゃ伝わりにくいこともあるの」

　華奈が膨れてみせると、颯真はうなずいた。

「そうだね。ごめん」

「元気になってくれたから許します」

　すると颯真が笑って華奈を手招きした。

「なぁに？」

　颯真はスツールに座ったまま、彼の膝を軽く叩く。どうやらそこに座れということらしい。

　華奈はちょこんと横向きに彼の膝に座った。

「昨日、華奈からキスしてくれて嬉しかったな」

　彼が華奈の唇を人差し指でそっとなぞった。華奈の頬が赤みを帯びる。

「颯真さんがしてほしいって言うなら……いつでもいいよ」

「じゃあ、して？」

　彼に甘えるように見つめられ、華奈の心臓がキュンと鳴った。そっと顔を傾けて、昨日のように頬にキスをすると、颯真が不満そうに言う。

「そんなんじゃない」

「えー」

　華奈は戸惑いながらまぶたにキスをした。

「そこも違う」

「もう」

　華奈は頬を赤らめながら、颯真の唇にそっと自分の唇を重ねた。直後、華奈の後頭部に颯真の手が回され、キスがぐっと深くなる。

「ほ、ほうまは……」

　颯真さ、と言いかけた言葉を、彼の唇が呑み込んだ。味わうように唇を食まれ、華奈はふわふわとした甘い気分になる。

　やがて唇を離して、颯真が華奈の頬を両手で包み込んだ。

「華奈がそばにいてくれて、本当によかった」

　颯真が穏やかに微笑み、華奈は幸せな気持ちで笑みを返した。




　それから一週間後の土曜日。華奈は颯真と一緒に京きょう都とに紅葉を見に出かけた。京都駅から近くにある五重塔で有名な東とう寺じは、観光客でごった返していて、紅葉を堪能したあと、ふたりは空いていたベンチに並んで座る。今日はヒールの高くないブーツを履いていたが、さすがに歩き疲れて、華奈は脚を伸ばした。

「俺、なにか飲み物を買ってくるよ」

「ありがとう」

　颯真が立ち上がった。今日の彼はカーキのジャケットと細身のブラックパンツというカジュアルながらもスタイリッシュなコーディネートだ。

　颯真の姿が人混みに見えなくなり、華奈はお尻の後ろに手をついて空を見上げた。空にうっすらと雲がかかっていたが、西の空に沈みかけた夕日を受けて淡いオレンジ色に染まり始めている。

「Excuse me.」

　耳元で突然若い男性の声がして、華奈はハッとそちらを見た。大きなバックパックを背負った二十代半ばくらいの金髪の外国人男性が、少し不安そうな面持ちで華奈に話しかけていた。

「May I help you?」

　華奈が英語で応じたので、男性はホッとしたように表情を緩め、英語で話を続ける。どうやら宿泊先までの道順を教えてほしいようだ。

　男性が、ユースホステルのパンフレットと紙の地図を差し出した。

『ええと……』

　華奈は渡された英語の地図を見ながら考える。

『ここからだったら、いったん京都駅に戻った方がいいですね。そこからバスが出ています』

『ユースホステルに荷物を置いてから金閣寺に行きたいんですが、間に合いますか？』

『十七時閉門とあるので、今日は難しそうですね』

　男性は残念そうな顔になる。

『でもライトアップしているお寺なら、今からでも行けますよ』

　華奈がいくつか地図上の寺を示すと、男性は笑顔になった。

「Thank you」と礼を言って、華奈をまじまじと見る。

『おひとりで来てるんですか？』

『え？』

　その直後、華奈は背後から左腕を掴まれてそのまま強引に立たされる。顔を向けると颯真が立っていた。

「あ、颯真さん」

　颯真は華奈の腕を引いて背中に隠すと、仏ぶっ頂ちょう面づらで男性を見た。颯真とその外国人男性は同じくらいの身長だ。

『彼女は俺と来ています』

　颯真の言葉を聞いて、外国人男性は「Ｏｈ」と声を出した。

『残念です。彼女みたいな親切な女性と一緒に観光したら、きっといい思い出になるでしょうね』

『そうですね。いい思い出を作るつもりです』

　颯真がきっぱりと言うと、華奈は彼の陰からひょこっと顔を出す。

『美しい紅葉を見て、ぜひ日本のいい思い出にしてくださいね』

「ドモアリガトゴザイマス」

　男性は微笑んで、華奈と颯真にぎこちない仕草ながらお辞儀をした。

「Have a nice trip.」

　男性を見送ってから、颯真は華奈に向き直った。

「あいつ、結構いい男だったな」

「ちょっとハリウッド俳優に似てたかも。ほら、最近、映画で主演してた――」

　華奈が俳優の名前を挙げ、颯真の口の端がピクリと動いた。

「華奈はもしひとりで来てたら、さっきの観光客を案内してあげた？」

「困ってるみたいだったしね……」

　華奈は迷うように答えた。困っている人なら助けてあげたいとは思う。

「いくら相手が困っていても、男とふたりきりっていうのは心配だな」

　颯真の口調に独占欲がにじんでいて、華奈は「えっ」と声を上げた。

　颯真は華奈の左手を取る。

「華奈は俺のものだってわかってる？」

　彼に左手を持ち上げられ、薬指にチュッとキスが落とされた。チラリと上目遣いで視線を投げられ、付き合って七カ月経つというのに、その色気に胸を射貫かれる。

「も、ちろん」

「ふぅん」

　颯真はおもしろくなさそうな声を出す。

「ここの指が空いてるから、いけないんだろうな」

　颯真は華奈の手をギュッと握ると、唐突に「予定変更」と言った。

「え、なに？」

「湯ゆ豆どう腐ふを食べてから紅葉のライトアップを見に行こうと思ってたけど、順番を逆にしよう」

　颯真は言って、華奈の手を引っ張りながら歩き出した。

「颯真さん、待って」

　華奈は急いで彼に続いた。チラッと見た彼の横顔は、決然とした表情をしていた。




　颯真とタクシーで向かったのは、東ひがし山やま区にある高こう台だい寺じだ。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの正室、北きたの政まん所どころのねねが、秀吉の菩ぼ提だいを弔とむらうために建立した寺である。秋になると毎年ライトアップが行われることでも有名だ。真っ赤に色づいた紅葉が暗い中にぼんやりと浮かび上がり、別世界に来たような美しさだった。

「すごい……」

　華奈は颯真に手を引かれながら、寺の中を散策した。

「なんだか心が洗われるな」

　池の前で颯真が足を止めた。鏡のような水面に紅葉が映って神秘的だ。

「こんなにキレイだったら、湯豆腐より優先したくなるね」

　華奈がいたずらっぽく笑うと、颯真が華奈の左手を取った。そうして手の甲に唇を押し当てる。

「颯真さん？」

　柔らかな唇が手の甲をついばみ、華奈は頬を染めた。

　颯真は華奈の手を離して言う。

「本当の目的はね、これなんだ」

　颯真がジャケットのポケットから濃紺の小箱を取り出した。彼が蓋を開けると、大粒のダイヤモンドを抱いたプラチナの指輪が姿を現した。ライトアップの明かりを浴びて、指輪はキラキラと幻想的な輝きを放つ。

　華奈は指輪から颯真に視線を動かした。颯真は真っ直ぐに華奈を見つめている。

「仕事上では見えてこない華奈の内面を知って、華奈から目が離せなくなった。本気の恋愛はもう面倒だと思っていたのに、そんな気持ちが吹き飛んでしまった。華奈の笑顔をずっとそばで見ていたい。悲しいことやつらいことからは、俺が守ると約束する。誰よりも華奈のそばにいたいし、華奈に俺のそばにいてほしい」

「颯真さん……」

　華奈は両手を口元に当てた。

「こんな気持ちになったのは華奈だけなんだ。華奈、愛してる。ほかの誰にも渡したくない。俺と結婚してほしい」

　かつて『結婚相手には向いていない』と言われたことのある自分だ。華奈はおずおずと口を開く。

「私、颯真さんと結婚していいの？」

　華奈の不安を吹き飛ばすように、颯真は不敵に笑う。

「悪いね、華奈は俺としか結婚できない。俺が華奈を離すつもりがないからね」

　独占欲に満ちた、だけど揺るぎない想いを伝える言葉。それが胸に染み込み、じわじわと熱い想いが沸き上がってきた。喜びに震えそうになりながら、想いを言葉にする。

「私も颯真さんを愛しています。ずっとずっと颯真さんのそばにいたい。颯真さんと結婚したいです」

「ありがとう」

　颯真は穏やかな笑みを浮かべ、華奈の左手を取った。そうして薬指に指輪をはめる。

「これで華奈は一生俺のものだって、みんなにわかるな」

　颯真が言って、華奈の指先にキスをした。

「ずっと一緒にいよう」

　指輪のきらめきが目に染みて、華奈の目に嬉し涙が浮かぶ。見上げた颯真の表情が幸せそうで、華奈はどうしようもなく胸がいっぱいになった。
















最終章













『新郎・一之瀬颯真、あなたはここにいる新婦・川村華奈を妻とし、富めるときも貧しきときも、病めるときも健やかなるときも、死がふたりを分かつまで、愛し、敬い、ともに助け合い、命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？』

『はい、誓います』

　華奈の右隣で、颯真が力強い声で答えた。牧師はうなずくと華奈を見て、同じように厳おごそかな声で問いかける。

『はい、誓います』

『では、この婚姻の誓約の目に見える印として、指輪の交換をします』

　牧師の合図を受けて、華奈は颯真と向き合った。薄いベール越しに、黒のタキシードを着た颯真の姿がぼんやりと見える。

　颯真がリングピローからプラチナの指輪を取り上げた。

　華奈は左手を颯真の左手に預ける。ひんやりとした指輪が薬指の先に触れ、颯真の手でゆっくりとはめられた。センターで捻りを加えた上品なデザインのリングが、ぴったりと薬指に収まる。

　次は華奈の番だ。華奈はドキドキしながら指輪を取り上げ、華奈のものより少し大きいそれを、颯真の左手の薬指にそっとはめる。

　指輪の交換を終えて、ふたりは牧師に向き直った。

『それでは、誓いのキスを交わしてください』

　牧師に言葉をかけられ、華奈は颯真の方を向いて少し腰をかがめた。颯真の手がベールにそっとかかり、持ち上げられて頭の後ろへと下ろされる。それまで白くぼんやりしていた視界が急にひらけて、顔を上げるとタキシード姿の颯真が目の前にいた。

　表情を引き締めて、華奈を見つめている。そんな彼は、祭さい壇だんの背後から差し込む五月の柔らかな日差しを受けて、いつにも増して凛々しく見えた。

　華奈は胸がいっぱいになって、今にも泣いてしまいそうになる。

　にじんだ視界の中、颯真が目を伏せながら顔を傾けて近づいてくるのが見える。

　颯真の柔らかな唇が華奈の唇にそっと触れた。それは今までで一番優しい、愛おしむようなキスだった――。




　ピピピ、ピピピ、ピピピ……。

　リズミカルなスマホのアラーム音が徐々に大きくなり、華奈は目を閉じたまま、右手だけを動かして、ベッドのヘッドボードを探った。

（せっかくいい夢を見てるんだから～。もうちょっと寝かせて～。あのときの颯真さんのかっこいいタキシード姿をもっと見たい……）

　続きを見て幸せに浸りたい、と思うのに、スマホが手に触れない。仕方なく華奈は目を開けた。焦点の定まらないまま目をパチパチさせると、目の前に愛しい人の顔があった。もちろんタキシード姿ではなく、白いワイシャツに黒いスーツのパンツという格好で、アラーム音ももう消えている。

「華奈、おはよう」

　額にチュッとキスが落とされた。

「朝ごはん、できたよ」

「え？」

　華奈は眉を寄せた。

「今日は私が朝食当番だった気が……」

「いいんだ。俺の方が先に目が覚めたから。それに、眠り姫を心ゆくまで眠らせてあげたいと思ってね」

「颯真さん……」

　華奈が胸を熱くさせると、颯真がニッと笑う。

「なにより華奈のかわいい寝起きの顔が見られるからね」

「えーっ」

（すっぴんだし、絶対寝ね癖ぐせもついてるし！）

　華奈はタオルケットを目の下まで引き上げた。

「それじゃキスできない」

　颯真がタオルケットを引き下げたかと思うと、華奈の唇をキスで塞ぐ。

「そう、ま、さ……」

〝颯真さん〟と言いたかったであろう華奈のもごもごした言葉を聞いて、颯真が噴き出す。

「なに、そのかわいすぎる声」

　華奈は顔を赤くして颯真を軽く睨んだ。

「んーもう！　会社に遅刻するでしょ！」

「それもいいと思うけど。新婚の一之瀬夫妻は朝からイチャイチャしてて遅刻しましたってのも」

「やだ！　そんなの絶対恥ずかしい！　二度と会社に行けなくなる」

　華奈の怒った声を聞いて、颯真はわかったよ、というように軽く両手を挙げた。

「それじゃ、準備ができたら朝食にしよう」

　颯真はもう一度華奈の唇にキスをすると、ベッドから離れた。

　華奈が朝の支度を終えてダイニングに向かうと、新しく買ったテーブルの上に大好きな颯真の特製オムレツとベーコン、サラダ、バゲットが盛られた皿が置かれている。

「はい、コーヒー」

　颯真がサーバーからコーヒーを注いでカップを華奈の前に置いた。

「いつも……ありがとう」

　そう言いながら、華奈はほんの少し罪悪感を覚えた。華奈の朝食当番のときには、チーズトーストとヨーグルトにフルーツ、コーヒーくらいしか用意できない。

　華奈の様子に気づいて、颯真が近づいてくる。

「どうした？」

「え、なんでもない」

「なんでもないことないだろ。俺が華奈のことをわからないとでも思ってるのか？」

　颯真に顔を覗き込まれ、華奈は淡い笑みを浮かべた。

「あー……、私が朝食当番のとき、あんまりちゃんとしたものを作ってないなって思って。そもそも火を使わないんだもん」

「あのね」

　颯真は椅子に腰を下ろし、華奈の手を引いて彼の膝の上に横向きに座らせた。

「俺はやりたいからやってるんだ。華奈がゆっくり寝られたらいいな、喜んでくれたらいいなって思いながらね。華奈が『おいしい』なんて言ってくれたら、それだけですごいご褒美だ」

「颯真さん……」

　またもや胸が熱くなり、華奈は颯真を見た。

　こんなにも想われて、こんなにも愛されて。その感謝の気持ちをどう伝えたらいいだろうか。

「なあ、華奈。俺はキミと結婚できて嬉しいんだよ。ふたりで一緒に過ごせる時間がこれからずっとある。付き合っているときみたいにデートや旅行もしたい。でも、それだけじゃない。この薬指にはめたお揃いの指輪が、俺には華奈を守る責任があるって教えてくれる。華奈とつながっているんだって夫婦の絆を思い出させてくれる。だからこそ、俺はがんばれる。でも、だからといって俺だけが華奈を守っているんじゃない。わかる？」

　華奈は小さく首を傾げた。

「会社から帰って華奈が作ってくれる夕食は、俺の一日の疲れを癒やしてくれる。ひとりじゃなく華奈と眠る夜は、明日またがんばろうって力をくれる。キミの存在そのものが俺のエネルギーになる」

　颯真の言葉に、華奈は胸がいっぱいになった。

「そうだよね。颯真さんがそばにいてくれるから、私も忙しくてもつらくない。毎日が充実してる」

　そして、充実しているのは生活だけではない。心もなのだ。彼がくれる思いやりに温かい気持ちになったり、優しさのある強引さにキュンとしたり、ちょっとした癖を見つけて愛おしさが増したり……。

「お互いが関わり合って、毎日がもっとステキに、ずっと豊かになっていくんだね」

　愛する人と過ごす日々を大切に積み重ねていける。そしてその日々がずっと続いていく。颯真と結んだ結婚という〝約束〟の意味を、華奈はじっくりと噛みしめた。

　それから颯真の頬をそっと両手で挟む。

「颯真さんの存在も私のエネルギーになります。颯真さん、大好き」

　その想いを込めて彼の唇にそっとキスをした。華奈の唇が離れたとき、颯真が唸るような声を出す。

「んー」

「ど、どうしたの？　具合でも悪くなった？」

「そうだな。華奈にしか治せない症状が出てしまった」

「えっ!?」

　華奈が慌てたとき、颯真が華奈を横抱きに抱いて立ち上がった。

「きゃっ、なに？」

　颯真は華奈を抱いてベッドルームに向かいながら、ニヤリと笑う。

「今日の一之瀬夫妻は就業時間ギリギリの出社かな」

「え？　え！　ええっ!?」

「最愛の奥さんに癒やしてもらうとしますか」

　颯真がおどけたように言いながら、華奈をベッドに下ろした。

「ん～」

　華奈の叫びは颯真の唇に塞がれて、言葉にならなかった。
















番外編　運命を見つけた夜













　金曜日の仕事終わり。颯真は自宅近くのお気に入りのバーで、バーボンをゆっくり飲みながらジャズの音色に耳を傾けていた。ここは仕事で疲れた身体と心を癒やすのにぴったりの場所だ。

　目を閉じて、喉を流れていくバーボンの芳醇な香りと深い味わいを楽しむ。ふぅっと息を吐き出したとき、ポケットに入れていたスマホが振動して、メールの受信を知らせた。タップして開くと、四カ月前から彼が関わっていた地方の販売店の男性店長からだった。

【先日はご足労いただき、ありがとうございました。人口の少ない地方で、隣町に大型店がオープンするという苦境の中、黒字化が実現できたのは、ひとえに一之瀬部長のおかげです。品揃えを刷さっ新しんするという部長の戦略はとても大胆で、正直に申し上げればうかがった当初は不安だったのですが、しっかりしたデータと計画、それになにより部長の熱意と自信に背中を押されました】

　売上の低迷していた店舗の店長からのお礼を伝えるメールを読んで、颯真は頬を緩めた。四カ月前、実直な人柄の店長と直接話をして、『絶対に黒字化させる』と約束した。地方と大阪を何度も往復するのはハードだったが、その甲斐あってか、短い期間でその約束を果たすことができた。

（けれど、それは俺を支持してくれた店長や、計画に沿って改革を進めてくれた販売店のスタッフのおかげだ）

　だからこそ、当初の計画よりも早く、たったの四カ月で黒字化が実現したのだ。

　颯真は目を細めてスマホをポケットに戻そうとしたが、十歳年下の従妹の麻衣からもメッセージが届いているのに気づいた。就職活動がうまく行かず、どこからも内定がもらえなかった彼女に、勤める会社の求人を紹介した。

　彼は紹介しただけなのだが、試験を受けて採用された麻衣は、颯真のおかげで就職が決まったのだと思っている。そして、ときどき彼に近況を報告してくるのだ。

【颯真くん、三月の社長賞ももらったんだよね！　おめでとう。いいなぁー、さすがは颯真くん！　ボーナスがまたまた一回多くなった感じだよね。今度またごはん奢ってね！　デザートもだよ！】

　天真爛漫な麻衣らしい文面を見て、颯真は笑みを浮かべた。

　麻衣からのメッセージはまだ続いている。

【今日はね、華奈さんに契約書の作成を任されちゃったんだ！　課長にはまだ早いんじゃないかって渋い顔されたけど、華奈さんが「相原さんに任せて大丈夫です」って言ってくれて！　嬉しかったなぁ。華奈さん、やっぱり大好き。仕事ができるのに気取ったところがないし、憧れちゃう】

　麻衣の上司である華奈のことは、麻衣からよく聞かされていて、どういう女性なのかは気になっていた。とはいえ、仕事上では関わりはあるが、プライベートではいっさい接点がない。仕事熱心で、部下の面倒見がいい女性だという印象は受けていたが、実際のところはどうなのか。

　外面を取り繕うのがうまい人間を、颯真は何人も知っている。

　なにしろ華奈は、一七〇センチ近い身長で、色素の薄い家系なのか、肌も白くて髪の色も明るい。大きな目とぽってりした唇が魅惑的で、酔った男性社員の間でよく話題になるのだ。『一晩付き合ってみたいな』などと言う輩やからもいるくらいだ。

　一度、総合販売部の男性社員が華奈に告白して、撃げき沈ちんしたらしい。忘年会のときに、すっかりできあがった彼に『僕も一之瀬部長みたいにイケメンだったら、川村さんと付き合えたかもしれないのに』と恨めしそうに言われた。だが、華奈は颯真に必要以上に近づかないし、用がない限り話しかけてもこない。

『一之瀬部長、恋人はいないんですか？』

『今はね』

『じゃあ、川村さんはどうですか』

『彼女にその気はないと思うよ』

　そう答えた颯真に、その男性社員が赤い顔で絡む。

『そんなことないっす。ああいう経験豊富そうな人は、ハイスペックな男がいいに決まってます。結局ね、俺みたいな平凡な男は相手にされないんですよ……』

　そんなふうに、華奈は男性社員の間では、派手な女性、と評されていた。

（仕事上の関わりしかないから、俺には本当のところはわからないが）

　そんなことを思いながら颯真がスマホをポケットに戻したときだ。カウンター席のずっと左側から、女性の驚いたような声が聞こえてきた。

「え、ちょ、ちょっと待ってください。手切れってどういうことですか？」

（ああ、別れ話か）

　まあ、よくあることだな、と思った。彼自身、彼の外見やステータス目当ての女性と、そうとは知らずに付き合って、別れを切り出したことは何度かある。そうした女性と心が通い合う付き合いなどできなかったし、彼に気に入られようとうわべを取り繕った女性がふと見せる本心に、幻滅させられたことは少なくない。

　その繰り返しにいいかげん嫌気が差して、ここのところは本気で恋愛しようという気にならなかった。

　今度は男性の声が聞こえてくる。

「華奈は付き合うには最高の女だと思う。スラッとしてて見た目も悪くないし、俺の話をすごく興味を持って聞いてくれるしな――。だけど、結婚相手には向いていない」

　男性の冷めた声が聞こえてきた。

（ということは、男の方が外見やステータス目当てで付き合ってたのか？）

　颯真は腹立ちを覚えてふと左側に視線を向けた。カウンター席の左端に並んで座っているカップルを見て、あやうく声を上げそうになる。

（あれは、貿易管理部の川村主任と佐脇課長じゃないか）

　さっきまで考えていた華奈が同じバーにいたことに驚いた。

（あのふたり、付き合ってたのか。それにしても……、佐脇課長ってこんな横柄な男だったのか？）

　真面目そうな印象を与える彼は、颯真に対しては物腰も丁寧だ。まさか女性に――しかも付き合っていた相手に――こんな心ない言葉を投げつける男だったとは。

「な、ど、どうして」

　驚いた声を上げる華奈の全身を秀一郎がさっと見た。その様子を見て、颯真は、ああ、と思う。

（佐脇課長はそういう目で川村主任を見てたのか）

　最低な男だな、と思った。

「外見も中身も派手すぎるんだよ」

　秀一郎の声に嫌悪感がこもっていたが、その彼に対して颯真は嫌悪感を抱いた。グラスを持つ手に、ギュッと力がこもる。

　カウンターの逆側では、華奈が怪訝そうな声を発する。

「え？」

「それに、付き合っていることは秘密にしようって俺が言ったからって、男とふたりきりで飲みに行くような女を嫁になんかできない。信用できない」

「ちょっと待ってください、私、そんなことしてません！」

　懸命に釈明しようとする華奈に対し、秀一郎は聞く耳を持たないようだ。ふたりはしばらくもめていたが、秀一郎が一方的に別れの言葉を彼女に告げる。

「やっぱり付き合う女と結婚する女は別だよ。華奈みたいに派手で目立つ女じゃなく、控えめで俺を立ててくれるような女でなきゃ。なんてったって俺はフィーカの幹部候補だからな」

　秀一郎の口調に嘲りすら感じられて、颯真は怒りで身体が熱くなるのを感じた。他人に対してここまでの憤りを覚えたのは初めてだ。

（なんて男だ）

　秀一郎は華奈の耳元に顔を近づけてなにか言った。話の内容は颯真には聞こえなかったが、顔を背ける彼女の仕草から、おそらく「会社ではこれまで通りでいよう」とかなんとか言ったのだろう。

「それじゃあな」

　秀一郎の靴音が遠ざかり、やがてドアが開いて閉まる音がした。その瞬間、華奈の目から涙がこぼれ、カウンターにポタポタと落ちた。

　必死に唇を噛みしめ、涙をこらえようとする横顔が、あまりに痛々しい。本物の悲しみを目にした瞬間、颯真は麻衣から聞き、自分でも感じていた華奈の印象と、男性社員の間でされている噂のどちらが正しいのかを悟った。

（彼女は……佐脇課長に侮辱されていいような女性じゃない！）

　怒りとともに、二年前、最後に付き合った女性が、颯真に聞こえていないと思って、部屋で友達に電話で話していた言葉が、彼の耳に蘇る。

『あれだけイケメンでハイスペックだったら、中身なんかどうでもいいの。結婚まで持ち込むためなら、なんだってする』

　そのときに凍りついたままの心が、ゆるゆると解けていくのを感じた。まるで華奈が、傷ついた彼の心の代わりに涙を流してくれているかのようだ。

　華奈のそばに行って、本当のキミの姿を見ようとしない男のために傷つかなくていいんだ、と慰めたい衝動に駆られた。だが、颯真は仕事上の関わりしかない、他の部署の上司だ。

　それでも、どうにかしてやりたい、と思った。

　颯真はカウンターの向こうにいるバーテンダーに合図をした。

「いかがいたしましょう」

「あちらの女性に、マルガリータを」

　颯真は華奈を視線で示した。

「かしこまりました」

　バーテンダーは底が丸く膨らんだカクテルグラスを手に取った。半分に切ったライムをグラスの縁にぐるりと押しつけて縁を濡らし、そこに塩をつけた。シェーカーにテキーラとホワイトキュラソー、ライムジュースと氷を入れて濾こし器を被せ、蓋をしてシェイクする。そのシャカシャカという小気味いい音を聞きながら、颯真は華奈を見た。

　彼女がうつむいて左手を口に押し当てた。白いワンピースの肩に艶のある茶色い髪が流れるように落ちて、ドキリとする。

　そのとき、コトリ、と音がして、バーテンダーが華奈の前にカクテルを置いた。

　驚いて顔を上げた彼女に、バーテンダーが颯真を示して言う。

「あちらのお客さまからです」

　華奈がバーテンダーの手の先へゆっくり顔を動かし、颯真に気づいて目を見開いた。

「い、一之瀬部長！」

　颯真は軽く左手を挙げた。華奈の顔が引きつったのが見える。

（俺の助けも……アルコールの助けも必要なかったかな）

　そう思うと、なぜだか胸が痛みを訴えた。華奈はぎこちなく笑顔を作って、颯真に小さく会釈をした。颯真は一度うなずく。

　華奈はグラスを取り上げ、一口飲んだ。潤んだ瞳で、ぼんやりとグラスを見つめている。

　キビキビと仕事をする普段の彼女からは想像できないはかなげな様子に、庇ひ護ご欲よくをかき立てられる。こんなふうに誰かを守ってやりたいと思ったのは……いつ以来だろう。

　颯真が自分の中に芽生えた想いに気づいたとき、華奈はグラスを空にした。

「お会計をお願いします」

「先ほどのお連れの男性がご一緒に精算されました」

　バーテンダーの言葉に、華奈の頬が見る見る赤くなる。恥ずかしくてたまらないのだろう。カウンターの下からバッグを取り上げ、席を立った。

「どうもありがとうございました」

　華奈は颯真に一礼してそのまま立ち去ろうとしたが、バーテンダーの声に止められる。

「お客さま、お忘れ物です」

　彼女が振り返ると、バーテンダーが片手でカウンターの上の黒い小箱を示していた。

「あ、ど、どうも」

　華奈はそれをさっと取り上げ、店を出ていった。

　颯真は残っていたバーボンを飲み干し、バーテンダーに会計を頼んだ。

「ありがとうございました」と言うバーテンダーの声を聞きながら、急いでバーを出る。

（彼女のそばにいてやりたい）

　その気持ちのまま、颯真は決然と歩き出した――。
















特別書き下ろし番外編　サプライズは計画的に













「それでは以上が、貿易事務の基本的な流れになります――」

　華奈は中途採用者を対象にした社内研修で、業務についての説明を行っていた。受講者は華奈より少し年下の女性から三十代後半の男性までの十二名。

　ビジネススキル研修やキャリアデザイン研修に続いて、各関係部署の担当者が講義を行っている。華奈が最後の講師だ。

　持ち時間が終わりに差しかかり、華奈は受講者を見回した。

「それでは、なにかご質問があれば、どうぞ」

「はい」

　二列目に座っていた三十歳くらいの男性社員が手を挙げた。短めの茶髪をしたスポーツマンタイプの男性で、華奈は彼の前に置かれた名札で名前を確認した。

「笹ささ原はらさん、どうぞ」

「貿易事務をするに当たって、どのようなスキルが必要でしょうか？　やはり英語力ですか？」

　笹原は華奈を真っ直ぐに見つめている。

「確かに英語力は必要ですが、それ以上にコミュニケーションスキルが欠かせません。それに、国や地域によっては時差もありますし、繁忙期や文化、考え方が日本と異なる場合もありますので、臨機応変に、そして正確に対応する能力も求められます」

「なるほど、ありがとうございました」

「ほかにご質問のある方はいらっしゃいますか？」

　華奈は研修室の一人ひとりを見ていったが、小さく首を振ったりうつむいたりして、誰も手を挙げない。

「それでは、私の研修はこれで終わらせていただきます。今申し上げたようなスキルは、貿易管理部ではなくても必要だと思いますので、普段の業務で意識していただければと思います。みなさまのご活躍を楽しみにしています」

　華奈がお辞儀をして、パチパチパチ……と拍手が起こった。研修担当の総務部の男性社員が進み出て、研修を締めくくる。

　すべてが終わり、華奈は一礼して出口に向かった。ドアを開けて廊下に出ると、すぐ横の壁に颯真がもたれて立っていた。

「お疲れさま」

　颯真は壁から背中を離して華奈の前に立った。

「颯真さ……と、一之瀬部長もお疲れさま」

　室内にほかの社員がいるので、華奈は颯真を名字で呼んだ。

「もうお互い仕事が終わったんだから、名前で呼べばいいのに」

　颯真の口調に少しの不満が混ざり、華奈は頬を染めながら小声で言う。

「でも、一応、まだ社内だし」

　そのとき、中からひとりの男性が出てきた。華奈に質問をした笹原だ。

「一之瀬主任」

　笹原の声を聞いて、華奈は一瞬考えてから、彼が呼びかけているのは自分なのだと認識した。名字が変わって二カ月になるが、取引先とは旧姓のままやりとりしているので、新しい名前に完全には慣れていない。

「はい」

　笹原は華奈の斜め前に立って、照れたように頭を掻いた。

「僕、中途採用なので、まだまだ社内について知らないことばかりなんです。よかったら、このあと一緒に食事をしながら、いろいろと教えてもらえませんか？」

「えっと……」

　華奈が答えを思いつくよりも早く、颯真が言葉を発する。

「キミの配属先は？」

　颯真を見て笹原は少し驚いた顔をしながらも、真面目に答える。

「京都支店の販売部です」

「だったら、月曜日に京都支店でオリエンテーションがあるはずだから、知りたいことがあるなら、そのときに教わればいい」

　笹原はバツが悪そうな表情になって華奈を見た。

「あー……実は、正直に言いますと、今のはプライベートでのお誘いだったんです」

「なるほど」

　颯真は淡々とした声を出し、左手で華奈の左手を取った。そうして手の甲を笹原に向ける。笹原はふたりの薬指に光るお揃いの指輪を見て目を見開いた。

「えっ、もしかして……」

「総合販売部の一之瀬颯真だ」

　颯真は華奈の手を離して言った。

「一之瀬……？」

　笹原はつぶやいた直後、驚愕の表情になる。

「も、申し訳ありませんっ。主任はお若いので、まさかご結婚されているとは思わなくて！　あのっ、今日はありがとうございましたっ」

　笹原は深々と頭を下げた。顔を上げて「失礼します」と言い、あたふたとエレベーターホールに向かっていった。

　研修室からほかの社員たちも姿を現し、「ありがとうございました」「お先に失礼します」などと華奈に会釈しながら、エレベーターへと歩いて行く。

「一之瀬主任、お疲れさまでした。一之瀬部長、失礼します」

　最後に出てきた研修担当者がドアを閉めて、華奈と颯真に一礼し、受講生たちの後に続いた。

「……マリッジリングをしてても、声をかけてくるヤツがいるんだな」

　颯真が不快そうに言った。

「んー、まあ、気がつかなかったのかもしれないし、ファッションリングだと思ったのかもしれないし」

「ふぅん」

　颯真が不満げな声を発して華奈に一歩近づいた。華奈は反射的に一歩下がろうとしたが、パンプスのかかとが壁にぶつかって動けない。颯真は右手を伸ばして、華奈の顔の横で壁に手をついた。

「あのナンパ野郎をかばうのか。華奈は俺のものだってちゃんと自覚してる？」

　そう言って颯真が顔を傾けながら近づけてくるので、華奈は慌てて、持っていたファイルを顔の前に持ち上げた。

「颯真さん、ここ、会社！」

「わかってる」

　新婚二カ月の妻がほかの男に声をかけられたことがよっぽど気に食わないのか、颯真はものすごく不機嫌な顔だ。

「颯真さん……」

　華奈が困ったような声を出し、颯真は前髪をくしゃりと掻き上げて、気持ちを落ち着かせるように息を吐いた。

「じゃあ、せっかく久しぶりにふたりとも定時で上がれるんだから、一緒になにか食べに行こう」

「あー……」

　華奈は目を左右に動かした。

「今日は……颯真さんが夕食を作ってくれる日だったよね？　だから、私、買い物に行こうと思ってたんだ」

「買い物に行きたいのなら付き合うよ。どこ？」

「……そうじゃなくて……ひとりで、行きたいの」

　とたんに颯真の顔がまた不機嫌になる。

「俺がいたらダメなわけ？」

「ダメっていうか……その、今日はひとりで行きたくて」

「ああ、そう」

「ごめんね」

「わかったよ」

　颯真はそっけなく言って華奈に背を向けた。華奈はとっさに彼のスーツの裾を掴む。

「颯真さん」

「なに？」

　颯真に愛想のない声を出され、華奈は胸がちくんと痛んだ。

「あのね、二時間くらいで帰るから」

「二時間!?」

　颯真が驚いた声を発し、華奈は視線を落とした。

「ごめんなさい」

「いいよ、わかった。たまにはひとりになりたいんだよな」

（えーん、颯真さんが機嫌を直してくれない～）

　華奈は泣きたい気分になりながらも、本当の理由が言えず、唇を引き結んだ。

「じゃあ、お先に。お疲れ」

　颯真は左手を軽く挙げて、そのままエレベーターホールへと歩き始めた。その後ろ姿を見送りながら、華奈は肩を落とす。

（どうしよう……。このままじゃダメだ）

　華奈は居ても立ってもいられなくなり、廊下を駆け出した。ヒールの音を響かせながら全速力で走り、颯真の背中に抱きつく。

「颯真さんっ」

　颯真は驚いた顔で肩越しに振り返った。

「華奈!?」

「ごめんなさい。今日だけだから」

「いいって言ったろ」

　だが、彼の口調はとても『いい』と思っているようには聞こえず、華奈は夢中で叫ぶ。

「颯真さん、大好きだからっ！」

　颯真は目を見開いて、辺りを見回した。幸い、周囲には誰もおらず、彼は小さく息を吐いた。

「わかった。怒ってごめん」

　颯真が身体を反転させて、華奈の頭をポンポンとなでた。

「先に帰って、晩飯の用意をしておくよ」

「ありがとう。なるべく早く帰るようにする」

「ん」

　颯真がうなずき、華奈は身体を離した。

「それじゃ」

　颯真は言って、エレベーターに乗り込んだ。

（できるだけ急ごう）

　華奈はオフィスに戻ってバッグを取ると、ビルを出て駅まで走り、やって来た電車に飛び乗った。そうして目当てのデパートに行き、カスタムメイドが売りの時計専門店に入る。

「あの、スマートウォッチを注文していた一之瀬華奈と言います」

「一之瀬さま。できあがっております」

　店員がショーケースに面した椅子に座るよう、華奈を促した。華奈は椅子に座って、バッグを膝の上に置く。

「こちらになります」

　店員がケースの背後の引き出しから、一本の腕時計を取り出した。そうして柔らかな布を張った台の上にそっとのせる。

「わぁ……」

　華奈は置かれた黒いスマートウォッチを見てため息をついた。スタイリッシュなデザインで、スーツにも無理なく合わせられる。機能面でも優れていて、心拍数や走った距離を記録できるスポーツ用の機能もあれば、ビジネスシーンで役立つ通話機能、メールやスケジュールの通知機能もついている。

「お気に召しましたでしょうか？」

「はい、とっても！　パーツ見本を選んだときよりも、ずっとおしゃれでカッコイイです」

「ありがとうございます。プレゼントですね？」

　華奈はポッと頬を染めた。三週間前、支社に行った帰りに寄って、明日の颯真の誕生日に間に合うように、スマートウォッチを注文していたのだ。

　丁寧にラッピングしてもらうと華奈は紙袋を受け取って、弾むような足取りでエレベーターに乗った。続いて地下の食料品売り場で必要な材料を探す。けれど、買い物客で混雑していたのと、目当ての商品がなかなか見つからなかったのとで、思った以上に時間がかかってしまった。レジで精算を済ませたときには、もう二時間が経過していた。

「わ、大変！」

　華奈は重くなったエコバッグを覗き込み、買い忘れがないことを確認して帰路についた。




　帰宅して、華奈は真っ先にベッドルームに入って自分用のクローゼットを開け、プレゼントを隠した。そうしてリビングに行くと、テーブルの上にはすでに夕食が並べられていた。炊き込みごはん、ワカメと豆腐の味噌汁、それにホイル包み焼きだ。颯真はテーブルに着いていて、日本酒のグラスを傾けている。

「ただいま、お待たせ」

　華奈はエコバッグを背中で隠すようにしながら、横歩きでカウンターキッチンを回り込み、冷蔵庫を開けた。

「買い物って食材？」

「あ、うん、まあ」

　華奈は買ってきた卵やバター、果物などを手早く入れて、残りはエコバッグに入れたままシンク下の引き出しに隠した。そうして手を洗ってテーブルに着く。

「遅くなってごめんね。待っててくれてありがとう」

「ん」

　颯真は低い声を出し、箸を取り上げた。

「いただきます」

　華奈も手を合わせて箸を取る。

「なんの包み焼き？」

　華奈がホイルを開けると、タマネギやしめじ、エノキと一緒に蒸し焼きにされた鮭が見えた。

「わー、おいしそう」

　鮭の身を箸でほぐして口に入れると、バターと醤油、それにほんのりとレモンの香りがした。炊き込みごはんにはにんじんやしいたけ、鶏肉が入っていて、ボリュームもある。

　買い物のために走ったのもあり、今日はいつもよりもお腹が空いていて、華奈は炊き込みごはんをお代わりした。そうして満腹になり、箸を置く。

「ごちそうさま」

　会社から帰ってきちんとごはんを作ってくれた彼に、感謝の言葉を伝える。

「本当においしかった。ありがとう」

「よかった」

　颯真が口元を緩めたので、華奈は少し安堵して椅子から立った。食器をシンクに運び、颯真の分も洗って水切りカゴに入れる。

「さー、今日はもう疲れたし、シャワーを浴びて寝ようっと。先にシャワー使うね～」

　そしてバスルームに入り、華奈がシャワーを出して温度を確認したとき、突然バスルームのドアが開いて、颯真が入ってきた。もちろんなにも身につけていない。

「えっ」

　華奈は目を見開いたが、颯真はこともなげに言う。

「今さら驚くことじゃないだろ」

「それは……そうだけど」

　これまで何度も一緒にシャワーを浴びているので、彼の言う通り、別に驚くことではない。でも、やっぱり気恥ずかしくて、華奈はなんとなく身体の前に手を回した。その華奈を壁際に追いつめ、颯真は彼女を囲うように顔の両横で壁に手をつく。

「颯真さん？」

　シャワーから降り注ぐ湯が彼の肩に当たって、逞しい胸板を湯が伝う。目のやり場に困ったとき、襲いかかるように唇を重ねられた。

「ん……っ」

　颯真は華奈の両手首を掴んで、壁に押しつけた。唇を割って舌が差し込まれ、キスは激しくなる一方だ。華奈はどうにか息を継ぐ。

「そうま……さっ」

（今日は早く寝てほしかったのにっ）

「あのね、颯真さん、今日は――」

　疲れているからダメ、と嘘をつくのが心苦しくてためらっているうちに、颯真の唇が首筋に触れた。そうして甘あま噛がみされて、華奈は腰が砕けそうになる。

「ひゃあっ」

「今日は、なに？」

　耳元で低い声でささやかれて、華奈は背筋をぶるりと震わせた。このままなにごともなかったかのように眠るなんてもう無理だ。

「なんでも……ない」

　華奈は頭を壁にもたせかけて、熱い吐息をこぼした。




　バスルームで、それからベッドに場所を移してからも、颯真は華奈を離してはくれなかった。

　ようやく落ち着いたかと思っても、彼に後ろから抱きしめられて、首筋に何度もキスが落とされる。

「気に入らないな」

　華奈は首筋の淡い刺激に身を震わせながら、言葉を発する。

「なに、が……？」

「なにもかもだ。マリッジリングをしていても、華奈を口説こうとする男がいるんだ。ひとりで買い物なんかしてて、男に声をかけられなかったか？」

　腰の辺りに彼の唇が触れ、華奈は背を仰け反らせる。

「だいじょっ……ぶ。そんなのない、から」

「ふぅん」

　颯真は不機嫌な声を出して、華奈の身体のあちこちに口づける。

「本当だって……ば！」

　それでも気が済まないのか、颯真はキスをやめない。胸元にチリッとした痛みが走って、華奈は「あっ」と声を上げた。颯真の唇によって、胸元にいくつも紅い花が咲かされていく。

「もしこれからそんなことがあっても……きっぱり、言うっ。結婚してますって……大好きな人がいますって……」

　華奈の言葉を聞いてようやく気持ちが落ち着いたのか、颯真は華奈の唇にキスをして、隣にごろんと横になった。

「それならいい」

「うん。私は颯真さんのものだってちゃんと自覚してる」

　華奈は颯真の二の腕に頭をのせた。

「だから、安心して。ね？」

「わかった」

「それじゃ、おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　颯真は腕枕している手を華奈の肩に回し、ゆっくりと目を閉じた。華奈はそんな颯真を見ながら、ギンッと目を見開く。

（眠っちゃダメ、眠っちゃダメ。絶対にダメ！）

　とはいえ、身も心もとろける熱い時間を過ごした直後だ。薄暗い部屋に横になっていれば、どうしたってまぶたが下りてくる。

（ダメ。一度でも目を閉じたら寝てしまう）

　華奈は左手で頬をギューッとつまんだ。そうしながら颯真の様子をうかがう。呼吸は規則的で、もう眠ってしまったようだ。

（よしっ）

　華奈は肩にかけられていた颯真の手を持って、ゆっくりと身体を起こした。颯真の手を慎重にシーツの上に置き、ベッドからそうっと下りた。冷んやりした床に立って、息をひそめて颯真の様子をうかがうが、彼の呼吸音は変わらない。

　華奈はそろそろとベッドルームを出て、音を立てないようにドアをゆっくりと閉めた。そうしてパジャマを着て、スマホを持ってキッチンに向かう。

「ええと、レシピは……」

　インターネットのブラウザを立ち上げてレシピのサイトを開き、フレッシュフルーツケーキのページを表示させた。イチゴ、メロン、キウイ、モモなどを飾った、見た目もカラフルなケーキだが、なにより〝簡単に作れて、見た目はゴージャス！〟というレシピの説明文に惹かれたのだ。

（まずは準備をしなくちゃね）

　華奈はシンク下の引き出しを開けて、エコバッグからかわいらしいハートのケーキ型を取り出した。レシピの〝準備〟というところに書かれている項目に従って、型にバターを塗り、オーブン用の紙を敷いた。その紙にもバターを塗って、生地から剥がしやすくなるように軽く薄力粉を振る。

（〝バターを電子レンジで溶かしてから、オーブンを一八〇度に予熱〟するのね）

　バターを溶かしていたらオーブンレンジの電子音がピーッと鳴って、華奈はビクッと肩を震わせた。耳を澄ませたが、ベッドルームから物音は聞こえてこない。

　颯真が目を覚まさなかったことに安堵しつつ、今度は〝手順一〟から作業を始める。

（〝ボウルに卵を入れて割りほぐし、砂糖を加えて泡立て器でもったりするまで泡立てる〟。もったりってどのくらい？）

　スマホの画像を見ると、持ち上げた生地がリボン状に落ちるくらいまで、と注意書きがされている。

　泡立て器でガチャガチャやっているうちに、腕がだるくなってきた。

（こんな感じでいいのかな）

　リボン状、というのがよくわからないが、なんとかなるだろう、と華奈は次の工程に移る。

　ボウルに振るった薄力粉を加えて混ぜ、続いて溶かしたバターを流し入れて、よく混ぜ合わせた。それを型に流し込み、型を台に打ちつけて空気を抜く。そしてオーブンに入れて三十分焼けばスポンジができあがるという。

（なぁんだ、意外と簡単だった）

　これまで華奈が作ったことのあるケーキといえば、混ぜて焼くだけのカップケーキとチョコレートブラウニーだけだ。初挑戦にしては手際よくできた、と自じ画が自じ賛さんする。テーブルに両肘をついて頬を支えながら、オーブンの液晶に表示される残り時間を見ていたが、単調に減っていく数字を見ているうちに、まぶたが落ちてきた。ガクッとなって、ハッと目を開ける。

（ダメダメ、こんなところで寝ちゃ！）

　華奈は人差し指を上まぶたに、親指を下まぶたに当てて、目を見開いた。目が乾燥して涙がにじみ、パチパチとまばたきをする。

　ようやくオーブンの残り表示が五秒になり、華奈はゼロになった瞬間にオーブンの扉を開けた。両手にミトンをはめてオーブンから型を取り出し、愕がく然ぜんとする。

「なんで……？」

　生地はぜんぜん膨らんでおらず、ぺったんこ。型から外してみると、分厚いゴムのようで、もっちりとした弾力があり、重たい。

「嘘、ちゃんとレシピ通りに作ったのにーっ！」

　華奈はレシピサイトをスクロールした。下の方に〝うまく焼き上がらない場合〟と書かれた項目があり、いくか原因が書かれている。その中のひとつに、〝卵を泡立てるときに、泡立てが不十分だと、ふわふわの生地になりません〟とあった。失敗例として、今まさに華奈が焼き上げたような生地の写真が載っている。

（くー！）

　華奈は頭を抱えた。ちゃんと最後まで読むべきだった、と思ったが、後悔先に立たず、だ。

（仕方ない）

　華奈は気を取り直して冷蔵庫を開けた。幸い、卵もバターもまだある。

「よし！」

　今度こそ成功させる、と気合いも十分、ボウルに卵を入れて砂糖を加えたものを、全力で泡立てる。腕のだるさなんて、なんのその。

（好きな人のためなら、このくらいっ……）

　泡立てているうちに額に汗が浮かび、腕が痛くなってきた。それでも、先ほどの失敗を繰り返すわけにはいかない。そのうち生地が白っぽくなり、泡立て器を持ち上げると、写真のように、垂れてきた生地でボウルの中に文字が書けた。

（これなら大丈夫だよね）

　続いて小麦粉、次に溶かしたバターを入れてヘラで混ぜ合わせて、型に入れてオーブンにセットした。オーブンの前に座って、祈るように両手を組み、中を見つめる。

（今度はうまく焼けますように！）

　そうして待っているうちに、やっぱり眠たくなった。睡すい魔まと闘いながら三十分、今度も電子音が鳴る前にオーブンのドアを開けた。

「うわぁ……」

　焼き上がったスポンジを見て、華奈は感嘆の声を漏らした。

　さっきとはぜんぜん違って、キレイなきつね色をしており、型からはみ出そうなくらいにふんわりと盛り上がっている。

「やった！」

　それを型から外して冷ます間に、イチゴを洗ってへたを取り、半量を縦に四等分した。メロンとモモはスプーンで丸くくりぬき、キウイは半月切りにする。どうにか切り終わった頃、スポンジはちょうどいい具合に冷めていた。

「これを二等分にするのね……」

　ちょうど二等分になるようにゆっくりとナイフを入れたが、切り終わったときには断面が微妙に傾いていた。

（んー、まあ、手作りだから良しとしよう）

　そう言い訳をして、次は生クリームの泡立てにかかる。氷水を入れたボウルにそれより小ぶりのボウルをセットし、生クリームと砂糖を入れた。そうしてレシピの指示通りにひたすら手を動かした。

（もうしばらく泡立て器は見たくない）

　そんな気持ちになった頃、写真のように生クリームが八分立てになった。そのまま塗ればいいのかと思えばそうではなく、砂糖と水を火にかけてシロップを作り、キルシュリキュールで風味づけしたものをスポンジの断面に塗らなければならない。

　刷は毛けを使ってその作業を済ませて、一枚のスポンジの上にクリームを塗った。そこに薄切りにしたイチゴを並べ、さらにクリームをのせて広げる。その上に残りのスポンジを重ねて、ナイフで全体に丁寧にクリームを塗った。だが、ところどころ生地が薄く透けて見えて、イマイチな見た目だ。

（私ってこんなに不器用だったっけ……）

　普段からもっとお菓子作りをしておくべきだった、と思いながら、クリームを足していく。スポンジをのせた皿を回しながら、どうにか均一に塗り上げた。

「ふぅ」

　額の汗を拭って、次はデコレーションだ。残りのクリームをさらに泡立てて九分立てにする。腕が痛くてたまらないが、あと少しだ。

（できた～）

　生クリームのパックにおまけでついていた絞り袋に、プラスチック製の口金をセットし、そこにクリームを入れた。そうして写真のように、ケーキの縁に沿って、小さな丸を描くように絞っていく。その形を見て、タージ・マハルの尖せん塔とうの先端のようだ、と華奈は思った。

　あとはフルーツをたっぷりとのせればできあがりだ。

「やった……できた」

　華奈はキッチンカウンターに両手をついて、大きく息を吐き出した。

（あとはこれを颯真さんに見つからないように……）

　隠しておいたケーキボックスに入れて、冷蔵庫の奥にしまい、ボックスの前にジャムの瓶やらハムやら並べて、気づかれないようにした。

　そうして冷蔵庫の扉を閉めたとたん、どっと疲れが出て、華奈はその場に座り込んだ。

「あー、洗い物、しなくちゃ……」

　颯真をびっくりさせるために、こうして夜中にケーキを作ったのだ。朝起きたときにシンクに調理器具が山積みになっていたら、颯真にバレてしまう。

　華奈は立ち上がろうとしたが、腕もだるいし、身体も重い。それになにより眠くてたまらない。

（ちょっとだけ……）

　華奈は背中を食器棚に預けて、まぶたを閉じた。




　唇を軽く吸われて、華奈はハッと目を開けた。目の前に颯真の顔があり、彼が「おはよう」と微笑む。

「おはよう……」

　華奈は眠い目をごしごしとこすった。

「今、何時……？」

　華奈の寝ぼけた声を聞いて、颯真が答える。

「九時四十分」

「そう」

　華奈は大きく息を吐き出した。まだ眠たくてタオルケットを目元まで引き上げた瞬間、ハッとする。

「わ、私っ」

　慌てて飛び起きたが、どうして私ベッドで寝てるの!?　という言葉をどうにか呑み込んだ。

「どうした？」

　颯真が含み笑いをしながら華奈の肩に手をかけ、彼の隣に引き戻す。

「そ、颯真さん、あの」

　華奈の言葉を遮るように、颯真は彼女の唇にキスをした。

「おはようのキスだよ」

「あ、うん、そう、そうだね……」

　颯真が華奈の唇を何度もついばむが、華奈は気が気ではない。

（颯真さんがキッチンに行く前に片づけをしなくちゃ！）

　睡魔と闘ったことは鮮明に覚えているが洗い物をした記憶はない。華奈は起き上がろうとしたが、颯真が彼女に覆い被さって、それを許してくれない。

「颯真さん～……」

「なに？　今日は土曜日だよ。そんなに慌てて起きなくてもいい」

　颯真はチュ、チュと音を立てながら、華奈の頬に、耳たぶに、首筋にキスを落としていく。

「そう、ま、さ」

　パジャマの一番上のボタンを外され、鎖骨に口づけられて、華奈はビクリと肩を震わせた。

「今日はなんの日か知ってる？」

　颯真が華奈の肌に唇を這わせながら言った。彼の息が肌に触れてくすぐったく、華奈は眉を寄せながら答える。

「ん……颯真さんの……誕生日」

「そうだ。だから、今日は一日、華奈を俺の好きにさせてもらう」

「え……？　え!?」

　颯真のキスにとろけそうになっていた華奈は、我に返って目を開けた。いつの間にかパジャマの前がはだけている。

「そ、颯真さん！」

「なに？」

「昨日、あんなに――」

　したのに、という言葉は、颯真のキスに呑み込まれてしまった。両手をシーツに押しつけられ、キスが深くなる。知らず知らず甘い吐息がこぼれ、華奈は颯真の情熱に抗うのを諦めた。




　颯真の腕に抱かれて気だるいまどろみに身を任せるのが心地よく、華奈は彼の裸の胸に頬をすり寄せた。華奈の頭にキスをして、颯真が言う。

「今日の朝食当番は俺だったな」

　お願いします、と答えかけて、華奈はハッとした。

「あ」

「もう朝食というよりブランチか」

　颯真がクスリと笑って身体を起こそうとするので、華奈はガバッと起き上がって、彼の両肩を押さえた。

「今日は颯真さんの誕生日だからっ！　このまま寝てて！」

「いいよ、当番はちゃんと守る」

　颯真が起き上がろうとするので、華奈は彼の肩を押さえる手に力を込めた。

「ううん、いい、いい、いいっ。遠慮しないでっ」

　華奈の必死の様子を見て、颯真はおかしそうに笑いながら言う。

「わかった。そこまで言うなら、華奈に任せるよ」

「うん、ぜひ任せて！」

　華奈は下着とパジャマをさっと身につけ、キッチンに急いだ。うまくいった、と思ったのも束の間、シンクの前に立って、「あれ」と首を捻る。

　シンクには使い終わったボウルも泡立て器もケーキ型もなくピカピカで、夜中にケーキを作ったとわかるような痕こん跡せきはなにもない。

（もしかして、ケーキを作ったのは夢だった!?）

　青ざめながら冷蔵庫を開け、ジャムの瓶の向こうに白いボックスを見つけて胸をなで下ろした。

（なんだ、夢じゃなかった。よかった。そっか、私、ちゃんと片づけたんだ）

　慌てることなどなかったな、と思いながら、ボウルを出して卵を割り入れた。牛乳を少し加えて、塩こしょうを振ってかき混ぜる。熱したフライパンにバターを溶かし、そこに卵を入れた。ジュッといい音がして、華奈は耐熱ゴムべらで大きくかき混ぜた。そうして作ったスクランブルエッグを大皿にのせ、さっと洗ったフライパンでベーコンとウィンナーを焼いた。

（あとはパンケーキとサラダ）

　市販のパンケーキをトースターに入れて、レタスを洗ってちぎり、切ったトマトとともに皿に盛りつける。インスタントのポタージュスープをスープカップに入れてお湯を注ぎ、焼き上がったパンケーキを皿にのせれば完成だ。

　華奈はベッドルームの颯真に声をかける。

「颯真さん、ごはんできたよ」

「ありがとう」

　颯真はすでにカジュアルなホワイトシャツと細身のデニムパンツに着替えていた。シャツの胸元からは、レジメンタルデザインと呼ばれる斜め縞模様の入ったシルバーのプレートネックレスが覗いていて、ラフな中にもほどよく洗練された印象を感じさせる。

「どこか行くの？」

「ああ」

　颯真は椅子に座りながら答えた。

「華奈とデート」

「えっ。じゃあ、私も食べたら着替えなくちゃ。行き先は考えてるの？」

「もちろん」

「どこ？」

「内緒」

　颯真が企み顔で笑った。華奈としては気になるが、今日は颯真の誕生日である。

（好きにさせてあげよう）

　そう考えながら、華奈はテーブルに着いた。




　華奈はフレンチスリーブの黒のＶネックニットと白のアンクルパンツを着て、グレージュのパンプスを合わせた。そうして颯真と一緒にＳＵＶに乗る。

（行き先を訊いても、教えてくれないんだろうなぁ）

　華奈は運転席をチラリと見た。颯真は楽しげな表情でハンドルを握っている。

（颯真さんが楽しそうだから、ま、いっか）

　華奈は窓から夏の青空を見上げ、そのまぶしさに目を細めた。

　それから二十分もしないうちに、駅直結の商業施設の駐車場に入り、颯真は車を駐めた。この施設には二百店舗を超えるショップが入っていて、買い物や食事はもちろん、映画も楽しむことができるのだ。

「行こう」

　颯真に手を取られて連れていかれたのは、〝大人かわいい〟を謳うたい文句にした、華奈の世代を対象にしたカジュアルファッションのショップだ。

「華奈はいわゆるオフィススタイルが多いからな。それはそれで似合っていていいんだけど、たまにはカジュアルでかわいい服も着せてみたい」

「き、着せてみたいって！」

　驚く華奈の手を引いて、颯真はショップに入った。

「いらっしゃいませ」

　華奈と同年代くらいの女性店員がにこやかに声をかけた。

「夏らしくかわいい感じで、彼女に似合いそうな服を選んでもらえないかな？」

「かしこまりました」

　店員は華奈の全身をさっと見て問う。

「お好きな感じのスタイルはありますか？」

「えっと……いつもはオフィスに合うようなカッチリした服が多いので、印象が変わって見えたらいいなと思います」

「なるほど。お客さまはスラッとしてて背が高いから、パンツスタイルが似合いそうですよね～。じゃあ、爽やかでかわいい感じにしちゃいましょう。少々お待ちくださいね」

　店員はあちこちの棚からいくつかアイテムを選んで戻ってきた。

「試着室へどうぞ」

　店員に案内されて、華奈は三つ並んだ試着室の左端に入った。

「このボートネックのノースリーブブラウスは入荷したばかりなんですよ！」

　店員が言って広げたのは、白地にフラワー柄が鮮やかなジョーゼット生地のブラウスだ。自分では選ばないような柄に、華奈は目を丸くする。

　華奈は試着室の中でブラウスの肩の部分を両手でつまんで持ち上げた。

（フラワープリントかぁ……。派手すぎない？）

　とはいえ、いつまでも眺めているわけにはいかず、諦めて着替える。

　派手だな、と思ったブラウスだったが、落ち着いた色味で花弁や葉がシャープに描かれているため、着ると思ったよりもかわいらしく見えた。それにライトブルーのワイドデニムパンツを穿いて、クリア素材のベルトが涼しそうなサボサンダルを履き、ストローハットを被る。

（わ、夏っぽくて……意外といいかも）

　こんなコーディネートは初めてだ。くるりと反転して背中を鏡に映し、肩越しに見る。カジュアルすぎると思ってこれまで敬遠していたデニム生地のワイドパンツも、ブラウスによく合っている。

　華奈はドキドキしながらドアを開けた。

「ど、どうかな？」

　なんて言われるだろうか、と思いながら颯真を見ると、彼は普段より少し目を大きくして、華奈をじぃっと見た。

（に、似合わない？）

　華奈がお腹の前で両手をもじもじさせたとき、颯真は口元に手を当てた。よくよく見ると、彼の頬骨の辺りがほのかに染まっている。

「このコーディネートにはかごバッグが合うよね？」

　颯真は華奈を見たまま、店員に問いかけた。

「はい、ぴったりです！」

　店員は下半分がネイビーに染められたバイカラーのカゴバッグを持ってきた。

「ブラウンのバイカラーもいいかなと思ったんですが、ネイビーの方が全体的にコーディネートが引き締まると思います」

　華奈が店員に渡されたカゴバッグを持つと、颯真は一度うなずいた。

「うん、いいな。このまま着ていきたいから、タグを外してくれるかな」

　店員は華奈が試着している服からタグを切り取り、華奈が着てきた服を受け取った。

「あ、お会計はこれで――」

　華奈は試着室に置いたままのショルダーバッグを取り上げた。だが、財布を取り出すより早く、颯真が店員にクレジットカードを渡す。

「これで精算を」

「かしこまりました」

　店員がカードを受け取ってレジに向かい、華奈は驚いて颯真に言う。

「颯真さんの誕生日なのに、どうして私にこんなにプレゼントしてくれるの？」

　颯真がニッと笑みを浮かべた。

「俺の誕生日だからこそだ。今日は一日、華奈を俺の好きにさせてもらうって言った」

「確かにそう言ってたけど……」

「思った以上に似合ってる。すごくかわいいよ」

　颯真は満足そうに言った。

「ありがとう……」

　だが、彼の誕生日なのにプレゼントをもらうなんて、やっぱり変な気分だ。

「お待たせしました。ありがとうございました！」

　それからふたりはほかのショップやフロアを見て回ったあと、グリーンが植えられた屋上公園に行った。緑が豊かで日差しが遮られていることもあって、クーラーの効いた施設内から出て散策していても、それほど暑いとは感じない。

「ね、晩ごはんなんだけど」

　華奈は歩きながら颯真を見た。

「ここで食べていこうか？」

　それもいいが、コース料理を食べたりしたらデザートがついてくることになる。それは困る、と思って華奈は提案する。

「いろんな種類のお惣菜を買って帰って、家でゆっくり食べるっていうのはどうかな？」

「いいね。おいしいワインも買っていこうか」

「うん！」

　マンションの部屋に着いた頃にはちょうど夕食の時間で、華奈と颯真はワインを飲みながら、ゆっくりと食事を楽しんだ。惣菜を盛りつけただけだが、どれも美味で皿が空っぽになる。

　そして華奈は「ちょっと待っててね」と席を立つと、冷蔵庫から隠していたケーキボックスを取り出した。

「じゃーん！　実は華奈特製ケーキがあるんで～す」

　華奈は誇らしげに言って、ボックスをテーブルに置いた。

「そうなんだ」

　予想したほど颯真が驚かず、華奈は小さく首を傾げながらボックスを開けた。現れたフルーツがカラフルなケーキを見て、颯真が「これはすごいな」と感嘆の声を上げた。ようやく望んでいた反応が得られて、華奈は得意げにうなずく。

「がんばりました」

　颯真が口元に手を当てるので、なにをしているのかと覗き込んだら、彼は必死で笑うのをこらえていた。

「え、なにか変？」

「いいや」

　颯真は涙目になりながら、華奈を手招きした。華奈はわけがわからないまま彼に近づく。颯真は華奈の後頭部に手を回して彼女を引き寄せ、額にチュッとキスをした。

「ありがとう。華奈の手作りケーキ、すごく嬉しいよ」

「じゃあ、ロウソクを立てよう！」

「え、さすがに三十五本も立てたらケーキがもったいないだろ」

「そんなに立てませ～ん」

　華奈は言いながら、シンク下のエコバッグに隠しておいた〝３〟と〝５〟の数字型のロウソクを取り出した。

「なるほど」

　華奈はロウソクを立て、着火用の点火具で火を灯した。

「歌を歌いま～す」

　そうしてハッピー・バースデーの歌を歌った。

「颯真さん、おめでとう～！」

　パチパチパチと手を叩くと、颯真が照れたように微笑む。その笑顔を嬉しく思いながら、華奈は両手でロウソクを示した。

「では、どうぞ～」

　颯真がふーっとロウソクを吹き消し、華奈は「わー」と言いながら拍手をした。

「ありがとう」

　颯真が笑い、華奈はケーキ皿とナイフ、フォークを持ってきて、ナイフを颯真に渡した。颯真はナイフとケーキを交互に見て言う。

「うーん、ハートを切るのは嫌だな。このまま一緒に食べよう」

　颯真は華奈を手招きした。近づいた華奈の腰を持って反転させ、彼の膝の上に座らせる。そうしてフォークを取ってケーキをすくい、華奈の口元に近づけた。

「華奈、あーん」

　華奈は照れながら口を開けた。口の中にケーキが落とされ、もぐもぐとやる。生クリームはほどよい甘さで、フルーツともよくなじんでいた。スポンジもとろけるような舌触りで、うまく作れたことに華奈は嬉しくなる。

「次は颯真さん」

　華奈はフォークでケーキをすくい、彼の口元に近づけた。颯真が口を開けて、ケーキが彼の口の中に消える。華奈はフォークを引き抜いた。

「どう？」

「うまいよ。生地もクリームもとろけるみたいだ。デパ地下のパティスリーにも負けないな」

「え、さすがにそれは褒めすぎだよ」

　華奈は照れ笑いを浮かべた。

「本心だよ。夜中にがんばってくれてありがとう」

　颯真は言ってから、しまった、というような表情になった。華奈は目を見開いて彼を見る。

「気づいてたのっ!?」

　颯真は左手で前髪をくしゃくしゃと掻き乱した。

「あー、しまった。華奈が言うまで黙っておくつもりだったのに」

　その様子を見て、華奈は納得した。華奈は昨日の夜中、ケーキを冷蔵庫に入れてから、やっぱりあのまま寝てしまったのだ。それを颯真がベッドに運んで、片づけもやってくれたのだろう。

「ごめんね……」

　華奈は肩を落とした。

「どうして謝るんだ？」

「だって……颯真さんに後片づけさせちゃったし……」

「そんなことはどうってことない」

　颯真は華奈の肩を抱き寄せ、華奈は彼の肩にコテンと頭をのせた。

「昨日、華奈がひとりで買い物に行きたがったから、なんでだろうって気になった。研修のあとで華奈に声をかけてきた男に気を遣って、そいつと会うんじゃないかとか、そんなはずないって思いながらも、不安だった。帰ってきてからも、華奈はそわそわしてて早く寝たがるし」

「あー、はは」

　華奈はバツが悪い思いで小さく舌を出した。

「それで、昨夜は寝たふりをしてた」

「えっ」

　今度は颯真がきまり悪そうな表情になる。

「だけど、華奈が俺のためにケーキを作ってくれてるんだってわかって、すごく嬉しかった。華奈が愛おしくて、今すぐ抱きしめたいって気持ちを抑えるのが大変だった」

「サプライズのつもりだったのに～」

　華奈は頭を起こして唇を尖らせた。

「すごく驚かされたよ。昨日の夜中にね」

　颯真は笑って、華奈の尖らせた唇にそっと人差し指で触れた。

「プレゼントはケーキだけじゃないんだよ」

　華奈は颯真の膝から立ち上がった。そうしてベッドルームのクローゼットから紙袋を取ってテーブルに戻る。

「じゃーん！　プレゼント、第二弾で～す」

　華奈は包装紙に包まれた細長い箱を彼に差し出した。

「ありがとう」

　颯真はにっこり笑って受け取った。

「開けるよ？」

「どうぞ！」

　颯真が包装紙を開けるのを、華奈はドキドキしながら見守る。出てきた細長い箱の蓋を持ち上げ、颯真は「ああ」と声を上げた。

「スマートウォッチか！　欲しかったんだ」

　颯真の顔が嬉しそうで、華奈は内心ガッツポーズをした。

「ジョギングのときにも、もちろん会社でだって使えるよ」

「ありがとう」

　颯真は立ち上がって、華奈の腰に手を回して引き寄せ、彼女の額にコツンと額を当てた。

「すごく嬉しいよ。毎日着ける」

「喜んでもらえてよかった。カスタムメイドだから、世界にひとつなんだよ」

「華奈が俺のためにデザインしてくれたの？」

「うん。颯真さんをイメージしながら、ストラップの素材や色、文字盤のデザインなんかを選んだんだ」

「シックな黒がカッコイイな」

　華奈は顔をほころばせる。

「颯真さんに似合うなって思ったの」

「こんなに嬉しい誕生日は初めてだ」

　颯真が顔を傾け、華奈の唇に唇を重ねた。

「大好き、颯真さん」

　華奈は彼の首に両腕を回す。

「俺もだ。誰よりも大切な華奈」

　キスを交わしながら、華奈は大切な人に、大切な言葉を、想いを込めて伝える。

「颯真さん、愛してます」

「華奈、愛してる」

　ふたりの声が重なって、颯真の唇が大きな弧を描いた。
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あとがき




　はじめまして、の方も、お久しぶり、の方も、いらっしゃるでしょうか。このたびは『エリート上司の甘く危険な独占欲』をお読みくださり、ありがとうございます。

　この作品は、恋するベリーズウェディング小説コンテストでセクシー賞をいただいた作品です。蔦森えんさんが描かれた魅力的なキャラクター三人の中からひとり選び、「結婚」をテーマに小説を書く、というコンテストでした。

　どのキャラのイラストも本当にステキで、見ているうちに書きたい気持ちが湧き上がってきました。そして、今までに書いたことのないキャラで書いてみよう！と思い立ち、できあがったのが本作です。大人の魅力と余裕を漂わせた〝セクシー〟な男性。もう想像するだけでドキドキものです。

　本作の主人公・華奈は、顔立ちが派手なために恋愛経験豊富に見られがちですが、実はその正反対。過去の手痛い失恋が原因で、少し前まで恋に踏み出せずにいました。そんな彼女が、男性主人公・颯真の大人の魅力に包囲され翻弄されていきます。一方で、颯真にも超絶イケメンならではの悩みがあったりします。

　結婚を意識していた男性に振られた華奈が、颯真と関わり合っていくなかで、彼女なりの「結婚」の意味を見つけていってくれたらな、と思いながら書きました。ときに華奈と颯真にヤキモキしつつ、目に見えるものだけではなく見えないものを感じ取って心を近づけていくふたりの恋を、楽しんで読んでいただけたら嬉しいです。

　今回、受賞時の講評を生かし、また、編集の中尾さんと編集協力の中澤さんのお力添えをいただき、颯真の魅力がさらにアップした作品になるよう改稿しました。新たに書き下ろした番外編で、ふたりのその後をお楽しみいただけると幸いです。

　最後になりましたが、サイトで応援してくださったみなさま、大人の雰囲気が本当にステキな表紙イラストを描いてくださった蔦森えんさま、そして本作の出版にあたってご尽力くださいましたすべての方々に、心よりお礼を申し上げます。

　また、本作をお手に取ってくださった読者のみなさま、本当にありがとうございます。読んでくださるみなさまの存在が、作品を書く一番のエネルギーです。

　最後までお付き合いくださいまして、本当にありがとうございました。またどこかでお目にかかれますように……。
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